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　０　黒い天井と小さな光









　息が苦しい。頭が痛い。嫌だ。もう嫌だ。死んでしまいたい。

　僕は思う、そう思い続ける。

　そうしている限り、僕の周りの人だけが生き残った。

「もうすぐだから、助かるから」

　父さんは、何度も立ち止まる僕にそう言って手を引いた。

「大丈夫よ、絶対に守ってあげるから」

　母さんは、すぐ側そばを死が通る度にそう言って抱きしめた。

　時間なんて分からない。でも、こうなったのは僕のせいだと、そう思った。

　だって、僕は……。

　目の前に、小さな光が見えた。

　僕は思ってしまった、助かるかもしれないと。

　その瞬間、小さな光を黒い大きな天井が塞ふさいだ。






　１　夏バテ









　大きく開いた窓から吹き込む風が、夏の気配を孕はらんでいた。

　熱気を多分に含むそれは、汗でかすかに湿った頬ほおを撫なでる。

　季節は七月も後半に差し掛かっていた。週を一つ跨またげば夏期休暇は目の前だ。

「あづいよー」

　俺の隣に座る短髪の美少女、犬いぬ蓼たで莉り子こが、気の抜けるような声で心情を語った。さっきまで、涼を求めてテーブルに頬を押し付けていたが、今は体を大きく伸ばして少しでも風を受けようとしている。

「それは良かったな」

「何一つ良くないし」

　適当に返事をしたら、莉子はここぞとばかりに反論する。

「灰かい斗と君はさっきから涼しい顔してますけど、なんなの？　どういう体の構造してるの？」

　少し棘とげのある声。彼女にしては珍しい。

「顔に出ないだけで十分に暑い」

「嘘うそだー、全然汗かいてないじゃん」

　莉子は先程から、頻繁に水分をとってはそれを額から放出していた。

「良い事を教えてやる。水を飲まなければ汗は出ない」

「いや、それ多分だけど体にめちゃくちゃ悪いよ？」

　呆あきれ顔がお。言い争いに飽きたのか、またぐでっと体をテーブルにつけた。

「それにしても、どうしてこの部屋にはクーラーはおろか、扇風機の一つもないのさ」

「どう考えても、ここが部室じゃなくて倉庫だったからだろ」

　現在地はこの学校に存在する部活の一つ、月げつ光こう団だんの本拠地だ。この部屋はもともと倉庫として使われていたもので、人が快適に過ごす為ための設備を入れる必要はなかったのだ。

「こんな中で一生懸命待機しているのに、人は来ないしさー」

「ある意味では、人が来ないのもいいことだけどな」

　この部屋に人が来ない。

　それが意味するのは「悩み事をなんでも聞く」と豪語する怪しい集団に頼るまで追いつめられた人間が居ないということだ。

　悩み事にだって色々な種類がある。

　例えば恋。例えば人間関係。例えば体質。そして、例えば呪のろい。

「それもそうだけどさ。灰斗君はやっぱり困るわけじゃない？」

「別に良いさ、それはそれで」

　俺達たちが、いや、俺がこの場所に居るのには理由がある。

　俺にかけられた呪い。『確率を裏切る』というそれを解く為には、普通の呪いを千人分集めなければいけない、らしい。

　だから、人に言えないような、話せば馬鹿にされそうな悩みを持った人間をこんな場所で待っているのだ。

「まぁ、最近は来る人もちょっと増えたけどねー」

　月げつ光こう団だんが設立して二ヶか月げつ程が経たった。それだけの時間が経てば、こんな怪しい部活動でもある程度の知名度を持つようになる。

　もっとも、最近はそれが悪い方向に進んでいる。

「確かに、人は増えた。だが問題は──」

　俺が発言しようとしたタイミングで、扉が叩たたかれた。

「ここが月光団の本拠地で良いの？」

　続いて姿を現した少女は、不ぶ躾しつけにそう尋ねた。

「そうですよ！　ご用件はなんですか？」

　さっきまでのだるそうな姿を微み塵じんも見せず、莉り子こは快活に答える。

　少女は、少し迷った素振りを見せるが、はっきりと言った。

「ここで、探し物を手伝って貰もらえるって聞いたんだけど」

　少女の答えに、俺は心中で落胆した。

　この組織の知名度は上がっている。だが、どういうわけか「探し物を手伝って貰える組織」として、名前が広まっているようだった。
















「私は、立たち葵あおい鏡きよう子こよ」

　小柄な体だが、芯しんの強そうな顔をした少女が名乗った。

　和を感じさせる髪飾りが全体的な雰囲気を引き締めていて、少しきつい印象もある。

　さらに気になる点を上げるなら、服装がうちの制服では無い。

「私は犬いぬ蓼たで莉り子こ。こっちは鬼灯ほおずき灰かい斗とよ」

　物もの怖おじという言葉を知らない莉子が、自己紹介を返す。

　その後に、少女の体をさっと流し見て一言。

「その服装、うちの制服じゃないよね？」

「そうだけど、ここは他校の生徒の悩みは聞いてくれないわけ？」

「ううん、そんなことないよ！」

　少しだけ不機嫌そうな立葵。莉子は慌ててフォローした。

「それで、悩み事ってなに？」

「さっきも言った通り、探し物をしてるの」

　またか、と頭の中で独りごちた。

「ここって、探し物の相談をしたら絶対に見つけてくれるんでしょ？　知り合いからそう聞いたんだけど」

　訝いぶかしむような目をする立葵だが、こっちもその噂うわさにはうんざりだ。

　だが、無下にする、というわけにもいかない。

「すまん莉子、あれ取ってきてくれ」

「はいはーい」

　莉子は俺の頼みを二つ返事で聞き入れ、席を立った。

「あれってなに？　何をするつもりなの？」

「何をと言われてもな……強いて言うなら、占いか？」

「占い……？」

　立葵の表情に、はっきりと不信の色が浮かんだ。

「信頼できるって聞いたからわざわざ他校まで来たのに……ふざけてるの？」

　立葵の言葉はもっともだと思う。が、そう言われたところで俺にできることなどたかが知れている。

「君がどんなつもりで来たのかは知らないけど、俺は別に探偵でも千里眼でもない。そんな分かり易やすい能力で要望に応こたえられるわけじゃないんだ」

「でも、占いなんかで本当に分かるの？」

　当然の疑問。こっちは、そんな質問を何度されてきたことか。

「はい、灰斗君持ってきたよ」

　軽い受け答えの間に、莉子は頼んでいた物を持ってきてくれた。

　それは以前、探し物という依頼を解決するために自作した特製ルーレットだ。

　中央に軸が付いていて、底に文字盤をセット。軸を回転させて、予あらかじめセットしておいたペンの先に当たるものが答え、という、シンプル極まりない代物である。

「まさか、こんなもので探し物が見つかるなんて言うの？」

「信じられないのも分かる。だからまず、余興をしてみようか」

　不信感を表す人間に対しては、口で説明するより、実際に見せてみるに限る。

「立たち葵あおい、君は自分の誕生日くらい分かるよな？」

「馬鹿にしてる？」

　一応確認しておいたが、立葵を不快にしただけだった。

　俺はルーレットの文字盤を入れ替える。

　入れ替えた後のものはシンプルだ。十二等分された盤に一から十二までの数字がふってあるだけ。

「これで、何をするつもりなの？」

「今から君の誕生月を当てる」

　ぶっきらぼうに答えて、左手をルーレットに。右手を制服のポケットの中に突っ込む。

　そして、その中に収まっていたサイコロを握り込んだ。




　事象『ルーレットの結果』。

　目的『立葵鏡きよう子この誕生月の確定』。

　──定義開始。




　認識を定める。そこにある事象と求める結果を整理し、定義する。




　確率を仮定。

　条件一、『ルーレットの出目が立葵鏡子の誕生月になる確率』＝一／十二。

　条件二、『ルーレットの出目が立葵鏡子の誕生月以外になる確率』＝十一／十二。

　事象の発生条件より、複合条件無し。

　以上二つを起こりうる事象と想定。




　確率を選別する。求める事象が最も低い確率になるように。




　条件より『一／十二』が最も低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




　瞬間、右手のサイコロが熱を放った。

　俺はその熱に合わせて、ルーレットを回す。

　滑らかにルーレットは数字を滑らせ、ややあって、文字盤は八を答えとして止まった。

「八月だと思うんだけど、どうだ？」

「……正解」

　立たち葵あおいは、渋々といった様子で答える。

「占い、信じて貰もらえたか？」

「……もう一回お願いできるかしら」

　立葵はまだ疑いを残していたが、これもまた、慣れていることだった。

　それからもう二回違う占いを行った後に探し物に取りかかった。

　探し物の手順も簡単。まずは家、学校、警察など物がありそうな所八つから大おお雑ざつ把ぱに探し、家や学校などの分かり難にくい場所になったら、更に細かい場所を探す。

　その、二回の手順を踏むだけだ。

　そう、二回までなら、俺の呪のろいで探し出すことができる。

「とりあえず、もう一度自宅のリビングを探してみることだな。もしかしたら親が勝手に片付けてしまったのかもしれないし」

「……分かった」

　家、リビングという結果をそのまま伝えると、立葵は素直に頷うなずいた。

　これで俺にできることは終わった。やや無責任だが依頼は完了だ。

「ところで、その探し物って一体なんなの？」

　終わったのを察して、莉り子こが当たり障りのない質問をする。

「……手鏡、かな。ちょっと、大事な」

　立葵は、あまり言いたく無さそうに答えた。

「そうなんだ、見つかると良いね！」

「ええ、本当に。今日はありがとう」

　その言葉を残し、そそくさと立葵は去って行った。

　立葵の姿が見えなくなると、はぁ、と湿度の高い息が漏れる。

「……俺はいつからダウジングマシーンになったんだ」

「まあまあ、困ってる人を助けられたなら、それも良いじゃない」

　莉子に慰められても、あまり気は晴れなかった。

　その日は結局それ以上の来客もなく、放課後は終わった。







「そういえば、灰かい斗と君、こんな噂うわさ知ってる？」

　まだ暑さの抜けないアスファルトの上をだらだらと歩いている最中、思い出したように莉子は言った。

「なんだ？」

「最近、この辺で夏バテが大流行してるんだってさ」

　夏バテ。まだ夏という季節に足を突っ込んだばかりのこの時期に大流行とは、珍しいものだ。

「そうか」

「あんまり興味無さそうだね……」

　俺のそっけない返事を聞いて、莉り子こは少しだけ表情を曇らせた。

「でもさ！　ちょっと提案があるんだけど……」

　だが、すぐに表情をころっと入れ替えたかと思うと、

「その夏バテ対策みたいな感じでさ、私達たち、何かできないかな？」

　そんな提案をした。

「できない」

「はやっ！」

　俺が即断で返すと、莉子は目を丸くする。

「いやいや、もうちょっと考えてみても良いんじゃない？　ほら、学校で夏バテ注意を呼びかけるとか……」

「それをしてどうするんだ？」

「え？」

　並んで歩いていた莉子は、その言葉に足を止める。

　少し迷ったが、俺も進むのを止やめて向き合った。

「だって、私達もボランティアを目的としているわけだし、そういった地道な人助けとかがさ、いずれ実を結んで何か……」

「実を結んで、色んな人が頼るようになって、今度は健康診断でもするのか？」

「そ、それは……」

　彼女の性格を考えれば、気持ちは分からないでもない。

　人の為ために行動することに喜びを感じて、その為に自分が積極的に動く。

　見返りを求めないその姿は、まことにボランティアと呼ぶに相応ふさわしい。

　だが、俺はそうじゃない。

「お前が、誰かの為に行動したいと思うのは否定しない。それは普通の人には真ま似ねできないことだと思う。だけど、俺は自分から積極的に関かかわってまで困っている人を助けようとは、やっぱり思えない」

　断言した。

「その行動が、例えば呪のろいに結びつく確証があるなら、それをするのは分かる。でも現状はそんな兆しもない。それは、悪戯いたずらに不幸をまき散らしてしまう行為かもしれない」

「……どうしても？」

「……少なくとも、この呪いがある限りは、な」

　この呪い『否運』は、簡単に言えば『確率を裏切る呪い』だ。

　それが、幸運であろうと、不幸であろうと、ある事象において最も確率が低い結果を引き寄せる。

　そしてそれは、俺自身と俺に関かかわる人達たちにのしかかってくる。

　俺一人が不幸になるなら良い。だが、自分の周りを巻き込むのは避けたい。

　それを構わないと言ってくれる、そんな人ばかりでは、ないのだから。

「だから、俺は今のままで良い。助けを求める人には手を差さし伸のべる。それくらいが……多分丁度良いんだ」

「……そっか」

　莉り子こは、それ以上食い下がるようなことはしなかった。

　昔に比べれば、人と関わることへの抵抗は薄れた。その自覚はある。

　だが、それでも消えないで燻くすぶっている何かがあった。

　最近の呪のろいと関係ない厄介事に少し気が立っている自分が居る。

「……こんなところで突っ立ってても暑いだけだ、さっさと帰るぞ」

「……うん」

　莉子はまだ少しスッキリしていないようではあったが、素直に頷うなずく。

　話が終わって俺と莉子はまた、とぼとぼと歩き出す。

　莉子を家まで送り、寄り道せず真まっ直すぐに帰った。







「おかえりなさい兄さん」

　家にたどり着き玄関を開けると、居間から声がかかる。姿を見せては居ないのだが、声の主には俺の存在が分かっているらしい。

「ただいま蓮れん華げ」

「はい。おかえりなさい」

　靴を脱ぎ居間までたどり着くと、ノートを広げた最愛の妹の姿があった。

「体調はもう大丈夫なのか？」

「兄さんは心配し過ぎです」

　蓮華は少しだけむくれる。

「私が入院したのだってそもそも検査のためだけで、体調は元から万全なのです」

　蓮華は、訳あって先日まで病院のお世話になっていた。

　言ってしまえば、世に蔓延はびこる呪いというものの犠牲になったのだ。

　もっとも、その問題は蓮華に関わる部分は綺き麗れいに解決している。

　だから、蓮華の体調を気にする必要はない。ないのだが心配になるのが兄心だろう。

「そんなことより、私は兄さんが少し心配ですが」

「は？　俺が？」

「はい。心なしか顔色が優れないようです」

　蓮華に指摘されて冷静に考えてみる。

　別に体調に異常はない。怪け我がや病気の類たぐいとは無縁のはず。

「なんだか、少しショックを受けたような気配を感じます」

「……そうか？」

　ショック。それこそ、心当たりなんてものはない。

　さっきの莉り子ことの会話？

　まさか、今更あの程度のことに気を病む神経ではなかった、筈はずだ。

　人と関かかわりすぎない方が良いなんて、分かり切っていることだ。

　それとも、莉子に言い過ぎたことを悔やんでいる？

　俺が考え込んでいると、蓮れん華げはにんまりと頬ほおを緩めて言った。

「ですので、ここは一つ、可愛かわいい妹が兄さんを元気にしてさしあげましょう」

「いや間に合ってるからいい」

「兄さんは安心して私に身を……今断りました？」

「残念だけど、お前にかまっていられる程暇じゃないんだ」

「ちょっと待って下さい！　兄さん！」

　また蓮華がアホな事を言い出す気配がしたのでさっさと退散する。蓮華自身お遊びのつもりだったのだろう。変に几き帳ちよう面めんな妹はテーブルに広げたノートをそのままにして俺を追いかけることはしなかった。




　自室について鞄かばんをおろし、部屋着に着替えたところで一息つく。

　蓮華にああ言った手前、居間に戻ってくつろぐのもきまりが悪い。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった俺は、何とはなしに教材を並べて自習でもすることにした。

　数学の参考書を手に取る。もともと、数学は苦手ではない。参考書を広げても復習にしかならない。参考書の問題を解き、解答を確かめ、解説に目を滑らせる。

　そんな時間を過ごす。

　一区切りがついた所で、少し体を後ろに反らした。

　背後にある本棚が見える。少し前に買った情報数学の解説書が目に留まった。

　確率という文字に惹ひかれて買った本だった。

「…………」

　本棚には近づかない。

　机の引き出し。文房具がセットで押し込まれた段を開け、ハサミを取り出す。

　ハサミを目の前の机上に差し出す。手を放せば、ハサミは机に落ちバウンドする。

　そこまでは、確実である筈だ。

　俺は、ハサミを持ったまま、右手をポケットへ、その中の愚者のダイスへ伸ばした。

　そして、定義を始める。




　事象『ハサミのバウンド』

　目的『検証』

　──定義開始。




　何度も行った検証を、今一度繰り返す。




　確率を仮定。

　条件一、『ハサミが自分から見て前にバウンドする確率』＝一／四。

　条件二、『ハサミがそれ以外の方向にバウンドする確率』＝三／四。

　事象の発生条件より、複合条件無し。

　以上二つを起こりうる事象と想定。




　あの時の再現。傘のバウンドを前後左右の四カ所と仮定した、あの時の。




　条件より『一／四』が最も低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




　手順は、変わらない。

　あの時と定義も仮定も変わらない。それなのに、

　左手に宿る痣あざも、右手のサイコロも何の反応も示さなかった。

「やはり、だめか」

　俺は落胆の再確認を行った後に、ハサミを放した。

　鋏はさみは緩く回転して机の面に落ちると、あろうことか真上にバウンドし、最初の高さまで戻ったかと思うと、回転の勢いを強め机に突き刺さった。

　検証は失敗に終わった。

　あの時、莉り子こを助ける為ために傘のバウンドを操った。そのことは間違いない。

　思考も疎おろそかになるほど切羽詰まった中、蜘く蛛もの糸を見つけた気分で縋すがり、確かに呪のろいは発動した。

　その結果、莉子は窮地を脱し、ついには暴走する笹ささ岡おかから呪じゆ具ぐを奪うことに成功した。

　だが、その後に冷静になれば、おかしいと気付くのにそう時間は掛からなかった。

『傘のバウンド』が『前後左右の四方向』に収まる訳がないのでは、と。

　条件を事細かに指定すればまだ分かる。

　落下点を中心に三六〇度を考え、方向を九〇度区切りの扇形とすれば、真上、線上などの特例を考えないことで、そういう区分はできない事はない。

　だがその場合、がっちりとした方向も高さも、強さも指定はできない。

　前後左右だけで、狙ねらった相手の顔面に傘がぶつかって行くことは、ない。

　否運が発動することはあっても、思った通りの方向に進むことはない筈はずだ。

　ならばと思った俺は、ハサミを含めていろいろなもので実験した。

　形状による違いから、バウンドする方向は様々に逸それたが、全すべてが同じ結果になった。

　どの実験でも『前後左右の四方向』という定義で狙ねらった現象が発動することはなかった。

　この疑問を抱いた後、率りつさん、犬いぬ蓼たで莉り子この姉で正体不明の呪のろいの専門家にすぐ相談したが、解答を出してはくれなかった。

　それからの検証で、更にこの呪いの事もある程度は分かった。

　まず、俺は条件を一つまでしか複合させることができない。

　サイコロを二つ同時に扱って一／三六ができても、三つ使って一／二一六はできない。

　それに伴って、連続で条件を二つまでしか絞ることができない。

　ある生徒の学年、クラス、学籍番号を特定したいと思っても、その目的の限りでは、三つの中から二つまでしか特定できないのだ。

　これらはまだ力を扱い切れていないからだと思うが、今はどうすることもできない。

　当然、検証で自分の力の限界が分かったところで、結局あの日になぜあの現象が発動したのかの答えには至らなかった。

「兄さん、少しよろしいですか？」

　堂々巡りの思考にはまりかけていたところで、ノックと共に蓮れん華げの声がした。

　大丈夫だと声をかけると「失礼します」の声と共に蓮華が部屋に入る。

「どうした？　元気がどうのこうのとかなら間に合っているぞ」

「それでも良いですけど、そうじゃありません」

　蓮華は俺を少し恨めしそうに見た後に、言葉を続けた。

「今年の兄さんの夏の予定を、少し聞きたくて」

「夏の予定……夏休みか」

「今年も外出の予定はないのですか？」

　もうすぐ夏休みだ。

　確か学校側は夏休みの間に課外授業（主に復習を行う）を設けていて、生徒は基本そちらに出席することが望ましいとされる。俺は去年、わざわざ人ごみに入るのが嫌で欠席した。もともと成績も良かったので、特に咎とがめられることもなかった。

　では、今年はどうするか。

　課外授業に気乗りはしない。俺だけの問題なら絶対に行きはしない。

　だが、俺が所属している組織は夏休みの間、活動するのだろうか？

「そう言われると、今年はまだ分からない」

「では、いつになったら分かるのですか？」

　曖あい昧まいに答えた俺に蓮華は詰め寄る。

「さぁ。部活動次第としか」

「……また、あの女次第ですか……」

　俺は部活動と言ったが、蓮華は冷たく目を強こわ張ばらせ、莉子に対する敵意を示した。

「課外授業はどうでもいい。となると学校の用事はそれしかない」

「はい、つまりはあの女に兄さんが振り回される形になるのですね。兄さんの貴重な休日が、私が兄さんと一緒に居られる限られた時間が」

「……別にそんな四六時中も一緒に居るわけじゃないだろ」

「そうですよ！　本当は毎時毎分毎秒、二十四時間三六五日いつでも兄さんと一緒にいたいのに。……なぜ私は一年早く生まれなかったのでしょうか？」

「知らん」

　さらっと恐ろしい願望を口走った蓮れん華げ。

「しかし、兄さんの夏が分からなければ、私の予定が決められません」

「別に、俺の事なんか気にせず、好きに過ごしたら良いだろ」

「本当ですか!?」

　俺が何気なく言った一言に、蓮華は大げさに食いついた。

　少し、心臓がズキリとした。

　普段は俺の事を鬱うつ陶とうしい程に気にかけてくる妹。

　俺を気にするなと言った途端にこんな、明るい表情をするなんて。

　それだけ、俺の事を重荷に感じていたのだろうか。

　こんな明るい表情の蓮華を、俺は初めて──

「ということは、普段は兄さんが許してくれない行動も、気にせずに行っても良いということですよね？　ことあるごとに兄さんに触ったり、撫なでてもらったり、兄さんのおかずにだけハートマークを付けたり、一緒にお風ふ呂ろに入ったり、寝るときはずっと添い寝をしたり、そういった事も好きにして良いということですよね!?」













「そういう意味じゃねーよ」

　あまりにもあんまりな事を言い出した妹に、塩分過多の言葉が口から出た。

「……くっ、せっかく同意が得られたと思ったのに」

「あれで同意が得られたと判断する思考が怖い」

「何事も『そういう風に捉とらえることもできる』という考えで動くのが基本です」

「そんな考え方は悪徳商法以外では基本じゃない」

　と、いつも通りのくだらないやり取りが一段落したところで、蓮れん華げの顔が僅わずかに曇る。

「今年は、兄さんはもう私だけの人ではないんですね」

「もとから、お前だけのモノではないが、まぁ、そうだな」

　今まで、誰かの予定の為ために自分が何かを決める、そんな事態はなかった気がする。

「分かりました。あの女に直接問い合わせますね。失礼しました」

　話が一段落すると、蓮華は静かに部屋から出て行った。

　それからすぐに、莉り子こからメールで夏休みの間も月げつ光こう団だんは活動すると連絡がくる。

　伴って、課外授業を受けるとも書いてあった。

　その日の夕食時は、蓮華がむすっと不機嫌だった。







「というわけで、夏休みもよろしくね」

「……おう」

　夜が明けて再び学校。授業の方も急ぎ足になっている。

　ほんのりと疲れて月光団で待っていると、後から来た莉子にそんな言葉を投げられた。

　何が「というわけで」なのかは分からないが、口答えするのもアホらしい。

「いやー、やっぱり夏も依頼人も待ってくれないわけで、だったら私達たちも迎え撃たないといけないわけですよ」

「迎え撃ってどうする。迎え入れろよ」

「そう？　まぁ、どっちでも良いじゃん」

　アハハと笑って誤ご摩ま化かす、テンションの高い莉子。

　夏の暑さにやたらと不満を言う割に、夏自体は歓迎しているふしがある。

「……少し意外だったな」

「なにが？」

「いや、お前が夏休み中も学校で勉強したいっていうのが」

　莉子は俺の言葉を理解しきれずに戸惑っているように見えた。

「わざわざ課外授業なんて受けなくても良い気がするんだ」

「はい？」

「だから、わざわざ授業なんて受けなくても、部活動の名目だったら学校に来ても良いわけだろ？　だったら、いちいち学校で課外授業なんて受けずに、空いた時間は外で夏を満喫してても良いわけだ」

　莉り子こくらい夏が好き、というか休みが好きオーラを出している人間なら、長期休暇くらいはハメを外して遊びたいと思うのが、自然な気がした。

　いくら人助けが好きだといっても、やり方はいくらでもあるんだから。

「灰かい斗と君が何を言っているのかいまいち……」

　しかし、莉子は一向に俺の意図を察してはいないようだ。

「そもそも、夏休みなのに授業あるじゃん、この学校」

「は？　いや、課外って言ってるだろ」

「へ？　いやいや、だって課外授業って出ないとダメなんでしょ？」

「いや、自由参加だ」

「はぇ？　いやいやいやいや、だって先生に『来ないとどうなるか分かってるか？』って脅されたんですけど!?」

「……行かなかったところで何もないだろ」

　俺の断言に莉子は目を丸くして、鞄かばんをごそごそと漁あさりプリントを取り出した。

「だ、だって、このプリントにおもっくそ出ろって書いてあるんですけど！」

　莉子が差し出したプリントを受け取り、目を通す。

　見出しはこうだ。

『以下の者、成績不良により課外授業への出席を命じる』

　そこからいくつかの名前が連なるが、犬いぬ蓼たで莉子の名前はかなり上の方で見つかった。

「ほら！　これ貰もらったときに出ないと進級できない的なこと言われたんですけど！」

「思いっきり成績不良って書いてあるだろうが」

　いまいち話が噛かみ合あわないと思ったらそういうことか。

「まさかだけども、灰斗君って別に課外授業に出る必要が……ない？」

「ああ」

　莉子は目の焦点をゆらゆらと揺らし、分かり易やすく絶望の表情を浮かべた。

「じゃ、じゃあ私の夏休みの予定が大幅に狂ったのは……私のせい？」

「たぶん」

　莉子はそのまま、テーブルに手をついた。

　支えていないと今すぐにでも崩れ落ちてしまいそうだ。

「そもそも、どんな点数を取ったら補習なんてことになるんだ？」

　問いかけると、莉子はさっと顔を逸そらした。

「そ、そのような問いかけには個人情報保護のうんたらからお答えできませぬ」

　そして、莉子には珍しいぼそぼそ声でそれだけ答えた。

　つい先日、休み前の実力テストが行われた。

　うちの学校は二学期制だから、休み明けのタイミングで期末試験が行われる。

　しかし、それだけだと中間テストから一切勉強をしないで夏休みに突入する生徒が続出するので、学校側は休みの直前にも独自のテストを設けている。

　今までは面倒なだけだと思っていたが、まさかこんな意味があったとは。

　俺が納得していると、そのタイミングで都合良くドアがノックされる。

「はいはい！　どうぞ！」

　莉り子こは渡りに船とばかりに、清すが々すがしい程全力でそう答えた。

　しかして、その先には、

「うん、ちゃんと活動しているようだね」

　形式上はこの部活の顧問となっている岩いわ鏡かがみ女史の姿があった。

「あれ？　岩鏡先生、どうしたんですか？」

　今までほとんどノータッチだった教師の登場に、戸惑う莉子。

「あー、いや」

　対する岩鏡は、少し言い難にくそうに尋ねる。

「犬いぬ蓼たで、お前一応この部の副部長ってことで良いんだよな？」

「あ、はい」

「……実はうちにはある校則があるんだがな」

「どんなですか？」

「部活動を束ねる者は成績を落としてはいけない。仮に成績が一定の基準を満たせなかった場合は他の者に役職を譲るか、活動を停止するべし。って感じなんだ」

「…………」

　莉子に、再び再起不能クラスの大ダメージ。

「ほら、うちは部活の結成がゆるいだろう？　そうするとどうしても締まらない連中が出るから、抑止する意味でな？」

　岩鏡の言葉が更に莉子を追いつめる。

「なぁ莉子」

「……なに？」

「お前、俺が勉強してる横で何してた？」

「やめてえええええええええ！」

　なんとなくこっちからも追撃してみる。

　月げつ光こう団だんの活動は相談者がいないと始まらない。

　たまにあるゴミ拾いとかの奉仕活動を除けば、待っている時間が大半だ。

　そして、俺はその空いている時間、莉子との会話を除けば予習復習をしていた。

　対する莉子は、俺に退屈だと話しかけるとか、持ち込んだ雑誌やマンガを読むとか、携帯をいじっているとか、そういった行動しか取っていなかった。

「もう一度聞くが、どんな点数取ったんだお前？」

「…………」

　莉り子こは青い顔をしたまま、押し黙った。

　俺は視線を岩いわ鏡かがみに向ける。

「ああ、まぁ、私の口からあまり言う事ではないんだが」

　そう前置きして口を開く。

「何個赤点かを問うより、何個セーフだったかを問う方が……」

「もういいじゃないですかぁあああああああ！」

　散々打ちのめされていた莉子が、涙目で叫んだ。

　息を荒げてその場を取り繕おうとするさまに、どことなく哀愁すら感じた。

「まぁ、とにかくそういうわけなんだが、この部活には鬼灯ほおずきが居るだろ？」

　最後の力を振り絞りぐったりとした莉子を置いて、話題の矛先が俺に向かう。

「俺がなにか？」

「鬼灯は、今回も接戦ではあったが学年首位をキープした。だから部活動自体に問題は無いのでは、と職員間でも意見があってな」

　接戦、という言葉がひっかかる。

　俺は全教科ぶっちぎりで一位とか、たまげた点数を取ったことはない。

　だから、今までも危なげなく総合一位というわけではなかった。

　それが今回の実力テストでは二位の女生徒、朽くち名な詩し穂ほに三点差まで詰められていた。

　わざわざこの部屋にまで来て、ケアレスミスさえなければと敵意むき出しで本人が言っていたから間違いない。

「だから、犬いぬ蓼たでの件についてもしばらく様子見というか、鬼灯に預けてみては、ということになってな」

「つまり、俺がこいつの勉強を見ろと？」

「平たく言うとそうかな」

「いつまでですか？」

「夏休みの課外終わりにテストがあるから、その時には結果をな」

「はぁ」

　岩鏡は軽く言うが、普段の莉子を見ている身としては気が重かった。

「ま、そういうわけだ。ただし、なんのお咎とがめも無いというのもあれでな」

　莉子を任されるだけで気が重いのに。

　目線だけで問うと、岩鏡は続ける。

「ボランティアらしく、今日は職員室の備品の買い出しなどやって欲しい」

「……分かりました」

　俺が頷うなずくと、岩鏡はニカッと気持ちの良い笑みを浮かべた。

「それじゃ、これリストとお金な。領収書もしっかり貰もらってくること」

　岩鏡は俺に茶封筒を渡すと去って行った。

　中身を確認すると、御丁寧にチェック欄までついた文房具などのリストと、現金が入っていた。罰のようなモノとは言え、一介の生徒に預けても良いのかこれ？

「……灰かい斗と君」

　俺がそれらに気を取られていると、すぐ後ろに陣取った莉り子こから湿った声がかかる。

「なんだよいきなり、ナメクジに話しかけられたかと思ったぞ」

「……ご迷惑、おかけします」

　いつもの軽口にも応こたえず、塩をかけた青菜みたいに萎しおれたままだ。

「別にそんなこと気にするな」

「え？」

「俺は最初からお前を迷惑にしか思ったことはない」

「そ、そうかな、えへへ……あれ？　迷惑にしかって言ったいま!?」

　何を勘違いしたのか、最初に照れたあとようやく勘違いに気付く莉子。

「だから今更、迷惑だなんだって気にするなよ、お前らしくもない」

「うー、分かったよ！」

　莉子は不ふ貞て腐くされたように唇を尖とがらせる。

　それくらい表情をころころと変えているのが丁度いい。

　沈んだ莉子なんてものは見てて気色が悪い。

「ほら、今日は部屋を閉めて買い出しに行くぞ、さっさと支度しろ」

「りょーかーい」

　マイナス方面ではあるが気を取り直した莉子を伴って、部室を後にした。







「いつにも増してあーづーいー」

　リストにあった備品を買いそろえて、学校に戻る道すがら。莉子から気の抜けた声。

「これから学校気がおもいー。荷物はちょっぴりかーるーいー」

　リズムに乗った、韻を踏むように気の抜けた声再び。

「灰斗君、何か言ってよ」

「え？　今の返事を必要とする発言だったのか？」

「……ちょっとは落ち込んだパートナーに付き合ってあげる優しさをですね」

「そんなものはない」

「だから早いよ！」

　俺の発言が気に入らなかったようで、莉子が奮然と声を荒げた。

「なんで他人が落ち込んでるときに引きずられて落ち込まないといけない。気が滅め入いるだけだろうが」

「だから、一緒にぱーっと騒いであげる優しさをですね」

「そんな一時的な気晴らしじゃなく、根本的な解決を目指すべきだと思うが」

「勉強のことなんて考えたくなーいー」

　莉り子こは耳を塞ふさぎ、あーあーと何も聞かない態勢に入った。

　俺はため息をつき、再び前を向く。

　確かに暑い。

　夏の暑さは、全すべての人間に等しく降りしきる呪のろいのようなものだ。

　伸びた日照時間は夕方になっても太陽光を運び続ける。

　立ち昇る熱気が景色を揺らし、世界を不安定にしている。

　長く続くアスファルトも、脇に蔓延はびこる雑草も、不規則に立ち並ぶ家屋も、全てが夏に揺さぶられている。

　ぽつぽつと存在する道行く人でさえ、夏に存在を吸い取られている気がした。

「……ねぇ、灰かい斗と君」

　夏の暑さに取り留めのない思考を巡らせていると、脇の莉子から真剣な声音。

「あの奥の人、様子がおかしくない？」

　莉子が遠慮がちに指した方角を見る。ここから数十メートルは離れている距離。

　道行く人の中にあって、はっきりと分かる程に様子がおかしい。

　熱気による大気の乱れでは説明が付かない程、危なっかしく揺れている。

　背格好から推測するに、男子生徒か。

「大丈夫かな？」

「……分からない。行ってみるか？」

「うん！」

　荷物を持ったまま、莉子は少し小走りで男子のもとに向かう。俺もその後を追う。

　かろうじて歩道を歩いてはいるが、良く見てみれば足取りは危なっかしい。

　いつ車道に踏み込んでもおかしくない程度には。

「あっ！」

　そう思うが早いか、彼の体は車道側に大きく振れた。

　周りに居る人間の視線が、その男子に集中したのが分かる。

　だが、誰も彼もが彼に対して漠然とした心配を向けるだけで、何もしない。

「いけない！」

　莉子は購入したものをその場に投げ捨てて一目散に走った。

　ああ、誰かが行ったからもう大丈夫だ。これでもう心配いらないだろう。

　そんな人任せな心の声が聞こえた気がした。

　俺も莉子に続こうとするが、途端に左腕にジリジリとした熱が宿った。

　熱気にやられそうになっていた思考に、水がかかる。

　今、この瞬間に何かが起きた。

　俺の意識とはまるで異なるタイミングで、何かの事象が選択された。

　何だ？　何が？

　決して莉り子こから意識を離さないようにしながら、周囲を見る。

　車道の先、前方に車影。

　大型トラック一台。こちらの様子に気付いた素振りが、ない。

　さっと血の気が引いた。

　今さっき、否運が発動した気配があった。

　それはきっと、俺でも莉子でも、男子生徒でもない、トラックの何かに起きた。

　確証はないが、経験がそう確信させた。

「莉子！　止まれ！」

「え!?」

　俺が大声をかけると、莉子は目を丸くしながらこちらを振り向き、立ち止まる。

　その隙すきをついて、莉子の目の前に荷物を投げ捨て、彼女を追い抜いた。

「灰かい斗と君!?」

「来るな！」

　莉子の戸惑いの声を振り払って、男子生徒の下にたどり着く。

「おい！」

　俺が声をかけ、強引に彼の手を引いて歩道に戻そうとした所で、

「……ぁ」

　男子生徒はそのまま、俺を巻き添えにしてぐらりと倒れ込んだ。

　咄とつ嗟さに身動きが、取れない。

　しまった、という思考を強引に端に押しやり、トラックを見る。

　もう、五十メートルは無い。

　運転手は、あろうことか余よ所そ見みをしていた。

　何があった？　彼の身にいったい何が起こった？

　考えても仕方ない。

　気を取られるな。

　トラックが迫る。

　目だけを動かし、打開策を探す。

　どうにかして、運転手の意識を前に戻さねば。

　周囲の様子、人、物。

　莉子は目を見開いている。

　周りの人間は野や次じ馬うまと化して様子を見ている。助けようと行動してくれる気配はない。

　頼りにはできない。

　どうすればいい？

　どうすれば気付く？

　どうすれば注意を引ける？

　言葉、音、光、衝撃。

　言葉、閉め切ったトラックの中に届くわけがない。

　音、何かあるか？　蝉せみ、そこら中で鳴いている。楽器、持っていない。声、届かない。

　光、太陽が照りつけるこの時間になんの意味がある？

　衝撃、衝撃をどうやってトラックの中に？

　更に探す。

　もう時間がない。

　なにか、なにか。

　遠くても良い、何かないか？

　再び莉り子こ、足下には、俺が投げ捨てた備品。

　備品のリスト。

　ボールペン、画用紙、コビー用紙、ホッチキスの芯しん、電球……。

　俺が投げ捨てた袋にあるのはそれだけ、だが。

「莉子！　下！」

　俺が叫ぶと、莉子はパッと下を見た。

「電球！」

　莉子は、弾はじかれたように備品に手を伸ばす。

　その手がしっかりと電球を掴つかんだ。

「それを！」

　俺の言葉が届いたのか、あるいは届く前か。

　莉子は綺き麗れいな投とう擲てきのフォームをとって、電球をトラックへ投げる。

　放物線を描く事なく、放たれた電球は一直線にトラックのフロントに吸い込まれ、強烈な破砕音と共にウィンドウを僅わずかに揺らした。

　パラパラと降り注ぐガラスの破片が、頬ほおをかすめる。

　運転手が前を見る、ハッとした瞳ひとみが俺を見る。

　急ブレーキと急ハンドルが大気に細長い悲鳴を残した。

　車道にほんのりはみ出していた俺と男子生徒の体、その数センチ脇をトラックの前輪が通過した。後輪も脇を掠かすめ、ようやく命を奪う物体は俺を躱かわし切った。

　肺の奥から、冷えきった空気が溢あふれた。

　全身に鳥肌が立っていて、目眩めまいがしそうだ。

　のろのろと走っていたトラックは、止まるかどうか迷ったようだがそのまま走り去った。

「灰かい斗と君！　大丈夫!?」

　一難去ったのを確認し、莉子が駆け寄ってくる。

「ああ……命に、別状は、無さそう、だ」

　興奮と恐怖で上う手まく動かない喉のどに、強引に空気を送り込む。

「よ、よかったぁ……」

　引きつっていた莉子の顔が、緩やかに緊張を解いた。

　同時に、野や次じ馬うまと化していた周囲の人間も、薄情なことにパラパラと散って行った。

「俺の……俺の事は良いから、また何か起こる前に、こいつを……引っ張ってくれ」

「わ、分かった」

　莉り子こが男子生徒をずるずると歩道に引きずり、俺もようやく体を起こす。

　男子生徒の様子は正常には見えなかった。

　意識がまず朦もう朧ろうとしている。目がうつろで前を見ているようには見えない。体にもまるで力が入っていないようで、大粒の汗がつらつらと額に浮かんでいる。

「おい、大丈夫か？」

「……ぅぁ」

　呼んでも、返事に力がない。酷ひどい熱中症の症状に見えた。

「莉子、救急車を頼む」

「う、うん」

　莉子が携帯を取り出して連絡するのを横目に、男子生徒を建物の影に引きずり込む。

　そのあと、急いで近くの自動販売機に駆けつけ、水を二本購入する。

　同時に自分のバッグも拾って男子生徒の下に駆け寄る。

　そうだ、衣服も緩めておいた方が良いんだったな。

　男子生徒のワイシャツのボタンを外すと、健康そうな小麦色の肌が露あらわになる。

「な!?」

　そして、そこに存在したあるものにも、気付いた。

「……いや、後だ」

　俺は頭を振り、鞄かばんに入れていたスポーツタオルで体を拭ふく。

　ハンカチを買った冷水で湿らせて額に乗せ、スポーツタオルは同様にしたものを脇に挟ませる。

　これで後は、救急車を待つだけだ。

「灰かい斗と君！　救急車呼んだよ！」

　莉子の報告を聞き、俺は莉子にノートを渡す。

「とりあえず、これで仰ぐんだ」

「わ、分かった」

　莉子は素直に頷うなずき、無心に男子生徒を仰ぎ続ける。

　俺は手を動かしながら、他の事を考え始めていた。

　今の時間は、夕方の五時を回っている。

　熱中症の症状が最も多いのは、昼の三時前後だった気がする。

　ありえない訳では無いが、特に運動をしている風でもない男子生徒が熱中症にかかるには、少し弱い。

　だが、この男子生徒は明らかに体調を崩している。ならば理由があるはずだ。

　例えば、この炎天下の中、なぜか直射日光を浴び続けていた、とか。

「莉り子こ、これから予定はあるか？」

「え？　えーっとないけど」

「だったら、これから率りつさんに会いに行く。良いか？」

「うん？」

　頭に疑問符を浮かべた莉子。俺はそっとはだけた男子生徒の鎖骨あたりを指差した。

「え？　なに？　見ろって？　新手のセクハラ？」

「そんなわけあるかボケ」

「ちょっとした冗談なのに……」

　莉子の軽口を封殺して尚なおも促す。そして莉子は視線をやり、息を飲んだ。

「どうやら、街で流は行やっているのは夏バテだけじゃないらしいぞ」

　果たして、そこには、赤黒い不気味な痣あざが浮かんでいた。

　誰かが誰かを呪のろった証あかし。忌まわしい模様、呪じゆ症しようが。

「夏バテだの、熱中症だの、調べてみたほうが良さそうだな」

　救急車が来るまで、俺と莉子は無心に男子生徒へ風を送り続けた。




　すぐに到着した救急車に男子生徒は運ばれていった。

　同行を申し出たが、やんわりと断られてしまった。

「じゃあ、ひとまず学校戻りますか」

「そうするしかないか」

　打つ手無しということで、仕方なく俺と莉子は学校に戻ることにする。

「そういや莉子」

「なに？」

「さっき破壊した電球、どうする？」

「……買いなおそっか」

　訂正。電球を自腹で買い直してから学校に戻ることにする。






　２　そこに理屈はないけれど









　およそ一ヶか月げつ前。

　俺の妹、蓮れん華げはある呪のろいをかけられた。

　それは感情を暴走させるというもので、それによって蓮華は自我の崩壊寸前まで追いつめられることになった。もう二度と、目覚めないかもしれなかった。

　その呪いは俺と莉り子この手によって除かれ、蓮華は平穏な生活を取り戻している。

　だが、その呪いをかけた首謀者は、呪いをかけるのに使った道具、呪じゆ具ぐを『誰かに貰もらった』と言っていた。

　そして、その『誰か』が誰なのか。それを問いつめることはついにできなかった。

　何な故ぜなら、その呪具に精神を乗っ取られかけていた首謀者は、呪具が破壊されたと同時に呪いに関する一切の記憶を失ってしまったのだ。

　だが、それでも一つだけ分かることはあった。

　この街には、呪われた道具を何かの目的でバラまいている奴やつがいる。

　そいつをどうにかしない限り、この街では、人の命さえ危険にさらすような事件が起き続ける。







　莉子と学校に戻り、冷ややかな職員室の視線を浴びた後に俺達たちはある店に向かった。

　店の名前は『ブルー・ムーン』

　その正体は未いまだにはっきりとは分からない。

　ただ一つ分かっているのは、そこには呪いの専門家がいるということだ。

「やあ少年、いらっしゃい」

　店の店主、犬いぬ蓼たで率りつは扉の鈴が鳴った瞬間に顔を見る事なくそう言っていた。

「お風ふ呂ろにするかい？　ご飯にするかい？　それとも、わ・た・し？」

　そしてこのクソ暑い中、俺の背筋を凍えさせるようなことを言ってきた。

　知的なクール眼鏡美人に見えるのだが、中身はお茶ちや目めが過ぎている。

「そうですね、ちょっと相談があるんですけど」

「スルーは一番傷つくから、やめてくれないかな？」

「お姉ちゃん……」

　姉の相変わらずのふざけた調子に、妹である莉子が暗い声をかける。

「それで、いったいなんの用なのかな？」

　ようやく話が始められる。

「単刀直入に言うと、新しい呪いを発見しました」

「……詳しく聞こうか」













　あまり詳しくは分からないんですが、と前置きして、俺は語った。

　先程起こった出来事、疑問点、そして呪じゆ症しようの存在。

　率りつさんは俺の目を見て、真剣に話を聞いていた。

「だが、そんなに熱中症で倒れた、なんて話を聞いた覚えは無いね」

　率さんは、最後まで丁寧に俺の話を聞き、言葉を返した。

「そうですね。可能性としては今日のが初めての被害だったというのもありますが」

「楽観的に考えて、後手に回る必要はない、と」

「はい。それに、今この街の人は夏バテのほうが大変みたいですから、熱中症があってもあまり騒がれていないだけかもしれません」

　俺の意見を考えるように、率さんはほんの少し目を閉じ、真まっ直すぐに俺を見た。

「まとめると、夏バテの噂うわさにまぎれて呪のろいに掛かっている人間がいて、その人達たちは熱中症で運ばれているのではないか。君はそう思うわけだね？」

「はい」

「確証は？」

「……ありません」

　正直に答える。ここまでのは推測。思い込みの域を出ない。

「だから、これから探します」

　それ故に、ここだけは力を込めて言った。

「ふむ」

　俺の言葉に頷うなずきを返し、率りつさんはゆったりと微笑ほほえんだ。

「わかった、何かあったら相談してくれ。できる限り力になろう」

「よろしくお願いします」

　状況報告を済ませ、少しだけ肩の荷がおりた気がした。

「それはそうと、君は先程、否運の発動を感じたと言っていたね？」

「え？　ええ」

　話が終わったと思っていたところで、再び何かを蒸し返される。

「発生した現象を確認できたかい？」

「……いえ、確認はできていません。起こった出来事は、多分、トラックに関かかわる何かだとは思いますが」

「周りの人間は、どうだった？」

「……確か、遠巻きにその男子生徒を見ていた、ような気はしますが」

「一丸となって助けようとしたとかではなく？」

「はい、見ていただけだったかと」

「そうか、ありがとう」

　率さんは、言うだけ言うと、一人何かに納得したようだった。

「何か、ひっかかりがあるんですか？」

「いや、こちらも確証はないんだ。ただ、否運のことについてはずっと調べていてね」

　否運。俺に宿った神の呪のろい。

　全すべての確率を裏切る呪い。

「私程度が手に入れられる文献はあまり多くはないんだが、一つ気になることがある」

　ここにきて、率さんは何か新しい情報を仕入れてきたらしい。

　期待に多少前のめりになりながら、言葉を待つ。

「否運の性質は、幸運とも不運とも取られるものの筈はずだ。だが、残されている文献には圧倒的に不運の記述が多い。それしかないと言っても過言ではない。それも、大勢の人間を巻き込んだような、不運がね」

「……つまり？」

　率さんの言いたい事が、どうもぼんやりとしていて伝わらない。

　いつもははっきりと言う所を、わざと濁しているような感覚。

「今回の件。君が彼を助けられたから、不幸な事故にはならなかった。だが、もし君が彼を助けられなかったら？　それはかなりの不運と言っても差さし支つかえはないだろう。ましてや、これが君以外の大勢の人間が助けようとして巻き込まれたら……」

「……確かに、この街の歴史に残るくらいの悲劇にはなっていたかもしれないですね」

「そのレベルの不幸だけが常日頃起こるのだとしたら、そもそも大勢を巻き込むような迂う闊かつなことはしないだろう。なら、過去の例や君自身を考えてもこのような大きな不幸は、比較的少ないのではないかな？」

「……そうですね。まぁ、今回みたいな否運の発動は、かなり少ない気がします」

　トリガーとなる事象は不明だし、それで何が起こったのかもいまいち分からない。

　ただ、事実は残った。

「それは、君が人との接触を極力避けているから、なのかもしれないし、否運自体に含まれる何か未知の要素のせいなのかもしれない。あるいは、この話がそもそも不幸の方が記憶や記録に残り易やすいから、というだけかもしれない。私も未いまだにその呪のろいについてそこまで詳細は知らない。だが──」

　聞くのが怖い。聞かなければならない。

　相反する感情が胸の中に渦巻くのを感じつつ、率りつさんの言葉を待った。

　とても長い時間、率さんの口が開くその一瞬を待ちわびた。

　率さんの目はどこか戸惑いを浮かべたまま、それでもはっきりと俺を見て、言った。

「君はやはり、人ごみに混じるべきではない、のかもしれない」

　ぐにゃりと、心臓を握られた気分になった。

　俺が人と関かかわらないのは俺自身の問題だ。

　幸運が周りにもたらされるとしても、それ以外の不運を招かない為ため、だけのはずだ。

　だが否運そのものを見れば、人を巻き込む、人を助ける。両方あっておかしくない。

　事実、俺自身が幸運と思われる事象に出会うことも多い。

　だが、過去に残されている記録では否運が人を幸せにしたことはない、という。

　それは、つまり──否運は、人を幸せにはできない？

「お姉ちゃん！　言い過ぎだよ！」

　相変わらず、話に混じれずにいた莉り子こから、微かすかな怒気を帯びた声があった。

「……すまない少年。やはり、確証のないことだ。あまり気にしないで欲しい」

　率さんは頭を下げた。

　俺は、それにわざわざ答える必要性も感じなかった。

「……とにかく、何か分かったら、来ます」

「……灰かい斗と君……！」

　俺が背を向けると、莉子は何か言いたそうに声をかけてきた。

　聞こえなかったフリをした。







　翌日、学校での聞き込みを莉子にお願いしておいて、俺はひたすら考え込んでいた。

　率さんの言った言葉。幸運と不幸。

　昨日、自動で発動した否運。

　あの日起こった傘のバウンド。

　俺は、この呪いについて、知らないことが多過ぎる。

「灰かい斗と君、大丈夫？」

　考え込んでいた俺に対して、心配そうな声。莉り子こ？

「あ、ああ、ここは？」

「なに寝ね惚ぼけてるの？　それとも夏バテ？」

　莉子の呆あきれた声。周りを見てみると、どうにもここは教室のようだった。

　時間を確認する、午後三時を回っている。

　どうやら、いつの間にか授業は終わっていたらしい。

「君、今日はいつにもまして無愛想だよ？　もう掃除の時間だけど」

　莉子が手をぶんぶんと振る。その手にはＴ字型の箒ほうきがしっかりと握られていた。

「……迷惑かけたな」

　再び周囲に目を向けると、箒を持った男女生徒が苦笑いしていた。

　俺は急いで用意を終え、すぐさま机を前に出した。

　そして、そそくさと教室を後にする。

「おーい、鬼灯ほおずき！」

　そのまま、誰とも目を合わせることなく去ろうとしたが、誰かに呼び止められた。

「体調大丈夫か？　今流は行やってるらしい夏バテじゃないのか？」

「……笹ささ岡おかか」

　俺を呼び止めた生徒は、笹岡という男子だった。

　クラスの中心人物で、容姿も成績も良いし、スポーツだってできる。

　そんな、人より優れたところがある、普通の人間だ。

　人一倍努力している、真面目まじめな人間だ。

「大丈夫。お前こそ体調が優れない所はないのか？」

「平気平気！　みろよこの顔を、俺より元気溢あふれる男がどこにいる？」

　そう言って笹岡は溌はつ剌らつと笑ってみせた。

　相変わらずの、人好きのしそうな顔だった。

「……ああ、お前はやっぱり、かっこいいな」

「おぇ!?　いきなり何言ってんだお前！　気色悪いこと言うなよ!?　やっぱり具合おかしいのか!?」

　俺がぽろっと漏らした言葉に、笹岡は露骨に怯ひるんだ。

「そういう意味じゃないんだが、まぁ、なんだ。心配してくれてありがとうな」

「お、おう。体調には気をつけろよ」

「お互い様だ」

　困惑顔の笹岡を残し、俺は今度こそ教室を後にした。

　あれから、特に変わったことはない。

　笹岡はやはりクラスの人気者で、色々な女性は彼を好いていて、

　そして、彼は自分の手の届かない女性に惹ひかれるのだろう。

　その想おもいをどうすることもできず、持て余しながら、いずれ決着を付けるのだろう。

　勝手な自己満足と、自己陶酔と、ほんの僅わずかな無力感を噛かみ締しめて。

　俺は彼を、彼の行った所業を忘れるつもりはない。

　だが、彼には幸せになって欲しいと、思わないこともない。

　蓮れん華げには絶対に近づかせないけど。







「さっき、笹ささ岡おか君と何を話してたの？」

　掃除の時間が終わって莉り子こが顔を出すと、真っ先にそんなことを聞かれた。

「大したことは何も」

「えー気になるなー」

　莉子は顔を寄せるようにして、俺に尋ねる。

「別に言う必要は無い」

「いや、必要とかじゃなくてさ、純粋に興味というか」

「逆に尋ねるが、どうしてそんなことが気になる？」

「え？」

　莉子はきょとん、とした後にうーんと唸うなる。

「どうしてって言われたら……なんとなくとしか」

「じゃあ良いだろ」

「でも、気になるんだよー」

　莉子の食い下がりに少々うんざりとする。

「だから気にするな、世間話の一つでもしたくらいだ」

「そ、そっか、まぁ、なら良いかな」

　どうにも、莉子は少し俺のことを心配し過ぎなきらいがある。

　昨日のことで無理に気を遣われるのは、嬉うれしくない。

「というわけでー、聞いた所による情報をまとめちゃいますねー」

　気を取り直して、莉子は聞いてきた話を披露する。

「でも、みんなが知っているのって、夏バテのことばっかりって感じだね」

「というと？」

「最近体調を崩したみたいな話って聞いたらさ、ほとんどの人は家族が体調を崩したとか、友達がとか、お隣さんがとかそんな感じ？」

　やはり夏バテの流行が裏目に出たか。このところ急激に暑くなったことで、夏バテが顕著だ。外気と室温のバランスなどがみんな上う手まく取れていないのだろう。

　そして、人間誰しも遠い他人の重病よりは、身近な人間の病を気にするだろう。

「じゃあ、有力な情報は……」

「とおもーじゃん？　ふっふっふ、ちゃんとそれも聞いてますとも」

　莉り子こは待ってましたとばかりに不敵な笑みを浮かべた。

　謀られたみたいだ。

「といっても二人くらいからしか聞けてないけどね」

「問題無い。教えてくれないか？」

「ほいほい」

　一人は、この学校の男子生徒の友達、どうやら他校生らしい。

　彼は、陸上部に所属しているらしいが、ある日を境に途端に元気をなくす。

　しばらく学校に来はしても、気の抜けた状態が続いていたとか。

　そのまま、部活動にも身が入らないと思ったら、部活中に熱中症にかかり、病院へ。

　症状自体は治まったが、退院後は無気力状態になって引きこもってしまった。

　もう一人は、この学校に在籍する女子生徒の元カレで、先程とは違う学校の生徒。

　こちらは、熱中症を経ずに驚くくらいの無気力になっていた例らしい。

　なんでも最近、彼の移り気な性格に嫌気がさして大げんかをした。

　数日後、共通の友人からもの凄すごく落ち込んでいると聞かされた彼女は、流石さすがに言い過ぎたと思い直し、彼の家に向かった。

　すると、自分を罰するように引きこもっている男がいた。その姿に心を打たれて、復縁しようと話しかけるも、まったく相手にされず、キレて絶縁状を叩たたき付つけてきたとか。

「以上かな、何か分かったことはある？」

「まだ、情報が少ないな。その二人に呪じゆ症しようは？」

「陸上部の人には、何か不思議な痣あざがあったみたい。チャラ男の方は分からないけど」

　莉子の言葉を整理してみる。

　二人の症状は似通っていると言ってもいいだろう。

　お互い、ある日を境にショックな出来事か何かがあった。

　陸上部の人は分からないが、チャラ男のほうを考えれば、似たようなことがあったと推測できる。そして、その後に元気をなくす。

　そうこうしていると無気力は加速し、まともに会話もできない状態になってしまう。

　整理するとこんな感じだろうか。

「昨日の彼が気になるな。まだ症例が少ない以上、一人でも多くの状態を見ておきたい」

「でも、どうするの？　救急車が行っちゃったからどこにいるのかも……」

「昨日の今日だ、病院に行けば話くらいは聞かせてくれるだろう。莉子、アレを」

　莉子は俺に促され、例のルーレットを取りに行った。

　俺はポケットに入れたままのサイコロを取り出す。

　そして、スマホを使ってこの周囲の病院の数を調べる。五十二件。

　条件を内科に、十四件。緊急の受け入れ準備があるか、八件。

　十分か。

「はい、灰かい斗と君」

「ありがとう」

　莉り子こが取ってきてくれたルーレットに付ける、新しい円盤を作る。

　きっちりと八等分、それぞれに病院名を記す。

　準備ができたら、俺はサイコロを強く握り込んだ。







　昨日の彼は程なく見つかり、面会を申し出ると簡単に許可が降りた。

　応急処置した俺達たちの顔を覚えてくれていた職員がたまたま通りかかったからだ。

　病室に向かうと彼の母親らしき小こ綺ぎ麗れいな人物が座っていた。名字は榎よ原わらというらしい。

「昨日は本当にありがとうございました」

　榎原の母は、簡単に顛てん末まつを聞かされていたようで、こちらの気が引ける程丁寧に感謝の言葉をくれた。

「いえ、どういたしましてです！　こっちこそ変なこと聞いてごめんなさい」

　俺達、というより莉子が率先して会話することで以下の情報を手に入れた。

　男子生徒、榎原はつい先日凄すさまじくショックを受けた様子で帰ってきた。

　話を聞いてみると、所属する部活動、サッカー部のレギュラー争いで一ひと悶もん着ちやくあったと。

　それからみるみると元気が無くなっていき、昨日。

　熱中症で倒れ、ここで目を開くも、受け答えなどまともにできなくなっていた。

　他の二人と、およそ同じような道を辿たどったと言って良いだろう。

「「失礼します」」

「ええ、本当にありがとう。またいつでもお見舞いに来て下さい」

　病室を後にする。病院の階段を下りながら、待ちきれずに莉子が口を開いた。

「確定、かな？」

「らしいな」

　三人とも重なったというなら、ほぼ確定と考えて行動するべきだ。

　この街に、この三人に呪のろいをかけた人物が存在する。

「しかし、厄介だな」

「なんで？　この前と一緒で呪いを解消しながら情報を聞いて行けば……」

「生気を失っている相手に、どうやって心を開いてもらえばいい？」

「あぁ、そっか……」

　以前の呪いは、心の歯止めが利かなくなっていただけで、会話ができないことはなかった。だが、今回はそもそも会話が成立しない。

「灰かい斗と君、あんまりしかめっ面してると、怖いよ」

　俺が眉み間けんにしわを寄せていると、莉子から声がかかる。

「あんまり悩みすぎないでさ、情報なら、私が集めるから」

「……悪い、よろしく頼む」

　現状では、いろいろな物が足りていない。

　情報も、手段も、被害者も。

　だから、俺にはまだ何もできない。

　いや、本当か？

　何か、もう一つ引っかかるところはないか？

　昨日の彼、陸上部の彼、女子生徒の元カレ。

　共通点は……ああ。

「莉り子こ」

「なに？」

「俺にも、一つだけできることがあるかもしれない」

　俺の言葉に、莉子が立ち止まる。先を促す目。

　とりとめもない思考を、口に出した。

「被害者の共通点。全員が男だ」

「あっ、そういえば」

　莉子はそう声をあげたあとにその視線で、だから何かと問いかけてくる。

「つまり、犯人の狙ねらいは、男の可能性がある」

「うん」

「ということは、もしかしたら俺が囮おとりに──」

「なに言ってるの!?」

　俺が発言をし終える前に、莉子は血相を変えて言い返した。

　階段の途中。段差の下にいる莉子は、いつもより小さく見えた。

「俺が囮になれる可能性がある、人の話は最後まで聞け」

「私が言っているのはそういう意味じゃない！」

　莉子の手が真まっ直すぐ伸びて俺の肩を掴つかむ。莉子の憤りを、感じた。

「情報が足りないのはお前も分かってるだろ？」

「だから、私が集めるって言ってるんでしょ」

「どうせ被害者はみな、あの調子だ。ろくな聞き込みができるとは思えない」

「っ、そんなのやってみないと分からないでしょ！」

「だったら、俺だってやってみるくらいは良い筈はずだ」

　俺は努めて、淡々と言葉を吐き出す。

　対する莉子は、沸々と言葉に熱が籠こもる。

「確かにそうかもしれないけど、何も灰かい斗と君自身が危険なことをしなくても──」

「危険なことって、なんだ？」

　今度は俺が、莉子の言葉を遮った。

「逆に聞きたいんだが、危険なこととはこの場合何を指す？」

「それは、呪のろいが灰斗君に──」

「俺に呪のろいは効かない、知ってるだろ？」

「あ……」

　莉り子こは呆あつ気けに取られたような顔をした。

　呪いは、より強い呪いに打ち消される。

　人間からどんな呪いをかけられても、俺の身に宿った神の呪いを打ち消すことはできない。俺が呪われている限り、俺が呪われることはない。

「そ、そもそもどうやって囮おとりになるっていうの!?　男性ならそこら中にいるけど！」

「確かに、現状ではどうやったら犯人が引っかかるのかは分からない。だが、被害者の周りの証言をかき集めて真ま似ねをするくらいなら、できそうだ」

「でも！」

　莉子は食い下がる。感情的な会話をいつまで繰り返しても平行線か。

　彼女からの心配を少しだけ嬉うれしく思いながら、言葉を返す。

「……莉子。俺は、お前を信頼してる」

「え？」

　それまでの突き放すような声から、意識して柔らかな声に。

　俺の声音が変わったことに、莉子は敏感に反応した。

「この件に関して、俺はほとんど危険がないと思っている。でも、俺に予想できない何かがある可能性は、否定できない」

「だったら！　別の方法を探せば良いでしょ！」

「でも、今はこれしかないんだ。ここで足踏みしている分だけ、事態は進んでしまう」

　俺は、肩にしがみつくようにしている莉子の手に、そっと自身の手を重ねた。

　真っ向から向き合った莉子の瞳ひとみが、動揺に揺れた。

「呪いに関しては、何も問題ない。でも、どんな物理的な危険があるのかは分からない。だから、これを言うのは情けないかもしれないけど……」

　莉子は無言で、刺すように俺を睨にらむ。俺は、怯ひるむわけにはいかない。

「何かあったら、助けてくれ」

「…………」

「頼む」

「……わかったよ」

　念を押すと、莉子は明らかにしぶしぶながら折れてくれた。

　ほとんど打つ手がない状態というのを、莉子自身も否定はできない。

「ただし、全面賛成は絶対しないからね。あくまで、今は仕方なくだから」

「……分かってる。俺だってわざわざ危険に身をさらす真似はしたくない」

　お互いがお互い、それが最善だとは思っていない。

　それでも、何もできないくらいなら何かをしたい。

　だから、今はそうするしかない。

「行こう、病院の階段で長話することはない」

「……うん」

　静かな病院で言い争いを終えた俺達たちは、口数少なく階段を下りきった。

　周りに聞かれてやいないかと、少し耳をすませてみたが、病院らしく最近の夏バテの流行やご老人の健康などの話しか、聞こえてこなかった。







「オススメはしないね」

　眼鏡の奥の瞳ひとみを冷ややかに細め、率りつさんは言った。

　あの後、一応の報告にと率さんの店に向かったが返ってきたのはそんな言葉だった。

「でも、今できる事なんて、これくらいしか……」

「では、君はなぜこの件に対してやっきになっているのかな？」

　率さんの放った一言で、場の空気が止まった。

　店内に存在する古びた時計の音だけが、ゆったりと店内に響いている。

「少年。君はなぜ今すぐにでも行動を起こそうとしている？　なぜ、待つという選択を考えない？　何が必要で何が不要か、しっかりと判断できている自信はあるかい？」

「……それは」

　問いに対して、ある、と断言できない。

　いったい、何を問いつめられているのかが、いまいち理解できない。

「もう一度聞こう。君はなぜこの件に向き合おうとするのか？」

「……だから、この呪のろいをふりまいている奴やつを見つけ出して、やめさせる為ために……」

「言いたくはないけど、それは君にとって利がある行動なのかな？」

「……何を言って──」

「だって、この呪いを見つけ出したところで、封ふう神しん珠じゆには何も溜たまらないよ？」

　その言葉が、俺の頭をしたたかに打ち抜いた。

「はっきり言って、君が自分の為を思うならばここらで手を引くのは賢明な判断だ。そうでなくとも、ここは情報を待つというのも悪くない。誰かに助けを乞こわれたわけでもなければ、身内が危険に晒さらされているわけでもないのだから。その状態で囮おとり捜査なんて不確実な方法を、わざわざ選択する必要など、あるのかい？」

　俺は以前、莉り子こに対してなんて言った？

　自分から積極的に人を助けようとは、思えない。

　助けを求められたら助けるくらいが丁度いい。

　なんの利も得られないなら、それをしたくない。

「少年。君は自分に嘘うそを吐ついてはいないかい？」

　率さんの目が、品定めをするように俺をねめつける。

「呪いに関かかわるということは、自分の感情に素直でなければいけない。生半可な思いで向き合おうというなら、その身がいかに神しん呪じゆを宿していても無傷では済むまい」

　俺は、真まっ直すぐに率りつさんの顔を見ていることができなくなった。

　何を答えればいいのか、分からない。

　俺の胸に渦巻いている感情は、何を答えとするのかも分からない。

　そしてこれが分からない限りは、俺は行動を起こすべきでは、きっとない。

　率さんが言いたいのは、そういうことなのだろう。

「……だけど」

　ポツリと、口からそんな言葉が抜け出した。

「どうしてか、分からないですけど、今はそれをしないといけない、気がするんです」

「ふむ」

　俺は目を逸そらしたまま、今にも震えそうな声で、そう告げた。

「……まぁ、いいさ。君が答えを見つけられずとも、傷を作ることになっても、誰を巻き込んだとしても、それが君の選択であるなら」

　率さんは、釘くぎをさすように付け加える。誰を巻き込んだとしても、と。

「少年。考え込んだところで自分の意志に気付くというのは難しい。行動してから自分の気持ちに気付くことだって、多いだろう。まだ、分からないのだとしても……」

　励まされているのか、いまいち判断がつかない。

　率さんはそこで急に声音を明るいものに変える。

「そうだね、少年も私のように自由に生きたらいい。好きなときに好きなものを食べる。欲しかったから手に入れる。気に入ったから可愛かわいがる。妹のプリンと分かっていても、プリンが食べたかったら食べてしまう」

「お姉ちゃん！　やっぱりわざとだったの!?」

　率さんの言葉が莉り子こに火をつけたようだが、俺は考え込んだままだ。

　急に空気をぶち壊すように始まった喧けん嘩かは、思考の傍らでむなしく繰り広げられている。

「自分の意志と行動を短絡的に結びつける。それは社会的には褒められた行為ではないかもしれない。だが、呪のろい的には大切なことだ。そうだね」

　率さんの手が、俯うつむいていた俺の頬ほおを挟み込んだ。

　急な行動に、思考の泥沼にはまっていた俺は何も反応できない。

　そのまま狭いカウンターの上まで持ち上げられる。

　率さんの顔が、ほんの目の前まで迫っていた。

「だから私は、キスをしたいと思った時には、キスをする」

「は？」

　率さんの、整った顔が魅惑的に歪ゆがむ。脳髄が雷に打たれたように体が痺しびれる。

　抵抗しようという気まで押さえつけられたように……。

「だめ！」

　グイッと、頭が後ろに引っ張られた。

　無理な体勢を取らされて首が少し痛むが、魔法をかけられた体は再び力を取り戻す。

「……とりあえず、放してくれ、莉り子こ。首が痛い」

「あっ、ごめん……」

　俺が目を向けると、はっとした莉子が手を放す。

　そしてすぐに、バツが悪そうな顔で明後日あさつての方向を向いた。

「くっふっふ。果たしてなぜ、少年は動けず、莉子は阻止したのか。それも一つの、意志というものなのかもしれないね」

　率りつさんだけは、そんな俺達たちの様子をニヤニヤと眺めていた。

「さて、私はもう止めないよ。少年の好きにやりたまえ。さぁ、今日は閉店だ。少年少女は自分の部屋で頭を抱えるといい」

　言って率さんは、俺を追い出すように店の外へと誘った。

　中に、顔を赤くした莉子を残して。

「あ、あと一つだけ教えてあげよう」

「……なんですか？」

　今日は頭が疲れて、あまり率さんの言動に振り回されたくはない気分だった。

「私にキスをしたいと思わせるのは簡単でも、体を重ねたいと思わせるのは難しいぞ？　なにせ今まで一度もない」

「知るか」

「そう照れるな」

「別に照れてません」

「素直じゃないなぁ、少年」

　率さんがヒラヒラと手を振るのを横目に見て、俺は逃げるようにその場を去った。







　家に帰るまで、思考はグルグルと回り続けた。

　答えの出ない迷路に迷う、俺の頭を叩たたき続けた。

「おかえりなさい兄さん、今日は何かをお悩みの様子ですね？」

　家につくと、外で洗濯物を込んでいた蓮れん華げがすぐさま俺に駆け寄ってくる。

　洗濯物を手に持ったまま。来る必要は欠片かけらもないのに。

　どうしてだか、自然と笑ってしまいそうになる。

　必要はないんだ。でも、そうしたいから蓮華はそうしたのだろう。

「ただいま蓮華」

「む？　兄さん、今私を見て笑いませんでしたか？」

「気のせいだ」

　特に理由はないけれど、なんとなくそんな嘘うそを吐ついた。

「なぁ蓮華、変なことを言っていいか？」

「はいどうぞ。兄さんが笑えと言うなら、どんなくだらない冗談でも笑ってみせましょう」

「そんな重い覚悟は要らないから」

　咄とつ嗟さに身構えた蓮れん華げに、やはり笑ってしまいそうになる。

「あのさ、蓮華。俺、人助けとか、しても良いんだろうか？」

　理屈じゃなく、答えは出ずとも、選択をしても良いのだろうか。

「はい」

　俺の言葉に、蓮華はただ頷うなずいた。

「……笑わないのか？」

「笑う要素が見つからず、どうすれば良いのか戸惑っています」

「いや、だから無理に笑う必要はないんだって」

　変なところで頑かたくなな蓮華に我慢できずに笑みが零こぼれた。

　もともと思っていたことだが、俺はこの妹を大切にしたいと強く思えた。

「引き止めて悪かったな。洗濯物手伝うよ」

「それには及びません。でしたら、家の中でおやつの準備などをお願いします」

　蓮華の言葉に頷き、俺は玄関から家に入った。

　小さく二回、ただいまと呟つぶやいた。







『こちらブラボー。応答願います』

「……異常なし」

『もう！　しっかりしてよアルファ！　こちらアルファが抜けてるよ！』

　翌日の放課後、少しだけすっきりした表情になっていた莉り子こ。

　何か分かったのかと尋ねても、別に、と返される。

　俺自身は、まだ頭に少しのわだかまりを残したままだ。

　だが、行動を起こしてみることに決めた。つまり、囮おとり捜査だ。

　といっても、囮捜査兼パトロールというか、暗い表情の男性を探しながら街を歩き回っているだけなのだが。

　犯人が直接仕掛けてくる可能性はやっぱり低い。だったら、少しの聞き込みをしつつ、犯人に狙ねらわれそうな人物を探すのも良いと思ったのだ。

　昨日の今日でやけにテンションを回復してきた莉子が、悪戯いたずら半分に携帯へ連絡をかけてきて鬱うつ陶とうしい。

「俺はアルファでもないし、そもそも見張りでもなんでもないんだから、いちいち連絡してくんな」

『えー、こういうのって雰囲気が大事でしょー？　ジーパンの方が良かった？』

　莉子はいつの間にか、すっかり刑事ドラマの捜査官気分らしい。

「そもそもお前どこに居るんだよ？　一向に見つからないぞ」

『ふっふっふ、こんなこともあろうかと尾行スキルは完かん璧ぺきなのですよ』

　莉り子この自信満々の声。まぁ、ちゃんと見てはいるんだろうから良しとするか。

　通話を切り、街をブラブラと散策する。

　若者の集まりそうな所、駅前、繁華街、だがこういう場所で見つかるのはどうも溌はつ剌らつとした若者が多い気がした。

　そう、良く考えれば落ち込んでいる人間が好き好んで街に繰り出すとは思えない。

　それならばどうして街を探すのか。

　被害者達たちが呪のろいにかかった筈はずのタイミングを誰も見ていないからだ。

　被害者は学校もバラバラだし、校内で被害に遭った可能性は低いと見て良い。

　また、被害者の中に一人暮らしをしていたものは居ない。

　家族の目を盗み、犯人がわざわざ家に忍び込むとは考え辛づらいので、家も除外。

　残るは、学校から家にかけてだが、通学路もバラバラということは、単なる登下校の際に何かがあったとも考えにくい。

　ショックを受けてから、実際に無気力になるまでの時間。

　その間に何かが起きたとすれば、寄り道や待ち合わせという選択肢での街しかない。

『こちらブラボー。ブラボーな甘味所を発見してしまいました、どうぞ』

「太るぞ」

『女の子に向かってそういうこと言う？』

「まさか、もう太ってたのか？」

『ごらぁ！』

　一応捜査だというのに、莉子はさっきからいちいち無駄な通話をしてくる。

　端末のバッテリーを確認するが、心もとなくなってきていた。

「無駄話は控えてくれ。電池がやばい」

『え？　早くない？』

「ほとんど使わないから、あんまりこまめに充電する習慣がないんだ」

　それに加えて、機種変更する必要もあまり感じないので型も若干古い。

『あ、ごめん』

　莉子は、地雷を踏んだかのような声を出して通話を切った。余計なお世話だ。

　少し歩き疲れたので、この街にしては洒落しやれた公園にある、噴水の縁に腰をかけた。

　今日が無駄になると思ってはいたが、徒労感というのは精神を削る。

　莉子には悪いが、ちょっと休憩しよう。

　目を閉じて、噴水の音に耳を傾けた。

　作られた水の流れであっても、せせらぎが心に安らぎを与えてくれる。

「あなた？」

　その空間にすぐ、何者かの尋ねるような声が割って入った。

　目を開ける。

「ん？　君は……」

「あれ？　あなたは……」

　目の前に居たのは、つい数日前手鏡を探していた少女、立たち葵あおい鏡きよう子こだった。

　以前見せたのと変わらぬ芯しんの強そうな瞳ひとみ、他校の制服。

　だが、その顔にはどこか、安あん堵ど感かんのようなものが宿っていた。

「先日はどうも。その顔を見ると手鏡は見つかったみたいだな」

「おかげさまで」

　立葵は、この前の不審げな表情とは打って変わって、柔らかく微笑ほほえんだ。

「お礼を言いに行くつもりだったけど、タイミングが掴つかめなくて。会えてよかった」

「ああ、別に礼は良い。そのかわり、困っている人を探してくれればそれでいい」

「変なの」

　立葵がふふと子供っぽい声をあげる。

　無邪気な様子。小柄な体。あの時の緊張のしかた。

「立葵。お前、もしかして中学生か？」

　ふと頭に湧わいた疑問をぶつけてしまった。

「むっ、失礼ね。これでも高校生なんですけど。一年だけど」

　違った。だが、そうやって素直に突っかかってくる所は、やはり少しだけ子供っぽい。

「じゃあ、俺の方が一つだけ先輩か」

「そうな、んですか、鬼灯ほおずき先輩」

　立葵は、さっきまでの態度から一歩引いて、言いにくそうな敬語になった。

「敬語、苦手なのか？」

「苦手、じゃないです。嫌いなだけ」

　苦々しい表情で立葵は言った。敬語が嫌いというのも、珍しい。

「じゃあ、無理して使わなくてもいい。どうせ、もう会う事もないだろうし」

「そうかな？　いえ、一応はお世話になったんですから」

　嫌いと言いつつも頑張っているのなら、俺からは何も言うまい。

「今日はどうしたんだ？」

「一応、ここで人と待ち合わせのつもりだったんですよ」

「そうか、邪魔したな」

　待ち合わせ相手が何者か分からないが、変に誤解されても面倒だ。立ち去ろう。

「待ってください」

　だが、それを立葵が呼び止めた。

「せっかくだから、何かお礼とか、良いですか？」

「お礼？　いや、要らないって。それに待ち合わせってやつはどうする？」

　そう尋ねると、立葵はさっと携帯を取り出した。そしていくつかの操作をしたと思ったら、明るい表情でこちらに向き直る。

「今日は無しになりました！」

「……いや、おまえ今」

「無しになりました！」

　どうやら、頑かたくなにそれを通すつもりらしい。

「こっちにもやる事があるんだ」

「なんですかそれ？」

「……話すのも面倒だから、気にするな」

「気になりますよ！　適当なこと言って本当は迷惑に思ってるだけなんですか!?」

　ずいっと近づいてきて、真っ正面からそう言われた。

　こうもストレートに来られると、やっぱり少し引ける。

「そ、そうじゃない、でもお前には関係の無いことだ」

「もしかしたら！　何かお手伝い！　できるかも！」

　目を光らせながら、立たち葵あおいはなおもぐいぐいと押してくる。

　自分の願望にひたすら素直な様子。

　というか、こいつはなんで俺に興味津々なんだ。意味が分からない。

「だから──」

「見つけた、立葵」

　俺が、どうにか言葉を選んで申し出を断ろうとしていた所で、都合悪く邪魔が入った。

　声の方向を見やると、そこには四人の女子の姿があった。

　制服からすると、立葵と同じ学校である。

「何か用でしょうか？」

　険のある声で、立葵は四人に向かって言った。

「何か、じゃないよね？　確か言ったよね？　図書室に来いって」

　対する相手方も、火花を散らすかのような攻撃的な言い方。

「私は別に、行くとは言って無いですけど？」

「口答えしないでくんない？　今はそういう話じゃないんだけど」

　考えるまでもなく、どういったやり取りがあったのかは容易に想像がついた。

「それで、こんなところまでなんの用ですか？」

「決まってんじゃん。あんたが勝手やってくれた分の責任とれっての」

　女子四人がじりじりと距離を詰める。包囲するような形だ。

　立葵はきっと相手を睨にらみつけているが、どことなく雰囲気に押されている感はある。

　固く握り込んだ手のひらが、震えているのが見える。

「……もう、面倒臭いなぁ」

「はあ!?」

　それなのに、立葵はぼそりと挑発的な言葉を放ち、四人の神経を逆なでする。

「ちょっといいか」

　そこに至って、俺はなぜか、立たち葵あおいを庇かばうように立ち上がっていた。

　女子達たちの視線が俺に突き刺さる。先程までは見逃されていたのだと肌で感じる。

「なに？　ていうかどちら様ですか？　そいつとどういう関係？」

「どういうって言うと、知り合いとしか言いようがないが」

　別に友達でもなければ、仲間でもない。ちょっと関かかわりがあっただけの他人だ。

「その知り合いさんがなんの用ですか？　私はそいつに用があるんだけど？」

「ちょっと立葵が何をやったのかとか、聞いても良いか？」

「なんで？　関係ないじゃん」

　まずは対話でコミュニケーションを図るも、なす術すべ無し。

「私は何もしてませんよ」

「はぁ!?　何それ、ちょっとむかつくんですけど」

　立葵がたまらず声を出したようだが、それを一ひと睨にらみで黙らせる女子。

　どう考えてもこれは、話ができるような雰囲気とは思えない。

「とにかく、私達はそいつに用があるんだから、邪魔しないでくんない？」

　言うが早いか、噴水を背にしていた俺達は、じわりとじわりと包囲されていた。

「別に邪魔したいわけじゃないんだ」

「だったらどっか行ってよ」

　やはり話をしても貰もらえない。だが、どこかにいけと言うなら、従おう。

「……まぁ、ちょっと待ってくれ。そうだな、あと五秒くらい」

「はぁ？」

　女子達は訝いぶかしげに眉まゆをつり上げるが、関係ない。

　あと五秒というのも、正確な値ではないが、どうでもいい。

　視界の隅には、莉り子こが重くて大きそうな何かを放ほうり投げた姿が映っていた。

　三、二、一、ゼロ。

「きゃっ!?」

　頭の中のカウントとタイミングを同じくして、莉子の放り投げた石のような物体が背後の噴水に落下した。突然爆発した噴水に、女子達は一瞬気を取られる。

「逃げるぞ！」

「え？」

　その隙すきをついて、俺は立葵の手をとり走った。

　出遅れた女子達の隙間を抜ける。

「あ、待てよ！」

　虚を突かれたリーダーの声が背後からかかる。

　このまま走っていては、彼女達を撒まくのは面倒だろう。

「はい、ちょっといーい？」

　だが、俺と入れ替わるように莉子が彼女達の前に立ちはだかった。

「任せた」

「任された！」

　すれ違う瞬間、俺は莉り子こにその場を託し、莉子はそれを受け取った。

　手段は知らないが、後は莉子が上う手まくやってくれるだろう。







　女子達たちの包囲を突破し、人通りの少ない路地まで逃げる。

「はぁっ、はぁっ」

　いきなりダッシュをしたことで上がった息を吐き出す。日頃から運動なんてまともにしていないので、こういう時に体は言う事を聞いてくれない。

「ふぅっ」

　俺が手を引いてきた筈はずの立たち葵あおいは、俺よりも体力があるようで平気そうにしていた。

　それから息が収まるまで待って、話しかける。

「まったく、何をやったらあんなに恨まれるんだよ？」

「私は何もしてませんよ。ただ、普通に過ごしてたら、あの真ん中の人の彼氏が私に気がある素振りとか見せてきただけで、本当に逆恨みですよ」

　悪びれた様子など微み塵じんも見せず、立葵は頭を振った。

「だから、ああいう醜い人間って、嫌い」

　その後に続いた言葉は、酷ひどく冷たかった。

「私嫌いなんです。ああやって、自分がダメなことを他人のせいにする人。自分は悪くないって顔して、周りからの目ばっかり気にする、表面しか見ない人。本当に大嫌い。鬼灯ほおずき先輩もそう思いませんか？」

　表面がどう見えるか。周りからの評価というものを大事にする人。

　立葵からの問いかけに、少しだけ考えて返事をする。

「そういう風にしか生きられないなら、それも仕方ない、と思う」

「鬼灯先輩は、ああいう人を肯定するんですか？」

　立葵はこちらをじっと見つめる。

「肯定はしない。だが、努力を認めないつもりもない。それで結果が及ばなかったら、どうしても誰かのせいにしたくなる、その気持ちは理解できなくもない」

「なんの努力もしてない人は？」

「……そんな奴やつは、きっと居ない。そう思う」

　脳裏には笹ささ岡おかが浮かんだ。表面を取り繕って、内面に飲み込まれた男。

　必死に努力して、届かなくて、一度は諦あきらめてしまった男。

　そんな彼を、俺はやっぱりそこまで嫌いにはなれなかった。

「……ふーん」

　立葵は言い切った俺の顔を、まじまじと見つめる。そして、にんまりと微笑ほほえんだ。

「鬼灯ほおずき先輩って、かっこいいですね」

「なっ!?　いきなりなんの話だ、馬鹿か？」

「だって、私の言ったこと、そんな簡単に否定するんだもん。表面を気にして合わせたりしない人なんだなって。それに顔もかっこいいし」

「……お世辞でもありがとよ」

　俺のことをかっこいいなんて言うやつが、蓮れん華げの他にも居たとは。

　ここらで潮時だろう。俺はぶっきらぼうに立たち葵あおいに宣言する。

「もう良いだろ？　俺は自分の用事に戻る。お前はさっきの奴やつらに見つかる前に帰れ」

「いやです！」

「……お前なぁ」

「もう決めました！　ちゃんとお礼するまで帰れません！」

　あくまで強引な立葵の態度に、辟へき易えきする。

　最初に会ったときと、ここまで印象が違うのも珍しい。

　最初と今では、立場も状況もまるで違うのだから当たり前なのかもしれないが。

「ひとまず保留だ。俺は莉り子こと連絡を取る」

　断りきれず、立葵に一言残して俺はスマホを見る。

　メールが一通。差出人は莉子か。

『なんなのさ!?　一回会っただけの人ともすごい親しげじゃん！　調査はどうした!?』

　内容を読んでも話が繋つながっていない。

　不思議に思って良く見てみると、時間が少し前だった。

　丁度、立葵と話をしていたころか。別に莉子に怒られる筋合いはないのだが。

「どうしました？」

「いや、なんでもない」

　改めて、莉子に通話を試みる。

　スリーコールほどで、莉子は通話に出た。

『どもどもー、そっちは大丈夫？』

　開口一番。もしかしたらと心配する気持ちを綺き麗れいに裏切る、莉子の声。

「こっちのセリフだ。あの後、大丈夫だったか？」

『うん。ちょっと話してみたら、意外とすんなり話を聞いてくれたよ。結構いい子達たち』

　俺が何を話しても怒らせるだけだったのに、一体どんな魔法を使ったのか。

「これからどうする？」

『うーん、そうだね。こっちはもうちょっと話をすれば、説得できないことも無さそうだから、どこかで合流できないかな？』

「そうだな」

　言われて少し周囲を見渡してみるが、まるで見覚えのない場所にいた。

「悪い、ここがどこだか全く分からない」

『んー、だったらどうしよ──』

　ジーッ。ブツッ。

　はっきりと、そこで通話が途切れた。

「莉り子こ？」

　返事がない。何の音も聞こえない。

「おい、莉子!?」

「どうしたんですか？」

「分からない。莉子に何かあったのかもしれな──」

　立たち葵あおいの気遣うような言葉に、少し焦り声を返す。

　だが、端末を耳から離したところで原因に気がついた。

「……電源が切れた」

　ただの電池切れだった。

　さっき莉子がくだらない通話ばっかりしてくるから、慣れないことをさせられていた携帯が限界を迎えたのだ。

　ただ、状況的にはあまりよくない。莉子との会話も途中だし、何より迷子だ。

　ため息を堪こらえて、スマホをポケットにしまい込む。

　頼れるモノと言えば……。

「……なぁ立葵、お前この辺に詳しいか？」

「はいはい！　おまかせですよ！」

　さっきから興味深そうに俺を見つめていた立葵に尋ねると、実に頼もしい返事。

　不本意だが、今は彼女に頼る他ないか。

「じゃあ、このあたりで携帯の充電ができるところか、充電器を買える場所とかは？」

「この辺、携帯ショップもコンビニも、ちょっと行かないとないですよ」

「……本当か？」

「こんなことで嘘うそ吐つかないですよ」

　どうやら、なるべく人の少ない方に走ってきたのが裏目に出たらしい。

「繁華街の方なら、少しだけ近いですけど、あの公園の前とか通りますし」

「まだ、近づかない方が無難か」

　莉子が説得できそうと言っていたから、とりあえずはその言葉を信じよう。

　だが、今は下手に近づいて刺激になることは避けたい。

「とにかく、そっち方面以外で一番近い所に連れて行ってくれないか？」

「うーん」

　頼むが、立葵は少し悩ましい表情を浮かべる。

「どうした？」

「それは良いんですけど。ちょっと、携帯見せてくれます？」

「ん？」

　不思議に思いながら渡すと、立たち葵あおいはそれをまじまじと見つめて、頷うなずいた。

「やっぱりお揃そろいですね、私のと」

「そうなのか？」

「はい、少し旧式ですけど、これだったら私の充電器使えるかもです」

「本当か!?」

「だから、こんなことで嘘うそ吐つかないですって！」

　俺の縋すがるような声に、立葵は苦笑いを返す。

　そして、自身の持っていた鞄かばんを漁あさると、中から見覚えのある端子を取り出す。

「ほら」

「ああ、確かに」

　電池に繋つながったそれは、俺の機種と共通に見えた。

「それじゃあ、すまないがお願いできるか？」

　だが、立葵はすぐには動かない。

　そのまま何かを考え込んでいる様子を見せると、

「えい」

　手に持っていた俺のスマホを、自分の胸ポケットにしまった。

「……おい、何をやっている？」

「ふっふっふ。鬼灯ほおずき先輩、これであなたのスマホは私のものです」

　にやりと笑みを返す立葵。俺は呆あきれ顔がおしか作れない。

「冗談はやめて返せ」

「いやですー」

　立葵の悪戯いたずらめいた表情に、言葉を返せない。

「なぁ、いったい何がしたいんだ？」

　ほんのりと湧わき出かけた苛いら立だちを抑えて、冷静に尋ねる。

「これで鬼灯先輩は、返してもらう為ためには私のお願いを聞く必要ができました」

「……何が望みだ？」

「そんな難しいことじゃないです」

　立葵は可愛かわいらしく片目をつぶって、言葉を紡いだ。

「この前のお礼をさせてください。そのために少しだけ私に付き合ってください」

「断ったら？」

「このスマホは私のモノになります」

　お礼の強要とは、ふざけた事を言う。

「別に強引に奪い取ってもいいんですよー？　それはそれで、ちょっと嬉うれしいかも？」

　立葵は、小振りな胸を突き出すようにして言ってきた。

　別にその手段を取っても良い気はする。ただし、人通りのない場所なら。

　周りに人間がいる状態でそんなことをしたら、変質者に間違われかねない。

「……仕方ないな、少しだけだぞ？」

「やった！　大好き！　それじゃ、デートしましょうか！　鬼灯ほおずき先輩」

　立たち葵あおいは、どういうわけか俺に手を突き出していた。

　そのにっこり顔と、差し出された手を交互に何回か見た後、一応尋ねてみる。

「どういう意図だ？」

「ギミー、シェイクハンド！」

「シェイクハンドは握手だ」

　だが意図は伝わらないでもない。

「そこまでする義理はないんだが」

「えー、これもお礼の一環ですって！」

「……はぁ」

　今度こそ、ため息を堪こらえきれなかった。

　仕方なく手を繋つなぐと、立葵の顔には咲くような笑みが浮かんだ。

「さぁ！　行きましょう！」

　そのまま、グイッと力強く引っ張られた。

　どこに向かっているのかも定かではないが、今はこの少女が早く満足してくれるのを願う他ない。

「……鬼灯先輩」

　俺の前を歩いている少女が、振り向きもせずにぼそりと零こぼす。

「なんだ？」

「……一応。さっき、庇かばってくれて、ありがとうございます」

「……別にいい、気にするな」

　それだけの会話を交わして、立葵はまた笑顔で振り向き、笑った。




「ええー、良いじゃないですかぁ！」

「嫌だ、そういうのは本当に嫌だ」

　立葵になすがまま身を任せ、連れて来られたのはゲームセンターだった。

　様々な筐きよう体たいが、所狭しと立ち並び、激しい光と音がせめぎあう空間。

　そのただ中にあって、一際異質なスポット。プリント倶楽部くらぶ。通称プリクラ。

　クレーンゲームでぬいぐるみを取ったり、ゲームの協力プレイをさせられるのはまだ良い。この機械だけは本当に苦手だった。

「今日の思い出に一回だけ行きましょうよぉ？」

「俺は写真に映るのが大嫌いなんだ」

「おじいちゃんですか！」

　立葵が強引に引っ張り込もうとするのを、頑かたくなに拒絶する。

「変な所で頑固すぎですよ！」

「なんと言われても、これだけは駄目なんだ！」

　どうしても、駄目なのだ。あの薄暗い中にフラッシュが光る瞬間が。

　何な故ぜか、どうしても。

「むー、じゃあ分かりましたよ。その代わり、あのぬいぐるみ取ってくださいね」

　暫しばらく押し問答を続けていたが、ついには立たち葵あおいが折れた。

「ね！　ね！　あの入り口の大きい奴やつですよ！」

「分かった！　分かったから！　それが終わったら携帯返せよ」

「はーい！　分かってますよ！」

　立葵は、もはや許可を取る事なく俺の手を取ると、入り口まで引きずって行った。

　入り口の所には、人を引き込むやたらと目立つクレーンゲームが設置されている。

　中に入っているのは、どこかで見た事のある愉快な動物達たちのぬいぐるみだった。

「私、何回か挑戦してるんですけど、まったく取れないんですよね」

　俺にぴったりと寄り添うように陣取った立葵が愚痴をこぼす。

　三十センチはあろうかというぬいぐるみだ、パッと見はそう簡単に取れそうにない。

　ワンプレイも二百円で、決して安くない。

「でも、先輩は取ってくれるって言ったんだから、それまで帰しませんよ？」

「分かったって」

　だが、分の悪い勝負は得意分野だ。

　パッと見た所、アームが不ふ揃ぞろいであるわけでもなく、景品が意地の悪い配置をしているわけでもない。大きめの頭を前にして、寝転がった姿勢だ。穴はすぐ右側にある。

　ぬいぐるみを少しずつスライドさせていけば、落ちそうだ。

　百円玉を数個、落とし込む。

　横のボタン。右側に穴があるので、左足をギリギリ持ち上げるラインを狙ねらう。

　縦のボタン。同様に押し込む。少し、ずれたかもしれない。

「え？　そこじゃ持ち上がらないんじゃないですか？」

「良いから見てろ」

　アームが降りて行き、左足を抱え込んで上に。

「わっわっ！」

　隣で立葵が歓声をあげるが、引っ張っただけでアームはぬいぐるみを放してしまう。

「あぁああぁ」

「これで良いんだよ。ちょっとずれただろ？」

　落胆の声を隠さない立葵を尻目にもう一度。

　もう一度同じ事を繰り返すと、ぬいぐるみは見て分かるほどにずれる。

「せ、先輩！」

　立葵の興奮が伝わってくる。

　三度目、すでにずれた右足は穴の上に浮いているような状態になった。

「…………！」

　隣で立たち葵あおいが息を呑のんだ気配がした。

　追加の百円玉を二枚入れ、もう一度。

　滑り込んだアームは、左足を盛大に持ち上げ、落とす。

　それによってずれたぬいぐるみの胴体、重心の位置がついに穴の中に滑り込んだ。

　受け取り口には、押しつぶされるようにぬいぐるみが用意された。

「すごい！　すごいです！」

　ぬいぐるみを手に取り立葵に渡すと、立葵は飛び跳ねそうなくらい喜んでいた。

「大した事ない。大げさだ」

「いえいえ！　本当にありがとうございます！」

　ぬいぐるみを大事そうに抱きかかえた立葵は、勢い余って俺の腕にも抱きついてくる。

「……おい、離れろって」

「いやですー。もう先輩を離しませーんー」

　立葵を振りほどこうと腕に力を込めるが、びくともしない。

　さっきの路地ならまだしも、こんな人通りの多いところでこれは、誰かに見られたら、

「……に、兄さん？」

　そう思ってしまった瞬間、背後から声がした。

　後ろを振り返る。いや、振り返らなくても誰だかは分かるのだが。

　俺を兄さんと呼ぶ人間は、一人しかいない。

「……蓮れん華げ？」

「こ、ここ、これはいったい、な、なんの冗談でございましょうか？」

　蓮華は持っていた荷物をどさっと取り落とし、顔面を真っ青にして声を震わせた。

「あ、ああ、あれ？　なんで？　何が？　兄さん？」

「……落ち着け蓮華、一つずつ説明してやるから」

　蓮華はがたがたと震えだす。彼女の周りには友人と思おぼしき女生徒が二人。

　どうやら、放課後に遊びに出かけていたようだ。

　普段、蓮華は真まっ直すぐに帰宅することが多い。だが今日は俺が遅くなると伝えたら、だったら私も少し遊んできますと言っていた。恐らく、その途中なのだろう。

「に、兄さんは、今日、あの女と調査していたのでは……？」

「そうだ、確かにそうだったんだ」

「じゃあその女はなんなんですか!?」

　蓮華は、俺の後ろに隠れた立葵を指差して、叫ぶ。

「いろいろあったんだ」

「いろいろ!?　どんないろいろがあったら、私の兄さんと腕なんかを組んじゃうことになるんですか!?」

「それは……いろいろとしか」

「まるで分かりませんですけど!?」

　蓮れん華げは混乱の中。いまだに口調も安定していない。

　そこで、この事態の元凶たる立たち葵あおいが、俺の背後からひょっこり顔を出す。

「あなた、先輩の妹さん？」

「そうです！　兄さんの最愛の妹です！」

　突然の質問だが、返答は相変わらずぶれない。

　だが、その返答を聞いて立葵は嗜し虐ぎやく的に唇を歪ゆがませた。

「妹だったら、あんまり兄の恋愛に口を挟むべきじゃないと思うけど？」

「なっ」

「せっかくのデートを邪魔されて、こっちも気分が悪いんですけど」

　立葵の口調が変わる。先程までの可愛かわいらしいものとは打って変わって、初対面のときのような、言葉の端々に棘とげのある声に。

　あまりの変わりようは、懐く前の猛犬を思わせた。

「そもそも、あなたは何者なのですか？」

　蓮華はその瞳ひとみいっぱいに敵意をたぎらせて、立葵に問う。

「私は、先輩の恋人」

「……え？」

　蓮華の目が俺に真偽を問う。そんなに瞳を潤ませるな。













「違う。ただの知り合いだ」

「もう！　先輩ノリ悪いなぁ！」

　即座に否定すると、立たち葵あおいは拗すねたように頬ほおを膨らませた。

　蓮れん華げは、頭から次々と湧わき出してくる疑問符を処理し切れていないようだ。

「も、もう、何がなんだか？　ただの知り合いで？　でもデートしてて？　あの女はどこで腕を組んでて？　兄さんは私を愛していて？　でもデートしてくれなくて？」

「途中から俺の知らない状況が混ざっているぞ」

　状況が飲み込めていないのは俺自身もそうだが、蓮華の混乱っぷりはそれを遥はるかに上回っていた。

「でも、一つだけ確かなことがあるわ」

　目を回している蓮華の真正面に立葵が立つ。

　二人はしっかりと、見つめ合う。

「なんでしょうか？」

「今はデートの邪魔だから、どこかに行ってくれないかな？　妹さん？」

「うっ」

　蓮華は、何も言い返せず俺に目で助けを求める。

　しかし、ここで俺ができる事なんて……。

「蓮華、家に帰ったら説明するから、今は気にするな」

「うぅう、気にするなというのは酷です！　兄さんは非道です！」

「頼むから」

「……分かりました」

　蓮華は精一杯の抗議を見せるが、お願いされた以上はしぶしぶ引き下がった。

「あら、それじゃ行きましょうか、先輩っ」

　蓮華がこれ以上つっかかって来ないと見るや、立葵はわざとらしく俺の腕に体を絡ませてくる。

「だから離れろって」

「ああん！　先輩のいけず！」

　俺が強引に振りほどくと、立葵はわざとらしくそんな事を言う。

　背後からは、ううう、という唸うなり声ごえがずっと響いていた。







「もう良いだろう？　携帯を返してくれ」

　蓮華と別れ、俺は再度立葵に求める。

　今立っている場所は、少し人通りの多い交差点の脇だ。

　この街で最も人が集まる場所。見渡すまでもなく、仕事帰りの大人おとな達たちや若者達が入り乱れる。すぐ近くでは、熱狂したように踊っている大学生の人だかりもある。

　はっきり言って、居心地の良い場所ではない。

　だが、ここなら少し探せばコンビニなりなんなりは、すぐ見つかるだろう。

「ええ？　もう少し良いじゃないですか？」

　立たち葵あおいは名残惜しそうな言葉を返した。

「そっちの要求は満たしたんだ。こっちの願いを聞いてもらう番だろう？」

「先輩、そういう所本当に固いんですね……」

　にべもない俺の態度に、立葵も折れて胸ポケットから携帯を取り出す。

「はい、どうぞ」

「ああ」

　俺はようやく、電源の切れた携帯を取り戻す。

「ついでに、充電器は貸して貰もらえるのか？」

「あ、ごめんなさい先輩。これ実は電池切れてるんです」

「……おい」

　てへっ、と悪びれた様子もない立葵に、文句の一つも出て来ない。

　なんて自分の欲望に忠実な人間なんだ。

「先輩。少しは楽しんでくれてましたか？」

　ふいに、立葵はその目に探るような光を宿した。

　連れ回され、蓮れん華げには帰ったら説明せねばならず、莉り子ことまだ連絡も取れていない。

　面倒だったか、と聞かれれば面倒だったの一言だが、

「まぁ、楽しいといえば、楽しかったか」

「なんだか、素直じゃない感じです」

　微妙な言い回しのせいか、立葵は僅わずかに唇を尖とがらす。

「でも、先輩だからきっと、嘘うそは吐ついてないんですよね」

　いつの間にか、俺は謎なぞの信頼をされている様子だ。

「まぁ良いさ、じゃあ、元気でな」

「待って下さい！」

　いい加減に莉子と連絡を取りたかったのだが、立葵に止められる。

「ここまで付き合ってもらっちゃって、やっぱり何も無しってのも駄目ですよね」

「気にするな。もう俺は自力でコンビニなりなんなりを探すから」

　流石さすがに、これ以上彼女と話していても振り回されるだけというのは、何となく分かる。

「まぁまぁ、最後ですから。ほら、これ前に探すの手伝って貰った手鏡です」

　そう言いながら、立葵は鞄かばんから鏡を取り出した。

「あぁ。見つかって良かった」

「はい。本当にこれ、大切にしてたものなんです」

　立葵は、慈しむように手鏡を抱き込んだ。

　形状は古風な、ともすると今時の女子高生からしたら古臭いと思われそうな、持ち手のある鏡だ。

「私、昔からあんまり大切なものってないんです。気に入らないものばっかりで、醜い人ばっかりで、世の中って汚いって思ってました。今もそんなに変わらないですけど」

　唐突に独白が始まる。俺は何も言わない。

「でも、この鏡。これだけは、世の中を綺き麗れいに映してくれる気がしたんですよね」

　この少女の自由な振る舞いを見ていると、そんな事を考えているようには見えない。

　俺は、そんな感想を、意識して飲み込んだ。

「私ってば今日、ちょっと思っちゃいました。先輩のこと気に入っちゃったなーって」

　立たち葵あおいはそんな言葉を口にした。くるくると手鏡を弄もてあそぶと、その鏡面を俺に向けていた。

「なんの真ま似ねだ？」

「先輩も私のことを好きになれって、おまじないですかね？　ほら、映ってる先輩、綺麗でしょ？」

「わざわざ、自分の顔なんて見ても──」

　口で言いながら、反射的に映し出された景色を見た。

　次の瞬間、心臓が跳ねた。

　別に、映っていた俺の顔がどうこうとか、そういう意味ではない。

　左手に宿る幾何学模様の痣あざが、はっきりと熱を持ったからだ。

　目に付くもの。

　立葵の顔、困惑した様子。何な故ぜ？

　血の気が引く、今度は、何が起きた？

　その答えは、呆ぼう然ぜんと差し出されたままの鏡の中に、現れた。

　後ろから、いつか見た光景が再び迫っていた。

　意味が分からない。

　どうしてこうも、最近は大型トラックと縁がある？

　信号は？　対向車は？

　なぜトラックがこちらに向かってくる？

　意識が釘くぎ付づけになる。

　どうすればいい？

　もうすぐそこまで、来ている。

　運転手の顔が見えた。

　はっきりと、こちらを見ていた。

　目を見開いたトラックの運転手と、鏡ごしに目が合った気がした。

　空間を細く切り裂く甲高い音が、夏の熱気を飲み込む。

　咄とつ嗟さに、固まった立葵を抱きしめる。

　ぬいぐるみが、大きく宙に舞った。

　直後、背後で轟ごう音おんがあがる。

　空気の振動が俺の体を揺さぶる。

　それ以上の衝撃は、ない。

　辺りが一瞬静まりかえる。

　体が無事であることを、その時になってようやく実感した。

　恐る恐る背後を振り返ると、そこには凄せい惨さんな現場が広がっていた。

　飛び散る金属とガラスの破片。

　交差点の真ん中で、横向きにひしゃげたトラックと、そこに突き刺さっている乗用車。

　トラックの運転手は？　乗用車の運転手は無事なのだろうか？

　少しの時間が経たって、ようやくあたりがざわめき始めた。

　ぼーっと無気力に事故現場を眺めている者、携帯を取り出して写真を撮り始める者、ハッと我に返り救急車を呼ぶ者。

「せん……ぱい……？」

「……あぁ」

　立たち葵あおいの小さな声がして、俺は彼女を抱きしめたままだったことを思い出した。

「……あの」

「……とにかく、一度、離れよう」

　立葵を解放してその手を掴つかみ、速やかに動く。警察や救急車は、誰かが呼んでいたから大丈夫だ。運転手はどうか分からないが、奇跡的に周囲にはけが人は見当たらない。

　仕事帰りのサラリーマンも、学生達たちも呆ぼう然ぜんとその場に立っている。

　踊っていた大学生に至っては、力を無くしたようにへたり込んでいた。

「先輩、先輩っ」

　胸中を凄すさまじい罪悪感が渦巻く。

　発動した。またしても、何かが引き起こされた。

　俺のせいで、何かが起きた。

　率りつさんの言葉が蘇よみがえる。

『君はやはり、人ごみに混じるべきではない、のかもしれない』

　まさかこの事を暗示していた？

　それだけではない。俺は今日、明確な目的もなく辺りをうろつき続けた。

　その結果、答えは見つからず、人々を巻き込んだ。

　全すべて、この結果は全て、俺の身勝手な意識が、巻き起こしたのか？

「先輩！　ちょっと痛いです」

　頭の中に、立葵の声が鋭く滑り込んできた。

「……え？　あ、ああ、悪い」

　咄とつ嗟さに、強く握り込んでいた立葵の手を離す。立葵は、手に握ったままだった手鏡を鞄かばんにしまい込むと、俺の掴んでいた辺りをさすった。

　事故現場からは結構な距離を取っていた。

　知らず知らずのうちに、急いでそこから離れたいという意識が強く働いていたらしい。

「……あんなの見ちゃったらショックなの分かりますけど、ちょっと様子おかしいです」

「悪い、気にするな、なんでもない」

　心配するような立たち葵あおいの声に強がりを返す。

　心臓が跳ね回って、何かを吐き出してしまいそうだ。

　息が荒いのが自分でわかる、酷ひどく凍えてしまいそうだ。

　頭痛がする、寒い、頭が燃える、心臓が冷える、止まらない。

「先輩？」

　立葵の気遣うような声が、恐ろしくて仕方がない。

　そこに誰かがいるのが、耐えられない。

「すまない、いや、本当に、なんでもないんだ」

「大丈夫そうな顔してないです！」

「思うなら、気にするな、頼む、なんでもないから」

　立葵はしきりにこちらに声をかけてくるが、俺にはその相手をしている余裕がない。

　形の無い不安と、底の無い後悔が俺の中で轟ごう々ごうと渦巻いている。

「……立葵、悪い、少し一人にして欲しい」

　どうにもぐらぐらと定まらない思考を放棄して、俺は立葵から離れようとした。

「ダメですって！」

　その腕を、立葵に掴つかまれる。

　立葵の手は、じんわりと温かかった。

「何があるのかは全然分からないですけど、先輩、本当に普通じゃないですよ」

「お前には関係ない」

「そんなことはありません」

　突き放そうとする俺を、立葵はどこか余裕の表情で受け流す。

「私、自分にとってどうでも良い人とかは本当にどうでも良いです。でも、先輩はどうでも良い人じゃないですから。今日一日、とても楽しかったですから」

　立葵の顔に浮かんでいるのは、慈愛とか優しさとか、そういった感情には見えない。

　もっと利己的で純粋な、興味という感じがする。

　そしてそれは、今の俺には丁度良かった。

「……ああ、お前は、楽だな」

「それは、失礼な意味ですか？」

「……違う、良い意味でだ」

　俺の心は酷く後ろ向きに、彼女の存在を許した。

　巻き込みたくない。でも、立葵は自分の意思で、自分の為ために俺の側そばに今いる。

　それは、俺の意志ではなく。俺の責任でもない。酷い言い方をすれば、何かがあっても立葵は自分で責任を負う。

　そして、彼女をそれほど大切に思う気持ちが、俺の中にはない。

　距離感が、とても心地よかった。

「ちょっと落ち着きました？」

「すまない。さっきよりは、多少な」

　立たち葵あおいの存在を許したことで、心に余裕が生まれる。

　自分が今、どういう状況かを思い出す。

　自分が犯してしまった罪と、その行動を思い出す。

「灰かい斗と君！」

　熱と動揺を帯びた声が、背後からかかった。

　自分が置き去りにしてしまっていた彼女の存在を、思い出す。

　俺を兄さんと呼ぶものは一人しか居ないが、灰斗君と呼ぶものも少ない。

　ずっと繋つないだままだった立葵の手を振りほどき、声の主を見ると、

「……莉り子こ」

　心配と怒りが入り交じったような、複雑な表情をした莉子が、そこに立っていた。

「大丈夫？」

「……何が？」

「とぼけないでよ。さっき、事故があったでしょ」

「……見てたのか」

「これ、忘れ物だよ」

　莉子はそこで、後ろ手にもっていたあるものを投げて寄よ越こした。

　それは、俺が先程クレーンゲームで取った、大きなぬいぐるみだった。

「通話途中で切っちゃって、繋がらなくなってさ、あの子達たちを説得したあと頑張って探してたんだよ」

　莉子の額には汗が浮かんでいる。

　この時期だというのを差し置いても、大粒の汗が。

「途中、蓮れん華げちゃんに会ってさ、信じられないようなこと聞いたけど、笑って誤ご摩ま化かしてさ、すごい物音が聞こえたからそっち行ってみたら、灰斗君達が危ない所にいて」

　事故の最前線、いつ巻き込まれてもおかしくない所だった。

「それで、話しかける前にどこか行っちゃって、追いかけようと思ったら、目の前には蓮華ちゃんから聞いたぬいぐるみが落ちててさ、まさかと思ったけど、女の子と遊んでいたっていうの、本当だったんだね」

　ぬいぐるみは空虚な瞳ひとみで、俺のことを見つめている。

　今日一日の俺の取った行動を、見ていたとでも言いたげに。

「ま、それに関してはどんな事情かはゆっくり聞かせてもらうとして、それより──」

「莉子」

　俺が遊んでいたという事実に憤っている莉子だったが、俺の心の中ではすでに、それはどうでもよくなっていた。

「……この件からは手を引こう」

　心の中にわだかまっていたその言葉を、口に出さずにはいられなかった。

　その言葉を受け取った莉り子こは、ショックを隠そうともしない。

「今日のことがあったから？」

「…………」

「でも、それだったらやっぱり他の方法を探しても良いんじゃないの？　囮おとりとか、やっぱり良くないと思うし、もっと別の方法を……」

　俺の気持ちを履き違えたのか、莉子は次への行動を提案してくる。

「違う。違うんだ莉子。駄目なんだ。俺は、関かかわれないんだ。俺は、自分から何かをするべきじゃないんだ」

　はっきりと言葉にする。莉子はようやく俺の言わんとしている意図に気付いたようだ。

「どうして？」

「自分から何かをすることがどんな結果を招くか、俺はそれを深く考えてなかった。安易に自分が関わる意味を、考えて無かった、愚かだったんだ」

「……この前、お姉ちゃんが言ってたこと？」

「そうだ」

　最終的な結論は出ていない。分からないと言う他はない。

　だが、その結論が出ていない以上は、同様の危険は常にある。

「じゃあ、灰かい斗と君は、この事件がどうなっても良いって言うの？」

「…………」

「目の前で困っている人が居ても、見捨てるの？」

「…………」

「助けを求められずに苦しんでいる人が居ても、何もしないの？」

「……俺にとって、利にならないなら、何もしない」

　心臓に走る鋭い痛みを押し殺して、俺ははっきりと告げた。

　そうしないと、不用意に人を巻き込んでしまう。

　その可能性が今、目の前に示された。

「……そんなのって、無いよ」

　莉子は拳こぶしを強く握りしめ、耐えるように下を向いた。

「……灰斗君は、本当にそれで平気なの？」

　元気の無い、莉子らしくない声が胸に刺さる。

「平気だ」

「平気じゃないから、解決しようとしたんじゃないの？」

「違う……違う、俺は……ただ、モヤモヤを、見極めたかっただけだ」

　この言葉は、きっと論理的で、正しいはずだ。

　しかし、からからに乾いた喉のどからは、力の無い声しか出ない。

「……嘘うそだよ」

　莉り子こは、俯うつむけていた顔を上げ、真まっ直すぐに俺を見て言った。

「嘘じゃない」

「嘘。私の知っている灰かい斗と君は、そんな顔で本音を言ったりしないもん」

「…………」

　自分の顔を触る。鏡がないから正確な表情など分からない。だが、筋肉が引きつっている感触だけは、伝わった。

「私の知っている灰斗君は、もっと真っ直ぐだよ。真顔で冗談を言うときも、ちょっと困っている時も、人を思いやるときも、真っ直ぐ、その人に向かって言うよ」

　いつもの調子とはまるで違う莉子の声が、尚なおも俺の心に刺さり続ける。

　湿気を帯びたその声音が、俺の心を締め付ける。

「今の、自分を納得させる為ためみたいな言い方で、私に向かって何か言う事なんてなかったよ。正しいって思ったら、捻ひねくれててもはっきりと私に言ったよ」

　莉子の言葉が痛い。

「……分かった風なこと、言うなよ」

「分かるよ！　だって私は、灰斗君とずっと一緒に居たんだよ！　灰斗君をずっと見てたから！　辛つらそうとか、楽しそうとか、自分を無む理り矢や理り納得させてるとか、ずっとさ！」

　莉子から、俺は逃げ出したくなる。

　違うんだ。お前は分かっちゃいない。

「莉子」

「……なに？」

「お前、もう俺を手伝わなくていい」

「え？」

　莉子はキョトンとした顔で、呆ぼう然ぜんと俺を見つめた。

　俺自身も、自分が何を口走ったのかを噛かみ砕くだくまでに、少しの間があった。

　だが、出てしまった言葉は止められない。

「俺は、お前が思っているような人間じゃない。もっと利己的で、自分勝手だ。それでも大勢の人を巻き込むのは気が引けるし、自分の周りで不幸が起こるのは気分が悪い。だから、やりたくないことはやらない。それだけだ」

　それがどこまで真実なのか、自分でも分からない。

　ただ、俺は莉子を自分から遠ざけたくて仕方なかった。

　こんなに俺のことを思ってくれて、まっすぐ言葉をぶつけてくれて、自分の意思で側そばに来てくれて、ああ。

「それが分からないなら、もう、手伝わなくていい」

　そんな莉子のことを、どうして俺は傷付けるようなことを言っているのだろうか。

「灰かい斗と君、なんで？」

　莉り子この目が、戸惑いに揺れている。雫しずくが今にも零こぼれてしまいそうだ。

　そのまま、莉子の目が俺を睨にらむように見開かれ。

「なんでわざわざ、人を遠ざけるようなことを言うの？」

　放たれた言葉は、俺を射抜く。




「そんなんだから、いつまで経たっても灰斗君はひとりぼっちなんだよ！」




　その言葉は、えぐるように俺を貫いた。

「……あ」

　言ってから、莉子は顔を歪ゆがませる。

『言ってしまった』と書いてあるようだった。

　ひとりぼっち。別になんてことはない。俺が望んでいた答えだ。

　そのはずの、ものだった。

　俺は、少しだけ心が軽くなった気がした。

「……そうだな、それで良い」

「ち、違うの──」

「いや、良い。別に気にすることは、何もない」













　俺は再び莉り子こを突き放す。莉子ははっきりと焦りの表情を浮かべる。

「ま、待って──」

「すいません」

　その場に、先程からずっと傍観していた立たち葵あおいの声が割り込んだ。

　俺と莉子の目線は、小柄な少女へと集まる。

「さっきから聞いてたんですけど、一つ質問しても良いですか？」

　立葵の目は、はっきりと莉子を見ていた。

「な、なにかな？」

「あなたは、鬼灯ほおずき先輩のなんなんですか？」

「……私？」

　莉子は唐突な質問に固まった。

　だが、すぐに気を取り直したか、今まで通りの模範解答を示す。

「私は、鬼灯君のパートナーだよ」

「パートナー？」

「一緒の部活で、一緒に問題を解決して、そういう助け合う存在？」

「なるほど」

　莉子の説明に立葵はうんうんと頷うなずく。その後に、にっこりと笑みを浮かべた。

「だったら、それも今日で解消ですね」

「……はい？」

　莉子は立葵からの宣告に目を丸くした。

「だって、ただのパートナーですよね？　ビジネスライクな付き合いで、一緒の部活で、問題を解決して、でも今日意見が分かれた。意見が分かれたら手を切るだけですよね？　だってそこに、特別な何かは無いんですから」

「い、いや、それは、その」

「更に言えば、意見の食い違いから口論して、それでも主張は交わらなくて──あまつさえ、相手を傷付けるような事まで言っちゃったんですから」

「……っ！」

　莉子の顔がはっきりと歪ゆがんだ。

「そんなボロボロの関係で、パートナーなんて言えないですよね？　もともと、それ以上のモノなんてないんですし」

「ち、違う、私は……」

「おい、立葵！」

　俺は思わず立葵に向けて声を出していた。

　立葵は悪びれる様子など欠片かけらも見せずに俺に振り向く。

「はい先輩。私、何か間違った事を言いましたか？」

「……いや、そうでは、ないんだが」

　言われて、返す言葉が無いのに気付いた。彼女の言った事は、この場に存在するただの事実でしかない。俺と莉り子この関係を的確に表したに過ぎなかった。

「……灰かい斗と君」

　莉子は、濡ぬれた声で俺を呼んだ。

　泣き笑いのような、哀かなしい顔をした莉子が言の葉を紡ぐ。

「ごめん。灰斗君。私、やっぱりパートナー、失格、だよね？　本当にごめん」

「……謝るなよ」

　俺は思わず彼女に手を伸ばそうとして、それを押さえつける。

　さっきまで、俺が彼女にしていたことを思い出したから。

「ほんと、ごめん、ちょっとだけ、今、灰斗君と、話できない、と思う。ほんと、ちょっとだけ、無理」

「……莉子」

「ごめん、じゃあ！」

　その言葉を残し、莉子は走り去った。

　俺は、呼び止めることができなかった。

　彼女を連れ戻したいと願う。

　きっともう一度話したら、何事もなかったことになる。

　また、側そばで笑ってくれる。

　そんな期待をしてしまう。

　そして、その気持ちを打ち砕くように、先程の事故現場がフラッシュバックする。

　莉子の笑顔に、亀き裂れつを描いてしまう。

　そんなことを考えて、たまらなく怖くなる。

　莉子を遠ざけたいと思う。

　それは、どうして？

「先輩？」

　考え込んでいた俺に、立たち葵あおいが声をかけてくる。

「悪い、今は話をする気になれない」

　俺は、そう言い残して、立葵の顔も見ずにその場から離れる。

　背後から、気配が消えない。

　付いて来ようとする立葵に、棘とげのある言葉を送る。

「付いてくるな。お前は関係ない」

「そんなことありませんよ」

　俺が突き放したところ、立葵はそれを受け流した。

「何がだ？」

「私、先輩のこと好きになりました。好きになった人が悩んでたら、関係ないなんて思えませんから」

「……はぁ？」

「あは、言っちゃった」

　会うのはまだ二回目だというのに、訳の分からないことを立たち葵あおいは言った。

　その顔は冗談めかしていて、それでいて本気みたいで、俺には何も分からなかった。

「先輩、いつでも連絡してください。私、待ってますから」

　立葵は、鞄かばんからメモ帳を取り出すと、そこに連絡先を書いて俺に渡した。

　俺はそれを、呆ぼう然ぜんと受け取った。入れ代わりにぬいぐるみを奪われる。

「ずっと、待ってますからね！」

　元気に手を振って去って行く立葵を見て、俺は本当にその場から動けなくなった。







　家に帰ると、獲物を待ち構えていたかのような蓮れん華げがいたが、どうしても相手をする気にはなれなかった。

　冷たくあしらいつつ、ニュースを確認すると、先程の交通事故が取り上げられていた。

　夕方十七時頃、駅前交差点で衝突事故。死者、奇跡的にゼロ。

　ここで、本当に心の底から安あん堵どした。まだ、問題は山積みだと言うのに。

　重軽傷者、合わせて三人。歩行者に直接的な被害はなかったが、強烈なショックで心神喪失と思われる者が若干名……。

　ニュースが伝えてくる情報を機械的に受け止めて整理する。

　それを忘れないように胸に刻んだ。







　翌日。

　学校の教室には莉り子この姿はあった。

　いつも通り、友人達たちと楽しそうに会話をしていた。

　俺の方を見る事は、ない。

　そして放課後、いつまで待っても莉子が月げつ光こう団だんに現れることは無かった。






　３　虚像









「兄さん、今日はお暇ですね？」

「……ん？」

「分かりました。では出かける準備をしてください」

　日曜日。俺が何をするでも無く居間に座っていると、蓮れん華げがそんなことを言い出した。

「……俺は何も──」

「口答えは許しません」

　ピシャリと言って、蓮華は自身の部屋に戻って行った。

　一人取り残された俺は、少し迷う。

　はっきり言って、どこかに出かけようという気分ではない。

　そもそも、誰かと一緒に居たいという気が欠片かけらもない。

　莉り子ことはあれから一言も話していない。今は、どうこうする気も無い。

　何もやる気が起きないまま、ただぼーっと部室に居て、下校時刻に帰る。

　ただそれだけの生活を送っていた。

　それは休日になっても変わらず、習慣と惰性で勉強をする以外は特に何もしなかった。

　それが、蓮華には暇を持て余しているように見えたのだろう。

「兄さん、準備は済みましたか？」

　俺がそのまま居間に座っていると、しゅっとした可愛かわいらしい服装に着替えた蓮華が顔を見せる。

「蓮華、俺はそもそも──」

「着替えは良いのですか。では行きましょう」

　出かける気は無いと伝えようとするが、蓮華は俺の言葉を遮り強引に俺を立ち上がらせようとした。

「おい蓮華！」

　普段は見せない態度への困惑もあって、少し大きい声を出してしまった。

　俺に声をかけられた蓮華は、じとっとした目を俺に向けた。

「兄さん。私は少し怒っています」

「蓮華？」

「結局あの日に何が起きたのかも聞かせてもらえず、ほっとかれ、鬱うつ憤ぷんが溜たまるだけの毎日でした。ですが私は兄さんの可愛い妹として健気けなげに待ち続けました。それこそ一日中期待し続けました。それが昨日です」

　昨日。確かに蓮華は俺の隣にずっと居て、俺の事をチラチラ見ていた気がする。

　そして、俺は事故があったあの日の事をしっかりと伝えてはいない。

「ですが兄さんは昨日、そんな私には目もくれず、ただ一日を過ごすだけでした。いくら大人おとなしくて可愛かわいい、兄に従順な妹として通っている私でも、その状況は看過できません」

　どうやら蓮れん華げの自己評価には疑わしい部分が多そうだ。

「それなので、今日は強制的に私に付き合ってもらいます。昨日の一日の埋め合わせをして頂きます」

「どうしてそうなる？」

「私は昨日の一日を兄さんに捧ささげたと言っても過言ではありません。つまり今日の一日を兄さんが私に捧げてトントンになるわけです」

「頼んでない」

　蓮華の突発的な発作には慣れていても、今日のは特に面倒だ。

「でしたら、今日一日は貸しにしてください」

「貸し？」

「はい。そして今日一日の分を明日私が返します。そして明日一日を兄さんが私に、更に次の日を私が兄さんに……なんということでしょう、これでは死が二人を分かつまで永久に二人は寄り添わねばなりません」

「……その関係は貸し借りとは言わない」

　蓮華が元気なことは大変結構だが、今日はそんな気分ではない。

「……悪い。今日はお前に付き合ってやるほど、暇じゃない」

「……あくび」

「あくび？」

　適当なことを言って断ろうとすると、蓮華がぼそりとそんな言葉を吐いた。

「あくび二百十三回。伸び四十二回。首回し五十七回。座布団を枕まくらに寝そべった回数三回。頬ほお杖づえの入れ替え八十七回。その他もろもろ。これが兄さんの言う暇ではなくてなんなんですか？」

　暗い目をしてぶつぶつと発言する蓮華。

「…………数えてたのか？」

「いいえ、冗談です」

　蓮華がそこで暗い顔を改め、にこりとした笑顔で答えた。

　俺はほっと胸をなで下ろした。

「脅かすな」

「でも否定しませんね？　ということは、昨日はそれしかしていなかったという自覚があるということですよね？」

「…………」

「兄さん、今日はお暇ですよね？」

「……そうだな」

　にこにこと笑みを浮かべてはいるが、蓮華が意外と頭にきていることは分かった。

「さて、では気分転換にデートでも行きましょうか」

「……正直面倒──」

「じゃあ、今日は本当に数えますね。これから毎日数えますね」

「……分かった、行く」

「はい！」

　妹に精神的な脅しをかけられ、しぶしぶと外出することになった。

「ついでに、昨日兄さんが私を見た回数はたった八回です。これは由ゆ々ゆしき事態です」

「……それはもう数えなくて良いからな」

　弱みでもなんでもないのに、いい気分はしないから不思議だ。

　両親に出かけてくる旨を伝えて、二人で家を出た。







「ここら辺で良いでしょうか」

　ついてきて下さいとの言葉に従ってひたすら蓮れん華げの後を歩いていたところ、たどり着いたのは昨日の噴水がある公園だった。

　今日は天気も曇りで、蒸し暑くはあるがそれほど強烈な熱気はない。

　屋外に居る人間も多いようだった。

「なんだか、騒がしい人達たちもいるみたいですね」

　公園の隅のほうでは、夏バテという言葉とは対極にいるような元気な一団が、一心不乱に運動をしていた。俺にはとても信じられない。

　また別の方では、中学生の集団がわいわいと騒ぎながら犬の散歩をしているのが見えた。

　あの感じは見覚えがある。恐らく、俺達の母校の生徒だろう。

「中学生は、騒がしいもんだ」

「……そうですね。元気そうで、何よりです」

　蓮華も俺の視線に気付いたのか、穏やかな目で中学生達を一目見た。

「ここで何を？」

　噴水の縁に蓮華が腰掛けたのに倣ならって、同様にしながら尋ねる。

「今日はまず、あの日のことをしっかりと聞かせてください」

　そう言った蓮華の顔はひどく真剣だった。

「家を出る必要あったか？」

「そうですか？　もしかしたら、母さんとかに聞かれたくない話でもあるのかと」

　どうやら気を遣ってくれていたらしい。

　その後、隠す必要もないので促されるまま事の顛てん末まつを語った。




「だいたいの事は分かりました。兄さんが変に塞ふさぎ込んでいた理由も」

　大した時間も掛からず話は終わった。

　聞き終わった蓮華はいまいち浮かない顔をしている。

「兄さんは全く、頭は良いのに馬鹿です」

　蓮れん華げのじっとりとした視線に返す言葉がない。

「特に、あの女との諍いさかいの仕方が、阿あ呆ほうです」

「……阿呆」

「兄さんは何な故ぜ、莉り子こさんにそんなことを言ったのですか？」

　何故と尋ねられ、俺はあの時に言ったことをただ繰り返す。

「……俺は自分の利益のために──」

「私の前で、そんな誤ご摩ま化かしは必要ありません」

　そして、蓮華にそれをシャットアウトされた。

「誤摩化してない」

「ならば何故、莉子さんを無理やり遠ざけておいて、私とは一緒に居られるのですか？」

　そう尋ねられて、俺は初めて蓮華を遠ざけようとしていない自分に気がついた。

「それは、莉子さんは巻き込んでしまうのが怖いけど、私ならどうでも良いからですか？　違いますよね？　兄さんが私のことをそこまで大事にしていないとは、思いません」

「……自分で言うか」

「ええ。最愛の妹ですから」

　蓮華はそこで、少しお茶ちや目めに笑う。小僧たらしくもある。

「私と、莉子さんの違いは、そこに居るのが当たり前かどうか。それだけです」

「当たり前？」

「私は兄さんに避けられようと、無視されようと、傷付けられようと側そばを離れたりはしません。そうしてきました。だから兄さんは、無意識に私が側に居るのを許容しています。これは私だけの、特別です」

　そう言えばそうだ。以前実際に蓮華に被害が及んでしまっているのに、俺は彼女を遠ざけようとはしていない。それが、当たり前だと思ってしまっている。

　傷付けてしまう恐怖どころか、そのものにさえ巻き込んでいるというのに。

「でも、莉子さんは兄さんにとって側に居るのが当たり前じゃないんです。だから、側にいると考えてしまう。いなくなってしまう想像をしてしまう。彼女という存在を意識せざるを得ない。だから、傷付けてしまう恐怖を、拭ぬぐえない」

「そんなわけ……」

「あるんです。それが、兄さんでしたから」

　蓮華は、慈しむような目を俺に向けていた。

「でも、傷付けたくないから、自分から傷付けるなんて本末転倒です。だから兄さんは阿呆です。いくら私といえども、こればっかりはあの女の肩を持ちます」

　奮然とした蓮華に言われて、俺はもう一度その言葉を考えてみた。

　急に莉子が近づいてきたから、遠ざけようとする。

　莉子が近くに居て、また何かが起きたらと考えてしまう。

　彼女を巻き込む想像をしてしまう。

　いくら呪のろいが効かなくたって、トラックに撥はねられて無事な訳がない。

　あの出来事で、俺がいかに呪いを甘く見ていたのかを、実感した。

　そして俺は、莉り子こに危害が及ぶのを恐れる程、彼女を大切に思っていた。

　だけど、それを上う手まく処理できていなかった。

「蓮れん華げ。俺は、やっぱり怖いんだ。莉子だけじゃない、誰かを巻き込むことが、怖い」

「知っています。だから、私はずっと側そばに居るのです」

　俺が怖がるから、側にいる。蓮華はそう告げた。

「兄さんの恐怖なら私が全部否定します。なにがあろうと側に居続けることで、兄さんの恐怖を否定し続けます。誰かを巻き込んだらという恐怖から私が守ります。だから兄さんは、そんなに考え込まなくてもいいのです。好きなように、人と接して良いのです。これだけ近くにいる私が無事なのですから。何が起ころうとも無事で居続けているのですから」

　蓮華は俺を守ると言った。

　その身に被害が起きても無事でいるから、安心しろと。

　蓮華の存在が、俺が誰かの側に居ても良い証あかしだと。

　そのまま蓮華は、座っている距離を詰めると、俺を柔らかく抱きしめた。

「……なんのつもりだ？」

「兄さんが愛いとしくてつい」

「……………………離れろ」

「……ご命令とあらば……」

　俺が言うと、蓮華はしぶしぶ体を放す。

「……少し、楽になった」

「でしたら続きを」

「それはいい」

　本当は、温かくて柔らかくて、名残惜しいと思ったことは、秘密だ。

　蓮華は少し不満げに頬ほおを膨らませた後、じっと俺を見つめながら尋ねた。

「兄さん、これから、どうしたいですか？」

「これから？」

「兄さんのしたいことはなんですか？　私は兄さんのために、何をすれば良いですか？」

　これからのデートのプランを聞いている、わけではないだろう。

　蓮華の目はいたく真剣だし、俺はこの妹のおかげで少しだけ心に整理がついた。

　正体不明の恐怖が、目に見える形の恐怖になったようなものだ。

　したいことは二つ。

　莉子に謝ること。

　率りつさんに相談すること。

　なんだ、目的地は一つしかないじゃないか。

「あの店に行く。蓮れん華げは、俺が逃げないように見ていてくれ」

「分かりました。たとえ兄さんがどこへ逃げようと必ず見つけ出してみせます」

「その言い方は怖い」

　相変わらずの物言いを崩さない蓮華に呆あきれつつ次の目的地へ向かうことにした。







「ん？　あれは」

　少し人通りを避け、小さな道を選んで歩いているところだった。

　立派な塀のある家の脇を歩いていると、その家の門から見知った顔が出てくるのを見つけてしまった。

　俺は瞬時に回れ右をして去ろうかとも考えたが、それを実行する前に相手に見つかってしまった。

「鬼灯ほおずき先輩じゃないですか！　こんにちは！」

　恐らくわざと大声を出しながら、立たち葵あおいは元気よく俺に近寄ってきた。

　隣で、蓮華が顔をしかめた。

「もう！　なんで連絡してくれないんですか!?」

「するとは、誰も言って無い」

「えー、落ち込んでたみたいだから、力になってあげたかったんですけどね」

　休日らしく着飾った出いで立たちの立葵が、不満を顔いっぱいに表していた。

「残念ですが。兄さんには私が付いていますので、知り合いさんの出る幕はありません」

　この前の恨みからか、蓮華が嫌みを満遍なく込めた言葉を立葵にぶつけていた。

「あれ、妹さんもいたんですね。こんなところにお一人でどうしたのかな？」

「兄さんとデートに決まっています！」

　蓮華の嫌みに真っ向からぶつかり合う立葵。こいつら会って二回目ですでに仲悪いな。

「とにかく、今は兄さんと楽しいデートの真っ最中ですから、ただの知り合いの方はどこかに行って欲しいですね」

「ふーん、妹さんと休日にわざわざ遊んであげるなんて、先輩は優しいんですね」

　傍観を決め込んでいた俺に、いきなり立葵が話を振ってくる。

「まぁ、今日は半分引きずられてきたんだけどな」

「兄さん！」

　隠す事でもないので正直に答えると蓮華からの鋭い声。

　立葵はその事実を聞いてニヤニヤと余裕の表情を浮かべる。

「へー。よくそんな状態でデートなんて言いきれるね？」

「お前に至っては脅迫だったがな」

「先輩！」

　立葵の自分を棚に上げた発言にも言及すると厳しい声。

　それを聞いて、今度は蓮れん華げがニンマリと笑みを浮かべた。

　二人の睨にらみ合あいは暫しばらく続いていたが、ふぅ、とお互いが息を吐いた所で決着を見たようだ。どうやらドローの様子。

「ところで、ここはお前の家なのか？」

　一ひと悶もん着ちやくが終わったようなので、せっかくだから尋ねてみることにした。

　立たち葵あおいは少し困ったような顔をした後に、ええ、と頷うなずく。

「まぁ、ちょっと大きい風に見えますけど、ただの家ですよ」

「ちょっとって、軽く見ても普通の家の三倍くらいはありそうだけどな」

　そもそも、この辺の人通りが少ないのは少し高級住宅地チックな場所だからであり、その中でも立派な門構えの家だ。軽く見積もっても、中流階級ということはあるまい。

「別に、中に住む人間は、ほら、こんなんですしね」

「自分のことをこんなんとか言うな」

「あは、怒られちゃった」

　立葵は少し嬉うれしそうにはにかみ、そう答える。

　改めて見れば、立派な塀と門、中には大きな家、庭、離れらしき建物に古びた蔵。

　どこからどう見ても、由緒ある家の風情を醸し出している。

「もしかして、どこか名家のお嬢さんだったり？」

「まさかまさか、ただの古い家の不良娘です。ちょっとお金を自由に使えるだけの」

「それを金持ちと言ったり、名家と言ったりするんじゃないのか？」

「もう！　私は先輩にそういう風に思われたくはないんですよ！」

「分かった、悪かった」

　立葵の機嫌が悪くなりだしたので、ここは彼女の気持ちを汲くむことにした。

「でも、これで腑ふに落ちた」

「はい？」

「こんな広い家だったら、失なくし物をしたら何かに頼りたくなるだろうし、お前の持っていた鏡が変に古そうなのも、代々伝わった物なら納得だ」

　こんな家だ。もしかしたら掃除に人を雇っていてもおかしくないし、勝手に物を片付けられたら、見つけ出すのは至難の業だろう。

　仮にその人が毎日働いているのではないなら、個人的な繋つながりが無い限り直接聞く事もままならない。

　大切な物なら、怪しい占いにすがってでも見つけたいと思う気持ちは分かる。

「……ええ、そんな感じです」

「？　どうかしたか？」

「なんでもありません」

　鏡について言及すると、立葵は少しだけ声のトーンを落とした。

　だが、それも一瞬で、すぐに明るいトーンに戻る。

　その後に、ちらりと時間を確認した。

「ああ、悪い。その格好はどう見ても出かける所だな、引き止めてすまなかった」

「あ、いえいえ、全然ですから」

　謝ると、立たち葵あおいは手を大げさに振って否定し、何かに悩む素振りを見せた。

　まさかこいつ、また予定をキャンセルするつもりじゃ。

「……先輩、これから予定がと思ったんですけど実は──」

「兄さん、私達たちも急ぎましょう。こんな女に構っていても時間の無駄です」

　予想的中かと思ったが、その途中で蓮れん華げが言葉を被かぶせた。

「……これから、どこかに用事ですか？」

「ええ。ですが、ただの知り合いの方には関係ありませんよ」

「…………」

「…………」

　二人は再び睨にらみ合あうが、今度は立葵が折れたようだ。

「それじゃ、そろそろ予定なので失礼しますね」

「ええ、さっさと行ってください」

　立葵の苦々しい顔と、蓮華の勝ち誇った顔。

　そのまま蓮華は、ごく自然な動作で俺の腕に体を絡ませてくる。

　俺はそれを無言で引ひき剥はがす。

「どうしてですか兄さん！」

「暑い」

　きっぱりと告げると蓮華は悔しそうにして、立葵は面白そうな物を見る目になる。

「先輩。これは忠告ですけど、妹さんとあんまりベタベタしてると、女性との縁が遠くなりますよ？　早く兄離れさせてあげるべきでは？」

「余計なお世話です。だいたい、兄さんには私が居れば良いのですから女性との縁など不要です」

　きっぱりと蓮華は言い切った。少しは俺の都合を考えたりはしてくれないのだろうか。

　立葵は瞬時に可哀かわい相そうな子供を見る目になる。

「妹ちゃん？　実はね、この国では兄と妹は一緒になることはできないのよ？」

「なっ」

　立葵の諭す声に蓮華は面食らう。

　そういえば、こいつは俺と蓮華の関係を知らないのだ。

　俺達の名字が、違うということを。

「で、できます！　他は知りませんが私達はできます！」

「うんうん。そうだと良いんだけどねー、でも現実は非情なのよ？」

　そのまま優しく頭を撫なでられ、蓮華はまた不用意に爆発した。

「れ、蓮華と灰かい君は血が繋つながってないからできるもん！」

　そして、空気は凍った。

「……蓮れん華げ」

「あ、いえ、これはその」

　俺がぼそりと声をかけると、蓮華は途端にあたふたとし始める。

　だが、何かの言い訳を口走る前に、目を丸くしていた立たち葵あおいが先に動いた。

「どういう意味ですか？」

　透明な光を宿した視線に対して、俺はただ淡々と答える。

「そのままの意味だ。俺は蓮華と血が繋つながっていないし、今の両親とも繋がってない。言えば、ただの居候みたいなもんなんだよ」

　あえて、感情を込めずに言った。

「なんでですか？」

　立葵の声も、ひどく平へい坦たんなものだ。

「なんでとは？」

「どうしてそうなっているんですか？」

「どうしてだと？　それは……」

　そんなもん。あの時の事故が……？

　あれ、事故？

　そうだ、俺は事故に遭って、蓮華の家にお世話になって。

　どんな事故だ？

　どうして、思い出せないんだ？

「……事故……つっ！」

　無理に頭に検索をかけようとすると、途端に鋭い痛みが走った。

　存在しないものに手を伸ばそうとして、闇やみに手を噛かまれた。

　どうして俺は、そこの記憶だけぽっかり抜けているんだ？

　それまでは覚えている。その後も覚えている。

　だけど、その原因だけを綺き麗れいさっぱり忘れている。

「兄さん。彼女にそこまで教えてあげる必要はありません」

　俺が頭を押さえたのを見て、蓮華は冷たい声音で告げた。

「なんでそんなこと、あなたが──」

「逆に、なぜそんなことをあなたが聞きたがるのですか？」

　立葵が咄とつ嗟さに反論しようとしたところで、蓮華は被かぶせ気ぎ味みに言った。

　そのまま再び時間が固まる。

「それよりも、急がなくても良いのですか？　時間もだいぶ押していると思いますが」

「……まぁ良いか。それじゃ先輩、また会いましょう」

　時間を確認し、少し急ぎ足で立葵は去って行った。

　後には、まだ固い表情をした蓮華と、頭痛の引いた俺だけが残る。

「蓮れん華げ、俺は……」

「兄さん。私も、幼かったので何があったのかは忘れてしまいました」

　嘘うそを吐つくなよ。

　なんで、忘れていた奴やつが、そんな俺を気遣うような顔をしているんだ。

「……そうか」

　だが、思った事を口にはしなかった。

　それが、彼女の思いというなら、素直に受け取ることにした。

「さぁ、時間を食ってしまいましたが、お店に行くのでしょう？　急ぎましょう」

　店の場所も知らないのに、俺を先導するように元気よく蓮華は歩き出した。

「そんなに急がなくても、閉店はもっと後だ」

「いえいえ、用事を早く済ませて、空いた時間はデートに当てるのです」

「その計画は初めて聞いたぞ」

　ぐだぐだと、下らない事を言いながら、率りつさんの店に向かった。

　頭の中で、先程のいざこざには綺き麗れいに蓋ふたをした。







「やぁ少年。遅かったね」

　入り口の鐘を鳴らしたところで、率さんは責めることなくそう言った。

「ちょっと踏ん切りに時間がかかりまして」

「ほほう。そして、その後ろの子が君の踏ん切りのきっかけかな？」

　率さんは蓮華に目をやる。そういえば、初対面だったか。

「初めまして。花はな坂さか蓮華と言います。兄がいつもお世話になっております」

「初めまして。犬いぬ蓼たで率だよ。なに、私だって少年にはいろいろと世話になっているさ」

　二人は丁寧に挨あい拶さつをしあった。お互いに、苦手なタイプというわけではないらしい。

「莉り子こは、どうしてます？」

　尋ねると、率さんはうーんと顔をしかめる。

「部屋に引きこもっているとは思うんだが」

「ちょっと呼んでもらっても良いですか？」

「それはやめておこう」

　率さんは、俺の願いに首を振る。

「今は、君に会いたくないらしい。名指しで言っていたからね」

「……そうですか」

　それはそうか。傷付けた張本人がどの面を下げて今まで通り会えると思うんだ。

　莉子については、地道に行くしか無さそうだ。

「ま、私は基本的にはノータッチだから、あまり期待しないで欲しい。たとえ、誰が泣いていてもね」

　率りつさんは、ノータッチと言っておきながら、地味に刺さる言葉をくれた。

「それと、率さんにもお話があるんです」

　莉り子このことはひとまず脇に置き、俺は率さんに対して聞きたいことを切り出す。

「ほう。何か分かったのかい？」

「いえ、何も。ただ、起こったことを聞いて欲しいんです」

　そして、俺は率さんにあの日の事故について話した。




「ふむ」

　率さんは静かに話を聞き終わると、指を二本立てた。

「疑問がある。まず一つ、その事故で怪け我がをしたのは、運転手達たちだけなのか？」

「確か、歩行者に直接的な被害は無かったはずです」

　ニュースを思い出す。怪我をしたのはどちらも車の中の人間で、歩行者には被害が無かった。あえて言えば、精神的なショックで放心状態になったものが居たとか。

「では二つ目だ。それは、本当に君の否運が引き起こした事故なのか？」

「……え？」

　率さんの言葉に不意を突かれる。

　あれが、否運の引き起こした事故か？

「……確かに俺はあの時、発動を感じました。痣あざが熱を持って何かを操ったのを」

　それだけは揺るぎない事実だ。

　俺は、自身の体調の変化くらいは確信を持っても良い筈はずだ。

「ふむ、では少し試してみようか」

　率さんはカウンターの下をごそごそと漁あさり、何かを取り出した。

　それは、金属製のスプーンに見えた。

「それは？」

「話せば長い。このスプーンはもともと毒味に使われていたものでね。中略。そしていつの間にか、このスプーン自体が食べ物を毒に変えてしまう呪じゆ具ぐになったのだ」

「……そうですか」

　長いところを大胆にカットした率さんの説明だった。

「そしてここにたまたま、私がさっきまで食べていたプリンがある」

　続いて率さんは今食べ始めたばかりらしいプラスチック容器のプリンを取り出した。

　見間違いでなければ、蓋ふたにはひらがなで『りこ』と書いてある。

「……また怒られますよ」

「何な故ぜかな？　どうにもペンがかすれて『つ』の途中が出ていないようだが、これは私のプリンだよ」

「その説明で莉子が納得すればいいですね」

　相変わらず、自分の欲に忠実らしい。

「今はそんなことはどうでも良いんだよ。ちょっと近くに来たまえ」

「？　はい」

　言われるがまま、俺は近くに寄る。率りつさんは先程のスプーンでプリンを掬すくった。

「何してるんですか？　もったいな──」

「えい」

「ごぉっ!?」

　そして強引にプリンを口の中に突っ込まれた。

　吐き出すわけにもいかず、喉のどがそれを胃の中に流し込む。

「ゴホッ、ゴホッ。な、何するんですか!?」

「すまないね、さて、どうかな？」

「だから何が……!?」

　抗議の途中で俺の言葉は止まった。左腕の痣あざが熱を持ったのを確かに感じたから。

　瞬時に蓮れん華げを抱きしめ、辺りを見渡す。

　カウンター、雑貨類、天井に窓。

　そして、ありとあらゆる凶器が満載の部屋で静かに、時が過ぎていく。

　だが、何も起きなかった。

「落ち着きたまえ。妹君が真っ赤な顔をしているぞ」

　率さんに言われ、慌てて蓮華を解放した。

「すまない蓮華」

「いえ、ありがとうございます」

　そのまま率さんに向き合うと、率さんは相変わらずニヤニヤと笑みを浮かべている。

「さて、君は知らなかったかもしれないがね、神しん呪じゆは他の呪のろいを撥はね除のける時にも、その力を発動させている感触があるという」

「つまり？」

「その事故は、君が引き起こしたものかもしれないが、逆に君が巻き込まれたものかもしれない。ということだ」

　俺が、巻き込まれた？

「過去の文献を漁あさって、もう一つ面白い記述を見つけた。以前から気になっていたことだが、否運持ちは事故ではなく人に殺されることが多い。数々の凄せい惨さんな事件や事故があっても、持ち主はそれで死ぬ事は無い。ただ、周りに被害があるだけだ」

「っつ」

　この前の話を更に悪くしたような答えだ。体が強こわ張ばるのを我慢できない。

「だが、先程君は、死者すら出なかったと言ったね？　否運が引き起こした悲劇だとしたら、それは少々、凄惨さに欠けるとは思わないかい？」

　凄惨さに欠けるという表現に薄ら寒いものを感じるが、言われてみれば納得するところがないでもない。

「これらの点から、その事故は否運が引き起こしたものではないと、見ている」

「じゃあ？」

「別の人間か、あるいはその場の何かが事故を引き起こし、その結果から否運は君を守った。という見方もある」

　あの事故は、俺が引き起こしたものではない。かもしれない。

「でも、俺のせいという可能性も、当然ありますよね？」

「勿もち論ろんだ。その可能性だけはどんな時でも否定はしきれない」

　可能性が残っている以上、俺は喜ぶべきではない。

　なら、この話を率りつさんがした理由はなんだ？

「だが、この情報を聞いたら君は、また、動き出せるのではないかな？」

　率さんは、塞ふさぎ込んだ俺の肩を押そうとして、わざわざこの話をしてくれたんだ。

　そして蓮れん華げが、俺の恐怖をすべて引き受けてくれると言っている。

　呪のろいを考えず、恐れず、ただ自分がやりたいことはなんなのか。

「……率さん。俺は、やっぱり人を巻き込むのは、怖いです。でも、巻き込まれている人を黙って見ているのは、辛つらいです」

「うん」

「なにより、そんな呪いを振りまいている人間、そして、その人間に呪じゆ具ぐを与えている黒幕の存在が許せません」

「それで？」

「だから、俺は、呪いを振りまいている何者かを見つけ出して、やめさせます。もう、誰も蓮華みたいな目に遭って欲しくないですから」

　率さんは、少しだけ嬉うれしそうに頷うなずいた。

「君がやりたいと思うなら、それをすればいい。前にも言ったね？」

「はい」

「だけど、なんとなくじゃ駄目なんだ。なんとなくではそれらしい問題に躓つまずいてしまう。解決して先に進もうと思えなくなってしまう。困難を乗り越える力がそこには無い」

　なんとなくで始めれば、迷いが生まれる。

　迷いがあれば、人は簡単に立ち止まってしまう。

　問題が起きたとき、どうすれば解決できるか、ではなく、問題が起きるから止やめようと考えてしまう。

「君はやりたいから、行動すればいいんだ。誰かが許せないなら、許さなくていい。自分の気持ちに素直に、自分でやればいい。その手伝いならいくらでもしよう。それが、呪いと向き合うためならね」

　率さんの声に後押しをされて、俺はもう一度、この呪いに向き合うことに決めた。

　確率を裏切る呪いがあっても、構わない。気をつけることは、変わらない。

　その力が、人の為ためになるというなら。呪いを止める、武器になるなら。

「……しかし、少年も少し気を付けた方が良いかもしれない」

　話が一段落したところで、率りつさんがぽつりと言った。

「俺がですか？　呪のろいについて？」

　率さんは、少し難しい顔をして告げた。

「最近、この街の呪じゆ的てきな力が強まっているように感じるのだよ」

「呪的な力、ですか」

「ああ、場の空気というかなんというかね」

　ここに来て更に知らない単語が現れたが、重要なのはそれがどういう意味を持つかだ。

「端的に言えば、この街そのものが、呪いの起きやすい空間になっているんだ」

「それは、俺にも言えることですか？」

「ああ」

　率さんが頷うなずく。俺は左腕の痣あざを強く押さえた。

　ということは、些さ細さいなことでも否運が発動するのかもしれないし、より大きな事象を引き起こすのかもしれない。

「むしろ君だからこそ、とも言えるかもしれないね。神しん呪じゆは呪的な力がとても強い。ふとすれば、周りの人間の感情に影響を与えるほどにね。劇的にせよ些細にせよ、君の周りには呪的な何かが発生し易やすいとも言える」

「それは、俺が動いていいのか不安になるんですが」

「安心したまえ、それはむしろ好機にもなる。呪いを引き寄せるということは、必然的に大当たりにぶつかる可能性も高まる。ただ、不用意な行動は控えたほうが良いだけだ」

　不用意な行動。それこそ、目的も無くさまよったりということだろう。

「だが、くれぐれも気を付けるんだよ。特に最近、この街の人間は少し、様子がおかしい気がしてならない。まるで街全体が……」

「街全体が？」

「いや、まだ良い。とにかく君は、君の成すべき事を成したまえ」

　率さんはそこで言葉を切った。確信のない情報を与えて混乱させたくないのだろう。

「分かりました。莉り子こには、俺が来た事を伝えておいてくれますか？」

「それくらいなら良いさ」

　しっかりと了承を貰もらってから俺は店を後にした。

　鐘が鳴り、扉が閉まる。少し歩いてから蓮れん華げがぼそりと言った。

「あの人、変わった方ですね」

「多分、そう言われたら喜ぶタイプの人だぞ」

　それきり、店の話はせずに真まっ直すぐ家に帰った。







　休みが明けて、考えることは二つあった。

　一つ、交差点の事故の調査をすべきか。

　もし否運があの事故を引き起こしたのでなければ、あの事故の原因は何か。

　個人か、それともその呪じゆ的てきな力の集まりによるものか。

　それについて一人、話を聞きたいと思う人間はいる。

　彼女は、何か知っているのではないか。

　しかし、交差点の事故を彼女が意図して引き起こしたのかは分からない。仮にそうだとしても、はぐらかされてはどうしようもない。そして、あまり彼女に会いたくもない。

　何より、今は優先したい事柄があった。

　二つ、無気力事件の犯人は誰なのか。

　実際に被害が拡大しつつある事件のほうに先に取り組みたかった。

　進展は芳かんばしくない。今まで莉り子こに頼りっきりだった問題が、完全に表層化していた。

　再び莉子と仲良くしようと思う気持ちは勿もち論ろんある。

　だが、メールも電話も無視をされた。

　学校でも基本的に莉子は誰かと話をしているし、一人になったタイミングでもすぐにどこかへ消えてしまう。意図的に避けられているのは明白。

　仕方なく俺が聞き耳を立てたところで、入ってくる話題は夏バテだのなんだの。

　それに加えて、最近は夏バテの流行に反するように、何かにつけて熱心になる人々が現れ出したとかいう、どうでも良い情報。

　はっきりいって、堂々巡りも良い所だ。

　莉子の代わりに協力を期待できそうな人物を思い浮かべてみるも。

　蓮れん華げ。

　だが、蓮華は一度、俺のせいで暴走までして、呪のろいの被害者になったこともある。あまり頼みたくはない。一番危険な立場の彼女に、これ以上の負担をかけたくなかった。

　朽くち名な詩し穂ほ。

　知り合いではあるが、あいつは俺と同じ人種だ。情報収集などできっこない。

　他の知り合い。

　クラスで親しく話す人間など、どこにも居なかった。

　結局八はつ方ぽう塞ふさがりに違いはなく。数日も何もないまま、放課後は終わった。

　部室に鍵かぎをかけ、職員室に返す。

　そのまま、昇降口まで向かうと、一際華やかな集団が目に入る。

　笹ささ岡おかを中心としたグループだ。クラスで、最も力のある。

　俺は、何も言わずに脇を通り抜けようとしたが、

「お、鬼灯ほおずき、おつかれー」

「……ああ」

　どうしてだか俺に話しかけてくる笹岡に呼び止められてしまった。

「笹岡、何か用か？」

「いや、用って言ったら違うかもだけどさ」

　笹ささ岡おかは、わざとらしい溜ためを作った後に小声で尋ねる。

「最近、犬いぬ蓼たでさんと何かあったのか？」

「……なんでそう思う？」

「だって、最近挨あい拶さつもしないし、一緒に居るの見た事ないからさ」

　周りからも分かる程、今の俺達たちはそういう感じだったのか。

「何も無かったとは言わないけど、気にしないでくれ」

「なんでよ、相談してくれたらいつでも乗るぜ？」

　笹岡は相も変わらず馴なれ馴なれしい。こういう態度が、今も昔も、嫌いだ。

　だけど、今は少しだけ、理解できる気もしている。

「もしくはさ、忘れるためにパーッと遊ぶとかでも良いぜ！」

　笹岡が、バンバンと力強く俺の肩を叩たたいた。

「鬼灯ほおずき君、気を付けたほうが良いよー」

「そうそう、こいつ、こんなこと言って実は莉り子こちゃんのこと狙ねらってるだけだから」

「ばかっ！　ちげぇよ！　過去の事は忘れてくれー！」

　女子二人がわぁわぁと笹岡をちゃかし、笹岡はそれを笑いながらネタにした。

　こいつ、莉子に昔気があったって本当だったんだな。

「とにかくだ！　なんかあったら、いつでも頼ってくれて良いんだぜ？」

「ああ、分かった」

　もしかしたら、意外と笹岡に頼るというのもありかもしれない。

　俺がその可能性を考え始めたタイミングだった。

「そうそう、あんまり落ち込んでると、四組の子みたいに引きこもりになるよ？」

「え？」

　唐突に聞こえた単語。今の発言をしたのは、誰だ？

「振られて落ち込むのは仕方ないけど、それで引きこもるっていうのはね」

「そうだよねー、どんだけマジ入ってるのって感じだよねー」

　周りの女子の馬鹿にしたような声を聞き流して、喋しやべった奴やつの顔を見る。

　こいつは、氷ひ榊さかき。

「氷榊、すまないんだが詳しく聞かせてくれないか？」

「ん？」

　俺が尋ね返すと、氷榊は怪け訝げんな表情をした。

「なになに？　もしかして鬼灯君も引きこもり一歩手前なの？」

「やだー、だったら私とか居るよ？」

「ばーか！　莉子ちゃんくらいおっぱい大きくなってから言えって！」

「あー、ひどーい！」

　しかし、すぐに周りの女子達が囃はやし立たて、会話はうやむやになる。

　駄目だ、俺には会話を操作してこの中から情報を引き出す技術が、ない。

「……あ、ごめん、ちょっと忘れ物」

　諦あきらめかけたとき、氷ひ榊さかきが今思い出したように、切り出した。

「ん？　待ってるか？」

「いや、ちょっとプリント書かないとだから時間かかると思う。先に帰ってて良いよ」

「分かった」

　笹ささ岡おかとの応対があって、氷榊はごく自然な様子でグループを抜け出して行った。

「鬼灯ほおずき、一緒に帰るか？」

　社交辞令なのか、笹岡が俺にもそう尋ねる。

「いや、俺も用事を思い出した。部室の鍵かぎを閉め忘れた」

「それやべえじゃん！　さっさと行ってこいよ！」

　焦った笹岡に促され、俺もすぐに学校の中に戻った。




「それで、聞きたいことって何かな？」

　氷榊は、部室の扉の前で俺を待っていた。

「悪いな、気を遣って貰もらって」

「良いよ、たまには鬼灯君とも喋しやべりたいしね」

　そのままにこりと笑う。相変わらず、つかみ所のない笑顔だと思った。













「とりあえず入ってくれ、冷房は無いが、風くらいなら通る」

　再び借りてきた鍵かぎを開けて、氷ひ榊さかきを中に誘う。

　どんよりとした熱気が、部屋中に広がっていた。

　すぐに窓を開けると、爽さわやかにはほど遠い温ぬるい風が吹き込んだ。

「それで、何を聞きたいの？」

「さっきの話だ、その引きこもりになったっていう、四組の生徒について教えて欲しい」

　尋ねると、氷榊は目を細める。

「なんのために？」

「……人助けの一環に」

「へぇ」

　氷榊がなぜそれを尋ねたのかは分からないが、納得はしてくれたようだ。

「といっても、僕よりも本当は僕の友達のほうが詳しいんだけどね」

「というと？」

「僕自身は、その彼と友達じゃない。又聞きってことだよ」

　それから、氷榊に簡単な話を聞いた。

　流れは、これまでの三件と変わらない。

　氷榊の友人の友人、四組の生徒はある日彼女に振られた。それによってしばらく、目に見えて分かる程に落ち込んでいたらしい。

　そのまま元気を無くして行った彼はある日を境に、学校にもろくに来ない程の重度の無気力になってしまった。

　それが今の状態であるらしい。

「こんなことくらいしか分からないけど」

　氷榊は語り終えた後に、少し困ったような顔をしていた。

「十分だ。ついでに、もう一つ頼めないか？」

「何をかな？」

「その、お前が話を聞いたっていう友人には会えないだろうか？」




「何か聞きたいって？」

　氷榊の紹介で、俺は直接その友人を見ていたという、野球部の生徒に会った。

「その、様子がおかしくなった友達、どんな感じだった？」

「どんなって……」

　曖あい昧まいな尋ね方だが、彼は真剣に頭を悩ませているようだ。

「まぁ、そいつ、結構思い込みの激しい奴やつでさ、ほんと彼女にべた惚ぼれしてたんだよ。それが突然彼女にばっさり振られちゃったもんだからさ、もう、世界の終わりって感じ？　振られた直後とか、そのまま死ぬんじゃね？　って感じだったわ」

「振られた直後はって言うと？」

「そうそう、だけどさ、やっぱ人間ちょっとは慣れてくんじゃん？　少しずつ、元気を取り戻してる感はあったのよ。だけどあいつ、ちょうどそのころ変なメール送ってきてたんだよね。そうしたと思ったら、それから──」

「ちょっと待ってくれ、変なメール？」

　聞いた事のない新しい情報に、流れを強引に止める。

　目の前の男子は、さほど気分を害した様子も見せずに、教えてくれる。

「ん？　ああ『癒いやす人』を見つけたとか、今日は予定が駄目になっただの、まるで新しい彼女ができたみたいな感じ？　でも、あいつ振られた直後だぜ？　あんな一いち途ずだったのにちょっとおかしいかなって」

「心の痛みを忘れさせる？」

「そんな噂うわさあったの、知らないか？　なんでも、心の痛みを忘れさせてくれる人がいて、その人に会えば、たちまち元気になれるとかそういうのあったんだよ」

　聞いた覚えはなかった。

「なるほど、悪い、続けてくれ」

　話の腰を折ってしまったので、続きを促すが、彼は困った感じで顔をしかめる。

「続きってもうないけどな、そんでそんなメールが来たと思ったら、突然引きこもりだよ。そのメールの相手とかも全然分からないし、こっちから、そのメールの相手に試しに送ってみても何も返ってこないしよ」

　野球部の生徒は、そうぶっきらぼうに言って疲れた表情をした。

「こんな感じだけど、参考になったかな？」

「ああ、それでさ、もし良かったらその謎なぞの相手のメールアドレスとか、教えてくれないか？」

「ん？　まぁ、良いけど、ちょっと待っててもらえるか？」

　そうして俺は、彼からくだんのメールアドレスを手に入れた。

　見てみても、何かが分かることは無かったが。







「心の痛みを癒してくれる？　あぁー、なんかそんな噂あったような」

「心の痛みを癒す？　えーなにそれ？　なんかの宗教？」

「俺もめっちゃ安らぎとか欲しいわ、具体的には彼女とか欲しいわ」

「心の痛みを癒すって、童話とかの話？　人魚姫とかめっちゃ泣けるよねー」

「ああもしかして『癒す人』のこと？　そんな噂あったねぇ」

「なに？　なんか悩みでもあるの？　あの、私で良かったら聞くよ？」




　次の日、慣れないながらも無様に聞き込みを行った結果。

　分かった事は二つ。

　一つ、心の痛みを癒いやす存在の噂うわさは、細々とながら広がっていたこと。

　二つ、その噂を知っているのは、決まって男子だということ。

　その二つを合わせて考えてみると、

「当たり、かもしれないな」

　今までの被害者は、ショックを受けた男子に限定されていた。

　そして、そんな彼らが、そういう謳うたい文もん句くに縋すがる可能性は否定しきれない。

　なんにしても、その『癒す人』に接触を試みたいところだった。

「だけど、このタイミングで情報が消えていたとはな……」

　しかし、既に一足遅かった。

　なんとか聞き込みを重ねて分かったこと、それはその『癒す人』がほんの数日前に姿を消したらしいということだった。

　謎なぞの『癒す人』を仮に女性だとすると、『彼女』はある掲示板で活動していた。

　いわゆる、学校の裏サイトに近いものだ。

　といっても、学校単位ではなく、街単位の広いものであって、『彼女』はそこで狙ねらいをすましたかのように、短時間だけ現れて、短時間だけ情報を残した。

　だが先日の月曜日に『彼女』はいつものように突然現れて、しばらく休むと宣言したそうだ。その前の書き込みは先週で、その間はネットに現れていない。

　引きこもりになった四組の生徒は月曜日から学校に来ていない。

　土曜日か日曜日に会い、それが終わって月曜日に活動休止の流れ。

　だとすれば、状況だけなら確定だというのに。

「結局、手元に残っているのはメールアドレスだけか」

　野球部の彼から貰もらったメールアドレス。

　ただしこれは、死にアドレスの可能性が高い。

　メッセージを送った所で、返事が帰って来ないのならなんの意味もない。

「……莉り子こがいればな……」

　ぼそりと、呟つぶやいてしまった。

　莉子が居れば、もう少し情報が早く集まったかもしれない。

　そうすれば、活動を休止する前の『彼女』に接触できたかもしれない。

　考えても仕方のない後悔が、頭の中に溜たまっていく。

　今日も、月げつ光こう団だんに莉子の姿はない。

「……帰るか」

　俺は、手に持った『彼女』への連絡先を鞄かばんにしまい込んだ。

　ふと、鞄の中に入れたままだったメモが目に映った。

　莉子と仲なか違たがいをすることになった遠因、立たち葵あおいの連絡先。

「…………」

　なぜかそれを拾いあげた。しまい直そうとしたのか、破り捨てようとしたのか、投げ捨てようとしたのか、分からない。

「！」

　ただ、それを俺は開き、そして驚きよう愕がくした。







「鬼灯ほおずき先輩！　連絡遅いですよ！」

「ああ、すまない」

　以前いざこざがあった噴水の前で待ち合わせた。夕方の人通りは僅わずかに落ち着いている。

　俺がその場所に着いたときには、立たち葵あおいは手持ち無ぶ沙さ汰たそうに待っていた。

　俺の姿を認めると、ぷんすかとかの擬音が似合いそうな文句を述べた。

「あれから調子はどうですか？」

「大丈夫だ。心配するな」

　立葵と休日ばったり会ったときのことを思い出した。今はどこにも不調はない。

「それで、大事な話ってなんですか？」

「とりあえず、座ったらどうだ？」

　俺はそう言いながら、噴水の縁に腰掛ける。立葵は隣に座った。

　自身が鬼灯だという旨を添えて連絡をすれば、驚く程早く返信がきた。

　内容は、少し大事な話があるから、会えないか？　というものだった。

　それにたいして、やたらとテンションの高い了承の返事があり、ものの一時間足らずでこうして実際に会っている。

　男子の間で噂うわさになっていた『癒いやす人』に。

　この街を騒がしている呪のろいに、最も近い女に。

「先輩、私は今わくわくで胸がはち切れそうですよ」

　無邪気な笑みの立葵。本当に、心の中に一切の黒い感情を抱いていないようだ。

「立葵」

「は、はい」

　俺が彼女を見つめると、彼女も俺を見つめ返す。

　恐らく、彼女がどんな言葉を期待しているのかは分かる。

　ただ、俺はそれを裏切らせてもらう。

「お前が、この街の男子生徒を呪っていた犯人だな？」

「……はい？」

　恐らく、俺に何か告白でもされるだろうと思っていた立葵は、キョトンとした表情を浮かべた。

「ショックを受けた男子生徒を探し出して、なんの目的かは知らないが無気力状態にまで追い込んでいた犯人は、お前だな？」

「……何を言っているのやら」

　立たち葵あおいの表情が冷たく固まる。先程までの可愛かわいらしさを感じさせない。

　例えるなら無邪気にアリを潰つぶしている子供のような表情だ。

「シラを切るつもりならそれでもいい。あの手鏡、もう一度見せてくれないか？」

「……いやです」

「どうして？」

　俺が尋問口調で尋ねると、立葵は頑かたくなに口を閉ざす。

　そのまま、無言の睨にらみ合あいが少し続く。

「以前の事故、あっただろ？」

　そのままの時間を続けても意味がないと判断し、こちらから口火を切る。

「俺達たちは、本当に運良く助かったよな。死んでもおかしくなさそうな勢いだったのに」

「……間一髪でしたね」

　事故の状況を思い出す。

　あの時俺は、立葵が差し出した手鏡の前にいた。

　手鏡を覗のぞき込こんだ瞬間、否運の発動を感じた。

　そして後ろから、俺達に一直線に迫ってくる大型トラックの姿があった。

　俺は咄とつ嗟さに立葵をかばったが、幸か不幸か、トラックは俺達にぶつかる前に急ブレーキ。横から迫っていた乗用車につっこまれて停止した。

「少しだけ思い返せば、立葵、お前はトラックが迫ってきていたとき、まるで困ったみたいな顔をしていたよな？　命の危険に対する顔じゃない。思っていたことが起きなかったみたいな表情だった」

「……誰だって、トラックが迫ってきていたらポカンとしますよ」

「そうだな、だけどあの時のお前の表情、少し早くなかったか？　まるで、鏡で何かをしたのに、思った通りの結果が起きなかった、みたいなタイミングだった」

　あの時に発動した否運は、事故を引き起こしたのではないとする。

　降り掛かった呪のろいを、ただ撥はね除のけたのだとする。

　もともと一番怪しかったのは立葵だ。

　まるで呪じゆ具ぐのような古びた手鏡を俺に向けていたのだから。

　だが、確証はないから放ほうっておいた。追いつめる術すべがなかった。

　それが今、違う道から繋つながった。

　ややあって、

「はぁ、期待してたのと、ぜんっぜん違いましたよ」

　立葵は、観念したかのように首を振った。

「そうです。私が多分、先輩の言っている犯人で間違いないです」

　そして、あっさりと自供した。

　その表情は、うるさい先生に叱しかられて拗すねる子供のようだった。

「どうしてやったのかを、聞いて良いか？」

「どうして？　別に理由なんてないですよ」

　冷ややかな笑みを浮かべたまま、立たち葵あおいは話す。

「ちょっと退屈だったんです。私、こんな性格だから醜い女子に嫌われまくるし、鬱うつ陶とうしい男子にも絡まれるし、そのくせ毎日はつまんないし。そんなとき、気付いちゃったんですよね、この鏡の力に」

「鏡の力？」

「これ『接断鏡』って言って、相手の感情いじくれるみたいな？」

　その声と共に笑みを歪ゆがませる立葵。背筋が少し冷える。

「怒ってる人、笑顔にできるし。笑ってる人、泣かせられるし。なんか知らないけど、そういうことできるみたい。だから、ちょっと試してみたら、できちゃった」

「……なにをだ？」

「すっごいどん底に居る人を、私に夢中にさせること」

　平然と言った立葵に、俺は言葉が出なかった。

「別に好きって思わせるわけじゃないですよ。親切心です。すっごい悲しんでる人がいたから、試しに楽しくさせてあげたの。そしたら、なんか勘違いしちゃったみたいで、私といるとめっちゃ幸せー、みたいに思ったんですよね、多分」

　始まりは親切心だと言った、だが、俺はその結末を知っている。

「だから、落ち込んでる人、めっちゃ幸せにしてあげて、そしたら私のこと好きになっちゃうから、ちょっと楽しくて」

　続く言葉は、

「でも、途中で飽きちゃうんですよね」

　残酷なまでに、自分勝手だった。

「相手が好きって思っても、それってやっぱり本物じゃないし、そもそも私は別に相手のこと好きでもないし。それなのに、途中から彼氏面とかされるとやっぱり、鬱陶しいじゃないですか？」

「だから、相手の感情を、奪ったのか？」

「うん」

　立葵は、容易たやすく頷うなずいた。

「この鏡、弄いじる他になんか溜ためとけるみたいな所もあって？　相手がもう私に夢中ってなってるの、要らなくなったら全部中にしまってみたんです。そしたら、なんか相手も私のことどうでも良いみたいになっちゃって、全部解決したんですよね」

　それが、無気力の正体だったのか。

　感情を束ねられて、全すべてが立葵に向いたところで、それを奪われた。

　後に残るのは、感情のない抜け殻だけだ。

「あの事故のとき、お前は俺を？」

「そうです。せっかくだから、その辺の感情集めて束ねて、鬼灯ほおずき先輩を私にメロメロにしちゃおうと思ったんですけどね。なんか、先輩には弾はじかれちゃった」

「じゃあ、弾かれた感情は……」

「さぁ？　もしかしたら、そのせいでトラックの人、私に夢中になっちゃったのかも？」

　もしそれが結末だとしたら、なんて幕引きだ。

　トラックの運転手は、余よ所そ見みをしていたのではない、一点しか見えていなかったのだ。

「分かった、もういい。その手鏡を渡してくれないか」

「だから言ったじゃないですか。いやです」

「どうしてもか？」

「先輩の頼みでも、いやなものはいやです」

　簡単にいくとは思っていなかったが、やはり一筋縄ではいかないか。

　この先、いったいどう交渉すればいいのかと悩む。

　だが、さっきまで固まったような無表情だった立たち葵あおいは、急に顔を綻ほころばせた。

「でも、先輩が私のお願いを聞いてくれたら、考えてあげますよ」

「お願い？」

「はい、お願いです」

　立葵の声が跳ねる。今この状況をあるがままに楽しんでいる。

　それがありありと感じられた。

「これから、私の言うものを三つ、手に入れてください。全部手に入れられたら、私は満足してこの鏡、先輩に渡してあげちゃいます」

　三本指を立てて、立葵は提案した。

「その三つは、どんなものだ？」

「ありふれたものです、全部。ただし」

　そこで言葉を区切る、溜ためる。

　これから吐き出す、重要な要素を。

「ただし、全部お金では手に入らないものですけど」

「分かった」

　要するに、その何かを手に入れようと思った時に、支払う対価は金額ではない。

　体力か、知力か、情報か、運か。

「でも、私だけ何かを賭かけるって、フェアじゃないと思いませんか？」

「俺にも、何かを賭けろと言っているのか？」

「はい、そうです！」

　噴水の縁に腰掛けたまま、軽やかに足を揺らしながら、立葵は言った。

「そうですね。先輩は私のモノになってください」

　一瞬、時が止まったかと思った。

「どういう意味だ？」

「どういう意味って、そのままの意味に決まってるじゃないですか。先輩は自分を賭けてください、私が先輩の出す条件をクリアしたら先輩は一生私のモノです。一生、私だけを見てください。裏切らないでください。私以外になびかないでください。私を好きになってください」

　それはまた、軽く賭かけるにしては大き過ぎる代償だ。

「できますか？」

　挑発するような目を立たち葵あおいは向けている。

　このまま力ずくで奪って呪じゆ具ぐを破壊するという方策を少し考える。

　だが、封ふう神しん珠じゆに必要なだけの呪のろいが溜たまっている確信がない。

　少し考えたが、俺は結論を出す事にした。

「分かった、その条件でいい」

「……本当ですか？」

「嘘うそをつく必要もない」

　俺が言うと、立葵はすっと表情を引き締める。

「それじゃあ、教えてください。私が何をすれば、先輩は私のモノになってくれますか？」

　条件の提示を求められる。恐らく、理不尽な条件では彼女は了承しないだろう。

　あくまでフェアに、対等に。

「立葵、お前は俺が何か能力を持っているのは、知っているよな？」

「はい。あの占いといい、私の鏡を弾はじいたのといい、何か裏がありますよね？」

「ああ」

「それが、どうしたんですか？」

　俺は、そこを自分の担保にする、絶対の自信はない。

　それでも、すぐにバレるわけでもない。簡単に考えて解けるものではない、はずだ。

「俺がお前の願いを叶かなえ切る前に、俺の能力を当てたら、お前の勝ちだ」

　答えると、立葵は楽しそうな笑みを浮かべた。

「いいですね。私こう見えても、謎なぞ解ときとか大好きです。それが気になる人の謎だったらなおさらです」

　立葵はうんうんと嬉うれしそうにする。

「でも、こちらはヒント無しだとちょっと難しいと思いません？」

「……そう思うなら、何が欲しい？」

「条件を付けさせてください」

「条件？」

「はい。私のお願い事を聞く時、一つだけ条件をつけます。それがヒントになるかならないかは私と先輩の能力次第です。そっちの方が面白いと思いませんか？」

　面白いかどうかで軽く考えられるわけがない。

「その条件のせいで、願い事を聞いてやれなくなったらどうするんだ？」

「その時は諦あきらめてください」

　突き放すような立たち葵あおいの言葉に息が詰まる。

　もともと、立葵は交換条件で俺の身柄を求めているに過ぎない。

　別に手に入らなくても良いものなんだ。

　対等のようで、立場は立葵が上だというのは変わっていない。

「分かった。その条件を飲もう」

「やった。楽しみですね！」

　立葵は子供のように顔を綻ほころばせる。

　そのあと、ポケットから指輪を一セット、取り出した。

「それは、なんだ？」

「契約の指輪です」

　いきなり、知らない単語が現れる。

「私のモノになるなんて、口で言っても信じられるわけないじゃないですか？　でも、この指輪って凄すごいらしいんですよ。これに約束すると、絶対に破れないんですって」

「そんなものをなんで持ってる？」

「本当は、告白の時に付けてもらうつもりだったんですけどね」

　軽い口調で俺の質問の真意を受け流した。

　にこやかに言うが、この少女の価値基準が一つ分かった気がした。

　立葵は、根本的にあまり他人を信用していない。

　他人と自分は無関係だから、事故に気が咎とがめない、他人が無気力になろうが気にしない、好きという感情を信じられない。

　世界で信じられるものは、自分しか居ないとでも、言うのかもしれない。

「あれ、今更怖おじ気けづきましたか？　先輩？」

「まさか」

　俺は彼女から指輪を受け取る。

　見た目に限っては、至って特筆するところの無いシルバーのものだ。

「どこの指でも良いですけど、できたら左手薬指とかどうですか？」

「生意気を言うな」

「えー、ノリ悪いなぁ」

　立葵はそう言いながら、左手の薬指にこれ見よがしに装着した。

　俺は右手の人差し指に嵌はめる。

　しゅっと締まる感じがして、指輪が熱をもった。

　呪じゆ具ぐだとは思うのだが、否運が拒絶した様子はなかった。

「さぁ、誓いましょう。私が負けたら、手鏡を差し出します」

「……誓おう。俺が負けたら、俺は立葵鏡きよう子このモノになる」

　その宣言を承諾したように、指輪はほんの僅わずかに光を放つ。

「意外と、あっけないものですね」

　立たち葵あおいの感想には、少し同意するものがある。

「さて、始めましょう。鬼灯ほおずき先輩には三つのものを手に入れて貰もらいます……こういうのって、一つずつ注文するのと、まとめて注文するの、どっちが盛り上がるんですかね？」

　にやにやと、勝負そのものを楽しむ姿勢を崩さない立葵。

「観客もいないんだから気にするな」

「まぁまぁ……そうですね、先輩はどっちが良いですか？」

「どちらかと言えば、まとめての方が楽だな」

「では、一つずつで参りましょう」

　このやろう、と思ったが口に出したら相手の思うつぼな気がした。

　立葵は、十分に場は温めたとでも言いたげに頬ほおを歪ゆがめ、

「それじゃあ、最初に欲しいものは……」

　そして、

「当たり付きの棒アイス」

　莉り子この居ない月げつ光こう団だんのほんの小さな戦いが始まった。






　４　夏の上塗り









「当たり付きの棒アイス？」

「はい、当たりです！　もう一本貰えるっていうあれです！」

　あんな剣けん幕まくで来るから何を言い出すかと思ったら。

「アイスが食いたいなら、いくらでも買ってやるぞ？」

「先輩、分かってませんね」

　たかが棒アイス如ごときと思ったが、立葵はちっちっちと指を振った。

「当たりだから良いんです。はずれ二本と当たり一本は、最終的には一緒かもしれません。ですが、当たりにはドラマがあるのです！」

　やたら熱弁する立葵。そこまで言うならそうなんだろう。

「でも、先輩は簡単にこなしてしまいそうですよね？」

「というと？」

「当たり付きの棒アイス。これって、頑張って買い占めたりすれば、その中にある限りは手に入るものです」

　そこに存在する限りは、いずれ当たりを引き当てることは誰にでもできる。

　十個の中に一つ当たりがあるなら、どれだけ運が悪くても十回目には当たりが出る。

「ここで私は思うわけです。先輩は果たして一発で当たりを引くのか、あるいは何個も買って当たりを引くのか。そこに先輩の能力のヒントが表れてしまうわけです」

　立たち葵あおいは、抜け目のない笑みで俺を見ている。

「ということで、一つだけ条件を付けても良いですか？」

「断ったら？」

「勝負はチャラで」

　今更そんなことができるのか疑問ではあるが、恐らく彼女が負けを認めない限りは、約束は果たされないのだろう。

「では条件です。先輩が同時に複数のアイスを買うのを禁止します」

「一本ずつ、買えという事か？」

「はい。当たりかはずれかを確認するまで、次のアイスは買えません」

　どんな条件が来るのかと思ったが、嫌な条件を付けるものだ。

　だが、それくらいなら、まだ、核心には至らない。

　彼女の鋭さは十分に伝わってきたが。

「分かったよ。そこらのコンビニで良いか？」

「コンビニのアイスって本当に当たり入ってるんですかね？」

　立葵はどこかの業界に喧けん嘩かを売るような台詞せりふを平然と吐いて、その場を離れた。




　近場のコンビニまで立葵に案内してもらい、店内に入る。

　気の抜けた店員のあいさつが、空調に冷やされた空気と一緒に俺達たちを迎える。

　さっと店内を見渡して、アイスコーナーへと向かった。

「先輩、また占いやるんですか？」

「……そうだな」

　並んでいるアイスを念入りに確認する。数、十五。

　この中に当たりがあるという保証はない。

　だが、当たりがあるのなら、外すことも無いだろう。

　俺は無造作にその中の一つに手を伸ばす。

　当たりが何本あるのか分からない状態では、意識的に発動させることはできない。

「それで良いんですか？」

「ああ」

　俺はレジでたったの数十円を払って、アイスを購入。店の外で立葵に手渡した。

「どうぞ」

「はい、いただきます！」

　立葵は、ただ、それだけの値段のアイスを、とても嬉うれしそうに頬ほお張ばった。

　俺は、そのソーダ味が少しずつ少なくなるのを眺める。

　やや時間が経たち、

「当たりだ！」

　当たりの文字が姿を見せた。

「それで、満足か？」

「いえ、まだです！」

　そう断りを入れて、立たち葵あおいはさらに食べるペースをあげる。

　そのまま平らげてしまうと、棒だけになったアイスを見てうっとりしたあと、

「交換してきますね！」

　と一言残して店内に向かう。

「はい！　先輩どうぞ！」

　待つ事数十秒。立葵は新しい棒アイスを手に持ち、俺に手渡した。

「食えと？」

「そうです！」

　差し出されたアイスを、仕方なく口にする。

　夏場の気温と、爽さわやかなソーダの味がたまらなくマッチしている。

　なるほど確かに、アイスというものは夏の食べ物なのだと実感した。

「どうです？　当たりですか？」

「どうって、はずれだよ」

　そんな簡単に、アイスの当たりが連続するはずもない。

　立葵はただ俺がアイスを食べている様をじっと見つめていた。

「でも、これで一つ分かりました」

　俺が食べている横で、立葵は鋭い目つきで考察を始める。

「先輩の持っている能力は、自身である程度までしか制御できないようですね」

「……どうしてそう思う？」

　ソーダのアイスを食べながら、俺は立葵に尋ねた。

「私がアイスの複数購入を禁止したことで、先輩はアイスを一つずつ買わないといけなくなった。その段階で、先輩の能力が完全に制御可能なら一つの選択が存在する」

「というと？」

「最初に当たりを当てるか、最初はあえてはずれを引くか。この選択です」

　その指摘に俺は何も言わない。

「例えば、問題があって答えがあるとしましょう。適当に選んで答えになるのと、選ぶ前に答えが分かるのとは大きく違います。アイスの当たりを考えると、答えが分かるのなら、最初に当たりかはずれかを選ぶことができます。これは大いに意味のある行動です」

　そうだ。完全に制御可能ならば、当たりかはずれかを選べる。だが俺の否運は『当たりしか』選べない。ここに彼女の思惑がある。

「私の見立てでは、先輩ははずれを選ぶことができない。そう見えましたね？」

「なぜそう思う？」

「私が複数買いを禁止したとき、露骨に嫌そうな顔をしましたから」

　見透かされていたか。

　俺の能力を隠すために、アイスだったら試行回数を意図的に増やすのは大変有効だった。

　置いてあるアイスの半分でも買えば、そこに現れる当たりやはずれの本数などは些さ細さいな問題へと変わってくれる。

「先輩が自身の能力を制御可能なら、複数買いのメリットは大してありません。私を惑わすために当たりを買えば、私には制御可能かどうかの判断はつきません。ですが、先輩は顔をしかめた。先輩の能力は自身で完全に制御できるわけではないと予想できます。事前に答えが分かるというわけでは無いと見えます」

　立たち葵あおいの勝ち誇った顔を見て、これは思ったよりも気合いをいれなければならないと踏んだ。ちょっとした表情の変化で、これだけの情報を読み取られるとは。

　俺が動揺しなければ、彼女にそこまで悟られることはなかったのだから。

「そのために、アイスの複数買いを禁じたんだな？」

「違いますよ？」

　立葵はキョトンとした顔で否定した。

「じゃあなぜ？」

「だって、たくさんアイスを買われても食べ切るの大変じゃないですか」

「……そうだな」

　そして忘れてはいけない。

　彼女は勝負をしたいのではない。この場をただ楽しみたいんだ。




「一つ目はこんなもので良いか？」

「はい！　満足です！」

　立葵が答えた瞬間、嵌はめていた指輪がほんのり熱をもった。

　なるほど、どうやら一つ目はクリアで良いらしい。

「それじゃ、二つ目を聞こうか？」

　コンビニを後にし、次の目的を問う。

「その前に、私の解答タイムといきましょう」

　俺の行動を抑制するように手を出し、立葵は少し考え込む。

「先輩は、当たりのアイスなら迷わず買う事ができ、かつ、その能力を完全には制御できていない。結果が出て初めて効果の現れるタイプの能力です。この段階で、透視、千里眼、未来予知などなどの、答えが事前に分かる能力ではないと考えられます」

　いきなりいろいろと除外されたものだ。そして彼女の推理に、今の所間違いはない。

「ずばり、先輩の能力は『幸運』でしょうか？」

「……はずれだ」

「なるほど」

　運が良いと言えば言えないことはない。悪いといったら凄すさまじく悪くもあるのだが。

「ふふ、分かりました。では次の欲しいものです」

　立たち葵あおいのニンマリ笑いが目に付く。子供っぽい無邪気な、悪意を感じた。

「次は、福引きのはずれを当ててください！」

「……はずれ？」

「はい！　一等の旅行券でも、二等の電子レンジでもありません、はずれのティッシュを当てて欲しいです！」

　その言葉と共に、立葵は予あらかじめ持っていたらしい福引き券を差し出した。

　相変わらず、変な物を欲しがる。




　立葵が言った福引きは、デパートでやっているお客様感謝的なものだった。

「でもあれ、準備中じゃないか？」

　ただし、連れて来られた会場には人だかりはなく、係の人間が忙しく動いているのみ。

「たしかにそうですね。準備中に見えます」

「残念だったな」

　口で慰めつつ、内心ではホッとした。福引きでティッシュを当てるなんて、否運と最も相性の悪い展開だ。

「いえいえ、先輩安心してください」

　だが、立葵は気にすることもなく俺に向かって告げる。

「ちょっと私が話をつけてくるので」

　その言葉を残して、立葵は福引きの係の人に向かって行く。そこで二言三言話したかと思うと、俺を手招きする。

「先輩。交渉成立です。私達たちが最初のお客さんですよ！」

　顔に喜色を浮かべる立葵と、引きつった苦笑いの係員さん。

「何を言ったんだ？」

「お願いしただけですよー。家が古いというのも、こういう時には役に立ちますね」

　なんとなく事情は察した。そして、俺はこの勝負を受けざるを得なくなった。

　営業スマイルが固まっている係員さんに配当を聞いたら、簡単に教えて貰もらえた。

　一等、一。

　二等、一。

　三等、三。

　四等、五。

　五等、四十。

　はずれ、百五十。

　計二百の玉が入っているらしい。

　はずれは、百五十。約分して三／四か。

「どうしたんですか先輩？　こんなの楽勝にも程があるじゃないですか？」

　立たち葵あおいはそう言うが、これは俺にとっては困難な問題だった。

　はずれを意図的に出そうと思っても、他の余事象を全すべてまとめて一／四。

　どうあがいても、最も確率が高いのははずれである。

　それならば、他の方法はどうか？　例えば景品二つを組み合わせるとか。

　五等の確率は一／五。はずれと五等が出る確率なら三／二〇になり否運を発動できる。

「あ、それとここで条件です。先輩、私はティッシュ以外はいりません。見事ティッシュだけを当ててみてください」

　そう思った所で、立葵から追いつめる言葉が入る。

「それが、今回の条件って奴やつか？」

「ええ。ダメですか？　先輩が手鏡を諦あきらめるなら別に良いですよ？」

　そうなると、ここではティッシュ以外のものを出すことができない。

　だが、複合条件は現状、二回までが限界だ。

　三／四というはずれの確率は、二回連続なら九／一六となり、求める結果には……。

　いや、もしかしたら、事象の設定そのものを考えれば？

「先輩？　さっさとやりましょうよ！」

　立葵は急せかすが、俺は急いで思考をまとめる。

　手元には、福引き券が三枚、いける、か？

「お願いします」

「はーい」

　俺はガラガラの担当の人に福引き券を三枚同時に渡し、定義を開始する。




　事象『三回福引きを回す』

　目的『ティッシュの獲得』

　──定義開始。




　大丈夫だ、思考を整理して、一切の迷いを捨てるんだ。




　確率を仮定。

　条件一、『福引きを三回回す時に、はずれ玉だけ出る確率』＝二七／六四。

　条件二、『福引きを三回回す時に、はずれ玉以外も出る確率』＝三七／六四。

　事象の発生条件より、複合条件無し。

　以上二つを起こりうる事象と想定。




　複合などさせず、全ての事象を一つとして考える。一回目二回目をわけずに、三つのセットとして扱う。それぞれを単一の事象と見る事で、複合条件を定義させない。

　一つ一つを頭の中で、一つの確率として取り扱う。

　場合の数は全部で五六通り。




　条件より『二七／六四』が最も低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




　定義が終わった瞬間、右手の中に握り込んだサイコロが熱を持つ。

　一回目を回す。はずれの白玉。

　サイコロも、痣あざの熱もまだ弾はじけない。当たり前だ、まだ事象は完了していない。

「すいません、はずれ玉、戻して貰もらえますか？」

「え？」

　唐突なお願いに係員は目を丸くする。当たり前だ。はずれを戻せと言うのだから。

「お願いします」

　だが、俺は頼み込む。そうしない限り、条件は完成しない。

　急せかすように、頭と痣の赤熱が轟ごう々ごうと燃える。

　係員さんが不思議な顔をして戻してくれたのを確認する。

　二回目を回す、白。

　熱はその温度を上げて行く、弾けるまでエネルギーを高めて行く。

　係員さんに再度頼み込み、条件は整う。

　そして三回目。回した瞬間に、爆発的な熱量が体中を駆け巡った。

　結果は、白。

「おお！　先輩、運悪いなぁ！」

　後ろで立たち葵あおいのはしゃぐ声が聞こえたが、ぐわんぐわんと揺れる頭には、痛みしか感じられない。

　係の人からティッシュを受け取り、どうも、と礼だけ言ってその場を離れる。

「ほら、これでお望みのものは手に入ったぞ」

　少し離れたところで立葵に戦果を渡す。

「はーい。なんだ、先輩の持ってるモノって、幸運だけじゃなかったんですね」

　立葵は、残念そうな、それでいてやっぱり楽しそうな顔をしていた。

「ここでは先輩、意図的に能力を使ってましたよね？　何個玉が入っているのかを聞いて、わざわざ玉を戻して。そして何より、三回も福引きを回した」

　俺の行動を観察していた立葵が、一つずつ整理する。

「ただ、その辺の行動は意図的に能力を発動させるための条件って感じですね？　占いの時も、わざわざルーレットを入れ替えたりしてましたし。コンビニではできなかった」

　立葵の望みを叶かなえるには、否運の意識的操作が不可欠。だが、そのための行動は、全すべてが立葵のヒントになる。

「先輩は、知らなければいけない。福引きの中に何個玉が入っているのか。先輩は戻さないといけない。玉の条件を変えないために。そして先輩は三回回さないといけない。そこで初めて達成する条件の為ために」

　冷や汗が出そうだ。立たち葵あおいは何一つ見逃していない。

　そこから導き出される結果の一つに、既に答えは記されている。

「二回ではなく、三回なんですよね？　私が、ティッシュ以外は要らないと言ったから」

「…………」

「沈黙はイエスの意味です。つまり、三回で初めて現れる事柄です」

　そのまましばらく考え込み、立葵はニンマリと笑みを浮かべた。

「先輩が聞いていた福引きの中身から、ティッシュが出る確率は三／四。それ以外はまとめてしまっても一／四。これが二回だとどうでしょうか？　先輩に倣ならって玉を戻す方式で考えればティッシュのみは九／一六。それ以外は七／一六」

　立葵は獲物を追いつめる肉食獣のように目を光らせる。

「ではこれが三回になると、どうなるでしょう？　ティッシュだけの場合は二七／六四でそれ以外の場合は三七／六四です。どうやらここに、ヒントがあるようですね？」

　俺は何も言わない。

　ただ、彼女の言葉の続きを待つ。

「この段階で初めて起きる事は、確率の逆転です。ここに来て、ティッシュのみが手に入る確率はついに、それ以外が混ざる確率よりも小さくなる。そう、小さくなるんです」

　立葵はたどり着いている、恐らく、答えに。

　そして、俺の反応を見て楽しんでいる。

「ここに至って先輩はようやくティッシュの獲得を確信した。そう、確信していました。つまり、この段階で先輩の目的は果たされたということです」

　一呼吸を置いて、立葵はその言葉を告げた。

「つまり、先輩の能力は確率の逆転と確定。確率の低い事柄を発生させるものです。違いますか？」

　息を呑のむ。完全に立葵のことを甘く見ていた。

　俺に退路は残されていない。

「……正解だ」

「やった！　これで先輩は私のモノですね！」

　立葵ははしゃぎ、俺の前に指輪を差し出した。何かが起こるのを覚悟して身構える。

「あれ？」

　だが、その指輪が効力を発揮することはなかった。

「なんで？　どうして？　これで先輩は私のモノなのに？」

　待てども、そこにはなんの変化も訪れない。

「先輩、どういうことですか？　まだ、何か隠しているんですか？」

「いや、俺には……！」

　自分にも分からない、そう言おうと思ったところで、一つの可能性に行き着いた。

　俺自身、否運について全すべてを知っているわけではない。

　そして、否運には、何かまだ未知の呪のろいが込められている可能性がある。

　それがこの指輪によって証明されたのではないか？

「確かにお前の答えは正解だ。だが、俺の能力はそれだけじゃないんだ」

　だからこそ、俺は立たち葵あおいに笑みを返した。たった今気付いた結果を根拠にして。

「……なるほど、先輩もなかなか、考えますね」

「何も俺は、能力が一つだけとは言っていないぞ？」

　立葵の睨にらみに、塗り固めた虚勢で対する。俺自身、自問自答を繰り返している。

　なんだ？　否運には、いったい何があるんだ？

　考えても、答えは出ない。

　立葵はふてくされた顔をするが、はぁ、とため息を吐ついて続ける。

「でも、約束はしちゃいましたしね、第二の物もクリアってことで」

　その声と共に、セットしていた指輪に温かな波動を感じた。

　やはり、この指輪は正常に作動している。俺はそのことを確信した。

「あと、一つだ。約束は覚えているよな」

　ひとまず、この問題は一いつ旦たん置いて、俺は彼女の最後のお願いを尋ねた。

「大丈夫ですよ。そして最後です」

　頷うなずき、立葵は言葉を続ける。

「最後の物は、捨てられた子犬」




「は？」

「だから、捨てられた子犬です！　あ、私は寛大なので捨てられた子猫や子こ亀がめでも許可します。要は捨てられたペットを見つけてください」

　言い放たれた課題に、驚きよう愕がくを隠せない。

「その、捨てられた動物が居るという保証は？」

「さぁ。でもあんなにお話に出てるんだから、居ないってことはないですよ、きっと」

「それは、話の中でありふれているだけであって、現実ではそうじゃない」

「そうなんですか？　それは、先輩が困っちゃいましたね」

　無理難題に、俺は頭を抱えそうになる。

　立葵の顔は、やっぱりこの状況を楽しんでいた。

「さぁ、さっそく探しに行きましょう！　行かないんですか？」

「行くさ、それしかないんだからな」

　ずっと立ち止まっていても仕方ないので、当てもなく歩き始めた。

「あれ、違う能力は使わないんですか？」

「……使えない」

「ふーん、てっきりすぐに見つけちゃうのかと思った」

　まるで先程の意趣返しのように、立たち葵あおいは楽しげに隣へ付く。

　一番確実な場所は保健所だと思うが、いきなり行って入れて貰もらえるとは思えない。

「立葵。お前は、自分が動物を捨てる立場だったらどこに捨てると思う？」

「ありえません」

　思い立って尋ねるが、返事はノータイム。

「そういうのは良いから、ちょっと考えてみてくれよ」

「……仕方ないですね」

　しつこく言うと、立葵は眉み間けんにしわを寄せて考え始めた。

「やっぱり、病院の前とか、学校の前とか」

「拾ってくれる人がいそうなところか？」

「だって、そうしないと、死んじゃうじゃないですか」

　至極当然の話なのに、少しだけ違和感。

　人の事はあまり気にしないのに、動物の安否は気にするんだな。

「でも、他にも山とか、高速道路のＩＣの前とかも多いらしいな」

「え？　なんでですか？」

「同じ理由だよ。観光地とかは人が多いから、誰かが拾ってくれるんじゃないかって、思うらしい」

　聞いた話だし、実際にそうなのかは分からない。俺は捨てようと思ったことはないし。

「なんで、捨てようとするんですかね？」

　明後日あさつての方向を向きながら、立葵がぼそりと零こぼす。

「重荷になったとか、世話が面倒になったとか」

「家族じゃないんですか？　ペットって、信頼できる存在なんじゃないんですか？」

　立葵の声は、少しだけ揺れていた。

「お前は、捨てられた子犬を見つけてどうするんだ？」

「え？」

　立葵は、そんな単純な問いかけに言葉を詰まらせた。

「飼うのか？」

　立葵は少し悩み、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべながら言う。

「飼いません。いえ、飼えません」

「わざわざ、冷やかすために探しているのか？」

「そうかもしれませんね」

　軽けい蔑べつの色を滲にじませた言葉も、立葵は素直に受け止めた。

「私は、多分捨て犬を拾ったって責任は持てません。だから、飼いません」

　無責任な言い訳をしないで、ちゃんと返した。

「それなら、今から行く所で良かった」

「はい？」

「一カ所だけ、心当たりはあったんだ」







　向かった先は、とある中学校だ。

　中学校と言っても校内ではない。用があるのは、その裏のほうだ。

「どこに向かってるんですか？　こんな人気のない所に私を連れ込んで……！」

「いいから付いてこい」

　相変わらず一人楽しそうな立たち葵あおいに冷たい声を浴びせる。

　果たして、裏にあるちょっとした空きスペース。

「バウ！」

　そこには、立派に大きくなった一頭の犬が居た。

「ほら、こいつだ」

「こいつだって……」

　立葵は目を丸くし、その直後にカッと不満をぶつけてくる。

「全然捨てられた子犬じゃないですよ！　こんな、犬小屋があって、縄までつけてもらって、こんなに大切にされてるじゃないですか！」

「でも、こいつ、名前はないぞ」

「え？」

　立葵が固まったので、俺はその犬に近づく。

　あまり親しい間柄ではないのだが、嬉うれしそうに俺に触られた。

「コイツは、この学校の前に捨てられた子犬だった。誰にも拾われないまま、誰かが小屋を作って、縄でつないで、餌えさをやって、気付いたらこの学校の全員に可愛かわいがられてた」

「…………」

「でも、誰も拾わない。もうみんなのペットだからかもしれないし、やっぱり、誰もそこまでの責任は負いたくないのかもしれない。好きなときに好きな奴やつが散歩する。それくらいの存在なんだ」

　俺はこの犬にかける言葉が思い浮かばない。

　可哀かわい相そうなのかもしれないし、幸せなのかもしれない。

　数奇な人生、いや、犬生を送っているのだけは間違いないと思うが。

「だから、こいつは捨てられたペットで間違いない。これじゃ不満か？」

「……いえ、おっけーにします。やっぱり私は飼えないですし……」

　立葵が頷うなずいたところで、指輪がほんのりと熱を持った。

　暫しばらく待っていると、指輪は緩やかにほどけて立葵の首へと巻き付いた。

　まるで、約束を果たさなければ、そのまま殺すとでも言うように。

「なるほど、こうなるわけですね」

　自身の首に巻き付いたそれを撫なでながら、立たち葵あおいは静かに言った。

　本当に彼女が求めていたものはどうであれ、こうして俺は彼女のお願いを叶かなえた。

　最初から最後まで、良く分からないものに付き合わされたという感は拭ぬぐえない。

「なんにしてもだ、最初の約束は守ってもらうぞ」

「……案外あっけないものですね。仕方ありません、最初の公園に戻りましょうか」

　立葵は、寂しげな声音のわりには、あっさりとそれを受け入れた。




　一つ一つは下らないものだったが、三つも何かを達成していると存外時間は経たつ。

　戻ってきた時には、夏といえども夕方の静けさがより一層満ちていた。

　もの哀がなしい蝉せみの声が、かろうじて夕ゆう闇やみの静寂の中、響く。

「あーあ、今日はなんか、楽しかったなぁ」

　夕焼けの似合う寂しげな笑みを浮かべて、立葵は呟つぶやいた。

「好きな人と、一夏の思い出を満喫できた感じですかね？」

「変な言い方するなよ」

　立葵は、呆あきれた表情を見せた。

「まったく、先輩は全然乙女心が分かってませんね」

「いや、分かることならある」

「はい？」

「お前、俺のことなんて好きでもなんでもないだろ？」

「あは、ばれちゃいましたか？」

　指摘すると、立葵は可愛かわいらしさを意識した笑い方で、わざとらしく舌を出す。

「先輩のこと、いいなとかカッコいいとか思うのは本当ですよ？」

「俺が、お前に何かしたか？」

「はい。何もしませんでした」

「？」

　はい、と肯定の返事を寄よ越こしたのはいいのだが、続く言葉が意味不明だ。

「私に全然関心ないのに、しっかり私と話してくれました。嫌な感情とか、楽しい感情とか、はっきり私に向けてくれました。私に気に入られようって気持ちがまったく無かったから、私に真まっ直すぐ接してくれました。だから、私は先輩のことがちょっと気に入ったんです。なんかちょっと、似てるなって思って」

　無関心だったから、それが心地よかった。

　事故直後の俺の気持ちと、それは確かに似ていた。

「だから、ちょっと似てるけど、結構違うってのも感じちゃうんですけどね」

　あはは、と立葵は笑う。どうにもから笑いの気配がする。

　俺はそれ以上、彼女と雑談することはない、そう思った。

「手鏡、渡してもらう前にさ、呪のろいを解いてもらっても良いか？」

「解くですか？」

「多分、その中にある感情みたいなものを解放してくれれば良いと思う」

　立たち葵あおいはこくりと頷うなずくと、手鏡を取り出して何かを念じるようにする。

　すると、ゆるゆると黒いモヤが手鏡から立ち上り、空気に溶けて行った。

「これで、大丈夫、ですかね？」

「多分」

　そう言った瞬間、立葵の携帯が鳴った。

　ビクリとした立葵が画面を睨にらむと、すぐにしかめっ面になる。

「うわぁ、今まで無気力だった癖に、戻った瞬間長文ですよ……」

「アドレス、変えたほうが良さそうだな」

「まったくです！」

　憤慨の息を漏らし、その後に立葵は苦笑いを浮かべた。

「でも、そしたら先輩も私にメール、くれなくなっちゃいます？」

「そうだと言ったら？」

「それは、寂しいです」

　本心がどこにあるのかは分からないが、少しだけ寂しげに顔を伏せる。

「もともと、俺は自分からメールを送るタイプじゃない」

「あ、そうなんですね。じゃあ、ちょっと安心しました」

　立葵は、今度はほんわかとした笑みを浮かべる。

　そして、手鏡を俺に突き出した。

「どうぞ、約束は約束です」

「ああ」

　俺は、手のひらを上にしてそれを待つ。

　立葵は、その上に手鏡を乗せるようにして、手を開いた。

　そうして、手鏡は俺に、




　渡らなかった。




「え？　なんで？」

　手鏡は、立葵の手のひらに吸い付くようにして離れない。

「ちょっと！　どういうこと!?　なにこれ!?」

「落ち着け！」

「いや！　なにこれ！　離れてよ!?」

　慌てて声をかけるが、立葵はやたらめったら腕を振り回し、

「あ」

　ぽとりと、立たち葵あおいの影に吸い込まれるように手鏡は手を離れた。

「……なに……これ？」

「立葵！　離れろ！」

　俺の声にも反応を示さず、立葵はぼんやりと影に落ちた手鏡を見る。

　そして、鏡から湧わき出した黒いモヤが、立葵の体に巻き付いた。

　立葵の額に、赤黒い痣あざが浮いた。その瞬間をはっきりと目撃した。

「ああ、そう。そうだね」

　立葵はボソボソと独り言を呟つぶやく。そのまま体を震えさせたかと思うと、

「怒りも、喜びも、哀かなしみも、楽しさも、全部こんな感じだったよ」

　うんうん、と何かに納得して頷うなずいた。

「立葵、大丈夫……じゃなさそうだな」

「ふふ、先輩、そうですね、ちょっと大丈夫じゃないかもしれませんけど、結構今、いい気持ちですよ」

　声をかけると、暗く淀よどんだ瞳ひとみを俺に向け、立葵は微笑ほほえんでいた。

「その鏡、渡す約束だったんだが」

「ごめんなさい先輩。私も渡したいんですけど、離れてくれないんです」

　いつの間にか、接断鏡は立葵の体にぴったりと張り付いていた。

「だからもっと怒って良いですよ？　そしたらちょっと哀しくて、でもやっぱり嬉うれしかったりしますし」

「説教が欲しいならいくらでもくれてやる。だから、心を強く持て、その状態、飲み込まれると大変なことになるぞ」

　脳裏には、かつての笹ささ岡おかが浮かんでいた。

　呪のろいの反動。

　相手を呪うということは、自分も影響を受けるということ。

　おそらく、これまではその反動分を、その鏡が溜ため込こんでいたのだろう。

　そして、それを解放し、手放そうとしたこの瞬間に、爆発した。

　これ以上進むと、更なる暴走は目に見えている。

「落ち着いてそれを、意識から手放すんだ」

「ああ、やっぱりだめ、鬼灯ほおずき先輩気に入っちゃったから、ちょっといい子でいようと思ったんだけど、やっぱりだめ！　私、これ渡したくない！」

　言葉によって説得を試みようとするが、返ってくる言葉は芳かんばしくなかった。

「というか先輩も変だよ！　どうして私を見てくれないの!?　なんで弾はじくの!?　意味わかんない！　全然意味分かんない！」

　立葵は憤怒の表情を浮かべて吠ほえる。瞬間、熱量を持った怒りの粒があたり一面にまき散らされる。

「分かった！　私のことが嫌いなの？　だから駄目なの？　何それ酷ひどい！　泣いてやる、泣いてやるんだから！」

　かと思えば、大声をあげて泣き出す。寒気のする哀かなしみの粒は、そこら中に突き刺さる。

　まずは、こちらに意識を向けて貰もらえないと話にならない。

「立たち葵あおい！」

「なんですか先輩？　もしかして、私に何かお話ですか？」

「そうだ、真剣な話だから、静かに聞いて──」

「やった！　先輩とお話だ！　楽しいな！」

　そのままピョンピョンと跳ね出した。本当に埒らちが明かない。

　まるで、今までの立葵の感情の揺れ動きをそのまま行動にしたみたいだ。

「あれ？」

　そこで、あることに気付いた。

　今まで、暴れ回る立葵にだけ注目していたが、張り付いたままの接断鏡に何かが映った気がした。

　注意深く向き合う。すると、

　接断鏡の中に取り残された、立葵の記憶のようなものが、脳裏に映し出された。




　立葵鏡きよう子こ。

　幼い姿の立葵が、居る。

　傍らには、両親、数名の執事らしき人物、ペット。

　それを見る限り、立葵は笑っている。

　場面がいくつもフラッシュバックする。

　そこに、登場する少し若い執事、立葵はよく懐いているようだ。

　一緒に犬の散歩をしている。

　本を読んで貰っている。

　肩車をされている。

　そして、ある夏の日の情景が映し出された。

（きょうはおでかけなの？）

（ええ、お嬢様。お支度をどうぞ）

　執事は慇いん懃ぎんに立葵を誘う。

（クフェアは？）

（今日はお留守番です）

（そうなんだ……）

　それから、執事と手を繋つないで、立葵は屋敷の外に出た。

　その後の場面。

　立葵がだだをこねて、執事にアイスを買って貰っている。

　それはなんと当たりだったようで、立葵はもう一本を執事に渡していた。

　執事は、苦笑いしながらそれを食べている。

　移動の最中、立たち葵あおいは商店街に興味を示した。

　大したことのない小物を買ったら福引き券を貰もらう。

　たった一枚のそれを宝物のように握りしめた立葵は、はずれのティッシュを引き当てた。

　そして、場面は夕方に。

　屋敷から離れた公園にて、立葵は執事と二人で座っている。

（そろそろ帰るお時間？）

（……ええ、そうですね）

　執事は、しきりに時間を気にしているようだった。

　そんなおり、遠くから犬の声がした。

（クフェアだ！）

　立葵は大喜びでかけよった。

（そんな、馬鹿な……）

　しかし、執事はその瞳ひとみを凍らせ、犬を見ていた。

（クフェア？）

　登場した犬は、立葵を守るように執事を睨にらんでいた。

　そして、そのまま大声で居場所を知らせるように、吠ほえ続ける。

（うるせぇ！　クソ犬が！）

（キャン！）

　執事は、犬を蹴けり上げた。悲痛な叫び声をあげ、犬は倒れ込む。

（え!?　どうして！）

　立葵は執事を睨んだ。

　執事はそれまでの慇いん懃ぎんな態度を崩して、横柄に立葵に話しかける。

（あぁ、お嬢様。残念ですけど俺は今日で執事をやめます）

（え？）

（そしてお嬢様は、もう家には帰れません）

（なんで!?　どうして!?）

（いいからこい！）

　執事は、嫌がる立葵を連れて、その場から去ろうとする。

（こっちから鳴き声がしたぞ！）

（こっちだ！）

　その直後、人の声が響き、

（くそっ！）

　それから間もなく、執事は集団に取り押さえられた。

　場面は切り替わる。

　両親を前にした立葵の姿。

（クフェアはどこ？）

（鏡きよう子こ、あの犬のことは忘れなさい）

（え？）

（あんな誘拐犯に良く懐いていた犬は要らない。もう捨ててしまったよ）

（うそ！　うそうそうそ！）

　立たち葵あおいの必死の叫びも届かず、両親はその場を去った。

（なんで、どうして）

　立葵は暫しばらく泣き続ける。哀かなしみが雪な崩だれ込こんでくる。

　立葵はこのとき、信頼していたものを同時に失った。







「ぼーっとしてどうしたの先輩？」

　立葵の声に、今度は現実へと立ち返る。

「もしかして、私に見み蕩とれちゃってた？　そう？　そうなの!?」

　立葵はうっとりと目を細める。

　先程からこういった行動を取る度に、痣あざが少しずつ、大きく濃くなっている気がする。

　唐突に覗のぞいてしまった、立葵の過去。

　接断鏡に取り残された、立葵の内面。

　そして今日の行動の意味が繋つながった。

　今日の行動は、立葵の傷の再現だ。

　当たりのアイスを食べて、福引きではずれを引いて、最後は犬が迎えてくれる。

　ある、夏の日の上塗りだ。

　その行動を、なぜ今日取ったのかは分からない。なぜ、俺相手に行ったのかも分からない。だけど、それを知った今、彼女に足りないものが何なのかも分かった気がした。

「立葵」

「ん？」

「人を、信頼できないか？」

　俺の問いかけに、立葵は暴れていた感情の波をピタリと抑えた。

「どういう意味ですか？」

「信頼できる人間なんていないと思うか？」

　立葵は考え込むように止まり、

「あったりまえじゃないですか!?」

　吐き出した。

「当然ですよ！　どうせみんな上辺だけ！　どんなにいい顔してても裏では何考えてんのか分かんない！　表面だけ良ければそれでいい！　世の中そんなのばっかりじゃないですか!?　そんな中で、何を信用しろって言うんですか!?」

　みんな上辺だけ。

　確かにそうかもしれないと、少しだけ思った。

　友達に辛つらく当たる奴やつが、先輩にはペコペコしたり。

　ありがとう、の言葉の直後には不平不満をぶちまけたり。

　いつも笑顔で話していたのに、裏では散々こき下ろしたり。

　きっと、そういうことなんて、とても自然で、ありふれている。

　だから、立たち葵あおいの言っている事、全すべて否定はできない気がした。

「だけど、それだけじゃない！」

「どういう意味ですか？」

　脳裏には、ほんの少し前に俺に不満をぶちまけた、莉り子この顔が浮かんでいた。

「不平や不満があってそれをぶちまけないのって、それが人の為ためになるからじゃないのか？　誰かれ構わずそんなことしてたら、生きにくい世の中になるだけじゃないのか？」

「それが醜いって言ってるんじゃないですか!?」

「そう思うならその中で、ほんのちょっとだけ、そんな事を言い合える人を見つければいいんじゃないのか！」

　自分が綺き麗れい事ごとを言っている自覚がある。

　それでも、俺はこの哀かなしい彼女を止めてあげたい。

「そんな人、どこにも居ないかもしれないじゃないですか！　そんな都合のいい相手は、お話の中だけかもしれないじゃないですか！」

「だけど、この街にだって捨て犬はいたぞ？」

「つっ！」

　お話の中だけって否定しかけた捨て犬は、この街に少なくとも一匹は居た。

「そんな人、どうやって見つければいいっていうんですか？」

「探す、根気よく」

「見つからなかったら？」

「居ないわけじゃないんだ、見つからないわけがない」

　多分、自分にとって信頼できる人なんて、もの凄すごく少ないだろう。

　そんな人と出会うなんて、とても低い確率だろう。

　だったら、見つけられるはずなんだ。

「確率が低いっていうなら、俺が探す手伝いをしてやるよ。最初の、手鏡みたいにな」

「……先輩が？」

「お前も今日知っただろ？　俺が、低い確率を引き起こす能力を持っているって」

　今日、立葵が導き出した答えだ。彼女がそれを否定するわけがない。だが、

「先輩だって隠し事してたくせに、能力、それだけじゃないくせに！」

　最後に残った俺に対する不信感。それだけは、俺にもどうすることもできない。

　だったら、正直に言うしかない。

「俺も実は、知らなかったんだ！　お前に隠し事をしているわけじゃないんだ！」

「嘘うそ！　嘘嘘嘘！　知ってる！　みんな嘘うそ吐つきだって！　どうせ本心じゃないんだ！」

　まき散らされた言葉が、暴力のように俺の肌にじりじりとぶつかる。

　それでも、近づかなければ、暴れる立たち葵あおいをどうにかしなければ。

「だから！　これからだ！」

　俺は、思い切って立葵に近づく、そしてその片手を掴つかんだ。

「離して！　離してよ！　先輩は私に興味ないんでしょ！　ほっとけよ！」

　振りほどこうと人外の力を込める立葵に必死に食らいつく。

「確かに！　俺はお前に興味なんてなかった！　親しくするつもりも、これから先のこともまるで考えてなかった！」

「ほら！　だったら！　だったらなんで！」

「だけど！」

　振り回されながら必死に、もう片方の手も掴む。

　両手を押さえて彼女を後ろに押し倒す。

「こんなに助けを求めている子を放ほっとけるかよ！」

「私は！　助けなんて求めて、求めて……」

　立葵は言葉につまる。本心を垂れ流しているからこそ、彼女は嘘を吐けない。

「だから、俺が助けてやるから、お前のはけ口に俺がなってやるから」













「……本当ですか？」

　立たち葵あおいの力ない問いに、俺は静かに頷うなずいた。

「今だけは、ほんの少しでいい、俺を信頼してくれ」

「……うん」

　暴走が、収まっていた。

　俺は、その額の痣あざに封ふう神しん珠じゆを押し当てた。

　パキンと鈍い音がして、痣は消え去る。

　カランと、張り付いていた手鏡は彼女の腹部から滑り落ちた。







「やぁ、いらっしゃい少年」

「どうも」

　からんからんと鐘を鳴らし店に入ると、率りつさんはいつもの調子で挨あい拶さつをする。

　立葵の件が片付いたので、俺は回収した接断鏡を率さんの店に届けに来ていた。

「それと少女も」

「……こんにちは」

　何な故ぜかついてきた立葵を引き連れて。

「いやぁ、これはあれだね、どうにも青春の香りがするね」

「そんなんじゃないですよ、多分」

　訳知り顔で頷いている率さんに、どうにも上う手まく返事ができない。

　青春といったらそうかもしれないと、少し思う。

「それで、今日はどういったご用件で？」

「はい、一つ片付いたから、これ、預かってくれますか」

　俺は鞄かばんから手鏡を取り出し、率さんに渡す。

　率さんはそれをまじまじと見つめて、ふむ、と頷く。

「これは、接断鏡かな？」

「ご存ぞん知じなんですか」

　素直に感心する。いつもは全然仕事をしている様子は見えないが、やはりこれでもプロの呪のろい専門家なのだ。

「ああいや、昔実物を見た事があってね。それで……いや、しかし……」

　率さんはそのまま、何かを考え込む。

「率さん？」

「うむ、なんでもないよ。ということは、その少女は？」

「……有り体に言えば、犯人、ですかね」

「ああ、なるほどね」

　率さんは、うんうんと頷いて、にこりと笑った。

「どうだい？　呪のろいに振り回された感想は？　少し気分が清すが々すがしいかな？」

「……というよりは、気恥ずかしい、ですね」

　立たち葵あおいは、さっきからこんな調子でしおらしい。

　どうにも、笹ささ岡おかの場合と違って、呪じゆ具ぐを破壊していないとその当時の記憶というのも残るみたいだ。

　つまり、立葵には、先程自分が大暴れしていた記憶も、残っているのだろう。

「ところで少女よ、変なことを聞いて良いかな？」

「はい？」

　率りつさんは、立葵を少女と呼び、話しかける。

「この鏡を手に入れたのはいつだか、覚えているかな？」

「……えっと」

　立葵は静かに過去を振り返り、その答えを弾はじき出す。

「私が、もの凄すごく塞ふさぎ込んでたときだったから、六年前くらいかなと」

「六年……ついでに、誰に貰もらったかとかは？」

「それが、あんまり覚えてないんですよ。でも、気付いたら家の蔵にあったみたいです」

　蔵。思い出した、立葵の家には立派な蔵がついていた。呪具なんてゴロゴロと転がっていそうなものが。

「君の家には、大きな蔵があるそうだね。そこの物品を誰かにバラまいたりとか、した覚えはないかい？」

　率さんの声が途端に鋭くなる。疑っているのだと分かった。

　彼女が、この街に呪具をバラまいた黒幕なのでは、と。

「え？　そんなことしないですよ。なんの意味があるんですか？」

　だが、立葵はキョトンとした表情でそう返しただけだった。

「分かったありがとう」

　率さんは礼を言って、また少し眉み間けんにしわを寄せる。

　だが、すぐに気を取り直して、俺の方を向いてにこりと笑った。

「だが、今回のこの事件。少年は一人の力で金星をあげてしまったということか」

「……苦労は、しましたけどね」

　情報収集から、コミュニケーション的な部分から、そういった所でどれだけ莉り子こに頼りきりだったのかを実感した。

「でも、おかげで私、ちょっと救われました。ありがとうございます、鬼灯ほおずき先輩！」

　とってつけたような礼を、立葵がする。リアクションを返す気にはなれない。

「それと、率さん、一つまた分かったことがありました」

　俺は忘れないうちに、今日手に入れた情報を率さんに話す事に決めた。

「なにかな？」

「否運にはやっぱり、俺の知らない能力があるみたいです」

「……そうか」

　率りつさんは、その眼鏡の奥の目を細める。真剣に考え込むような表情をするが、ふっと何かを吹っ切った。

「私の方で、もう少ししたら正体が掴つかめるかもしれない。そしたら、連絡しよう」

「分かりました」

　率さんの提案を受け入れたあと、ふと疑問がよぎった。

「俺、率さんに連絡先を教えたことありましたか？」

「…………」

　沈黙。率さんは何か手元を操作する。

　ピピ、ピピ、ピピ。

「何か質問はあるかな？」

「……やめときます」

　相変わらず、変な所でミステリアスな女性である。

「さて、この件に関して、莉り子こには何か伝えておこうか？」

　俺の帰る気配を察したのか、伝言を預かってくれるらしい。

「いや、できたら直接伝えたいんですけど」

　だが俺もそろそろ、莉子とちゃんと会って話がしたい。それなので、そう伝えた。

　率さんはニヤニヤとした笑みを消さずに、

「だそうだよ、莉子」

　入り口の扉の方に向かって、そう言った。

「は？」

「あ、あはは、バレてた？」

　俺が慌てて扉の方を向くと、扉をほんの少し開けて莉子が聞き耳を立てていた。

「なんで、鐘の音が……」

「だから、あれは呪のろわれた人間専用だと言っただろう」

　つまり、莉子が扉を開けても音は鳴らない。だから、熱気が入り込まない程度に開けておけば、盗み聞きだってできるというわけだ。

「あの、お久しぶり、な感じだね、灰かい斗と君」

「ああ、そんな感じだな」

　お互い学校で顔は合わせている。だが、会話はしていない。

　莉子は俯うつむき加減で、やはり常の溌はつ剌らつとした感じはない。

「あはは、私居なくても、なんとか、なっちゃったんだ、ね」

「……そうだな。だけど、お前が居なかったから──」

「いい！　そういうの、いい、から」

　俺が言葉をかけようとするが、莉子はそれを遮る。

「ご、ごめん。本当にごめん、またね！」

　そして、会話もそこそこに店内を抜けて、店の奥に引っ込んで行った。

「ふむ、我が妹ながら、流石さすがにそろそろ心配になってきた所だね」

　率りつさんはその様子を見て、悩ましげな声をあげた。

「ひとまず、今日は帰ります。なんとなく、立たち葵あおいを放ほうってもおけないですし」

「ああ、分かったお疲れさま」

　莉り子この事が心にひっかかるが、今はとりあえず率さんに任せておこう。

「それと少年」

「はい？」

　店を出ようとした所で、珍しく率さんに引き止められた。

「……体調に気を付けて、夏バテとか、流は行やっているみたいだしね」

「ええ、お互い様です」

　今度こそ、店を後にした。







「ここまででいいです！　ありがとうございました！」

　立葵を途中まで送って行くつもりで、気付いたら割と豪勢な家の前まで来ていた。

「あの、先輩」

「なんだ？」

「……勝手に連絡とか、してもいいですか？」

　家の前にあって、立葵は最後にモジモジと尋ねる。

「別に構わない。こっちだって、少し聞きたいことがあるしな」

　聞きにくいことだから今は聞かないが、いずれ聞かなければならない。

　鏡の使い方を知ってから、行動に移すまでの間、誰かと関かかわりがなかったかとか。

「なんでも聞いてください！　そして答える度にご褒美ください！」

「ふざけんな」

「手厳しい！」

　だんだんと立葵は、俺を連れ回したときの調子に戻ってきた。

「でも一つだけ、ちょっと聞いて良いか？」

「はい、なんでしょう！　ご褒美は頭なでなでが良いです！」

「お前、なんで敬語が嫌いって言ってたんだ？」

「スルー！　えっと、なんでって言いますか……」

　立葵は少し恥ずかしそうに語る。

「敬語って、とっても表面的な話し方だと思うんですよ。とりあえず、固い殻かぶって上辺だけでお話しましょうって感じ。だから嫌だったんです」

「ほぉ」

「でも……」

　そこで、言葉を付け足す。ちらちらと俺の方を見ながら。

「鬼灯ほおずき先輩と話すときは、ちょっと敬語くらい殻かぶってないと……恥ずかしいですね」

「はぁ？」

「つまり、そういうことですから！　さよなら！」

　そして、逃げるように立たち葵あおいは走り去って行った。

　取り残された俺は、何が何だか分からない。

　要するに、あいつは俺の事を好きだと言いたいんだろうか。

　それは、少し気恥ずかしくて。

　それ以上に、どうしてだか、怖かった。







「ただいま、っと、どうした蓮れん華げ？」

　家に帰ると、玄関を開けた瞬間に蓮華が俺に飛びかかってきた。

「おかえりなさい兄さん！　今までこんな遅くまでどこにいたのですか!?」

「どこと言われてもな」

　言われてみると、今日は色んなところをほっつき歩いていた。でも、そこまで遅い時間に帰ったわけでもない。

「そんなに血相を変えてどうしたんだ？」

「どうしたもこうしたも無いですよ本当に！」

　蓮華は俺を居間まで引っ張って行き、テレビのニュースを指差した。

　ニュースではコメンテーターが若者の家出だとかの話題で盛り上がっていた。

「いや、いくらなんでも、家出の予定は無いから。心配し過ぎだ」

　と、軽く否定したが、蓮華は俺を逃がさないようにしっかりと抱きしめる。

「それだけじゃありません！　最近、夏バテでぐったりしていた人が急に活動的になって、そのまま姿を消しちゃうっていう事件が起きてるらしいんですよ！」

　夏バテ、再びその単語を聞いた。

　だが、蓮華はその先までさらに言葉を進めて行く。

「それでもう、兄さんは最近ぐったりしていたのに、いきなり聞き込みとかするくらい活動的になっちゃって、そしたら今日、帰って来ないんですもん!?」

「ああ、違う。全部違うから、気にするな、ていうかお前原因知ってるだろ」

　その目で俺が立ち直る姿を目の当たりにしていた筈はずなのに。

　我が妹ながらすごい妄想力だ。流石さすがにそろそろ心配になってきた。

「では、兄さんは家出なんて絶対にしませんか？」

「ああ、しないしない」

「ずっと家族で居てくれますか？」

「ああ、はいはい、当たり前だ」

「ずっと私と添い遂げてくれますか？」

「なんの話？」

「どうしてそこは素直に頷うなずいてくれないんですか！」

　適当に流しつつ、聞き返したら逆切れされた。

「とりあえず、蓮れん華げはそこまで心配する必要ないから」

「……そうですか。ええ、そうですね」

　そこで蓮華はようやく体を放してくれた。

　敬語の割に、上辺だけとかそういったモノを超越している。

　敬語、か。

「なぁ蓮華。俺がもし、敬語をやめろって言ったら……」

「うん、その時は、また昔みたいに灰かい君に甘えちゃおうかな？」

　俺が言い切る前に、蓮華は返した。

　あまりにも自然に、すらすらと出てくる言葉に驚いた。

　そういえば、俺が見ていない所で蓮華がどういう話し方をしているのか、知らない。

　もしかしたら、いや、もしかしなくても蓮華は……。

「という妹な言葉遣いの他にも、兄さんが望むのであればお姉さん風、母親風、幼女風、幼おさな馴な染じみ風、後輩風、女友達風に新妻風などなど、どんな言葉遣いでもしてみせましょう」

「しばらくはまだ、敬語で良いよ」

「そうですか」

　俺はまだまだ、この妹の事を侮っていたのかもしれない。

「それでは、いつも通りの敬語でお聞きしますが」

「うん？」

「今日はまた、違う女の匂においがしますね？　あの、お知り合いさんでしょうか？」

「…………」

「いったい何があったのか、お聞かせ願えますよね？　兄さん？」

　にこにこという擬音以外の、一切が似合わない表情だというのに、その顔からは笑顔が一切感じられない。こいつ、一体いつからそんな特殊能力を身につけたんだ。

　本当に、俺はこの妹の事を侮っているのかもしれない。






　５　暗闇の中に光る









　夏休みまでは、もう数える程しか日が残されていない。

　立たち葵あおいの一件からも、やはり莉り子ことは話せずじまいだった。

　せめて一言だけでもとは思うのだが、どうしてもそのタイミングが掴つかめない。

　この部屋に、彼女の声が響いたのはどれくらい前だっただろうか。

　少し前までは運動部の声がささやかに届いていた筈はずの部室には、今はけたたましいセミの声だけが木霊していた。

　そして、その声に対してうるさいと文句を言う人間は、

「あーもう、本当にうるさいですね！　殺虫剤を裏の森にぶちまけたいです！」

　何な故ぜか居た。

「本当にうるさいわね。というか、この子誰なの？　ねえ灰かい斗と？」

　何故か二人もいた。

「そもそもお前らがうるさい」

　言うと、きょとんと二人、朽くち名な詩し穂ほと立葵鏡きよう子こは顔を見合わせた。

「え？　ここってもしかして、そういうカチッとした部活だったのかしら？」

「というか、先輩、ここ部活だったんですか!?」













　詩し穂ほと立たち葵あおいは、揃そろって目を丸くする。

「そういう部活じゃなくても、わざわざ来る必要ないだろ。なんで居るんだ」

「そりゃ、莉り子こが居なくて、灰かい斗とが寂しがってないかと思ってね」

「気にし過ぎだ」

　朽くち名なはそう言って、最近何な故ぜかちょくちょくと様子を見にくる。

　ついつい邪険に扱ってしまうが、心配してくれていることは分からないでも無い。

「私は先輩に会いたいから来てます！」

「そもそもお前は学校が違うだろうが。なんで普通に入れるんだ？」

　そして、立葵はあんなに寂しそうな別れをした次の日には、この部室に乗り込んだ。

　それから、ことあるごとにというか、ほぼ毎日、ここに顔を出している。

「それはほら、この来客印が目に入りませんか」

「なんで、毎日来客できるんだって」

「それはほら、ごにょごにょの力ですよ」

　聞かなければよかった。

「毎日来るなよ、鬱うつ陶とうしい」

「えー、だって毎日でも先輩に会いたいじゃないですか！」

　相変わらず、感情を正面からぶつけてくる少女だ。

　その素直さには、少々面食らう。

　あの後に、立葵から『癒いやす人』の生い立ちを聞いたが、ダイレクトメッセージのようなものでやり方を教わっただけで、直接誰かにそそのかされた訳では無いと言っていた。

　それならそれで良かったのかもしれないが、俺は未いまだに一つ引っかかりがあった。

　以前、笹ささ岡おかに呪じゆ具ぐを送りつけた者は、何者だったのか、だ。

　笹岡は、呪のろいなど何も知らない一般人だ。そんな笹岡が呪具を手に入れた以上、それを渡した何者かは存在していないといけない。

　そいつが、この立葵の件にも噛かんでいるのではと、密ひそかに期待したのだったが。

　黒幕の尻尾しつぽは、依然掴つかめないままだった。

「へ、へぇー。灰斗、私にもいつでも連絡してくれて良いから」

「ん？　ああ」

　立葵の言葉を聞いて、詩穂も何故か対抗する。

「あと、たまには家にも遊びにくると良いわ、雫しずくも、喜ぶと思うから」

「ああ、分かった」

　その言葉を残すと、詩穂はさっと立ち上がった。

「帰るのか？」

「ええ、ちょっと用事があるから。私は本当に、あなたの顔を見にきただけだしね」

　そう言って俺と、立葵をちらりと見る。

「くれぐれも、男女二人で何か間違いとか無いようにね」

「釘くぎを刺されるまでもない」

　俺が返すと、詩し穂ほは少しだけ不満気に教室を去って行った。

「さて、それでは間違いを起こしましょうか、先輩」

「お前一人でやってろ」

「え？　いいんですか？」

「訂正する。家でやってろ」

　詩穂が居なくなったとたんに加速する立たち葵あおいの冗談にうんざりする。

　立葵は、いつまでもマイペースで、周りの迷惑を顧みない奴やつという印象が拭ぬぐえない。

「……それと先輩」

　だが、不意に落ち着いたトーンの声。

「私、ちょっとだけお見舞い、行ってきました」

「お見舞い？　……ああ」

　唐突に立葵が切り出した会話。少し考えたら、心当たりなんていくらでもあった。

「熱中症で倒れた人、事故に遭っちゃった人、何かできるわけじゃないし、法律とかで考えたら関係ないですけど、ちゃんと、謝ってきました」

「……そうか。お疲れさま」

　殊勝な態度の立葵に、さっきの自分勝手な印象は、少し薄れた。

　彼女がどんな思いでそれをしたのか。それはきっと、悪い事ではないと思う。

「でも最悪でした。私がそれをしとかないと先輩からの好感度下がるかなって思って行っただけなのに、勘違いして迫りまくってくるんですもん。二度と行きません」

「……おい」

「……そういう感じで、お願いしますね？」

　立葵は、ふざけた感じで、それでも少し優しい顔で言った。

　彼女の中の照れくさい何かを感じて、俺は話題を変えることにした。

「そういえば、お前さっきここが部活だったのかとか言ってたけど、部活じゃなかったらなんだと思ってたんだ」

「さぁ？」

「さぁって、じゃあお前、ここにどうやってたどり着いたんだ？」

「え？　知り合いに聞いたんですけど」

「知り合い？」

　そういえば、こいつがどうやってこの部屋にたどり着いたのかは、聞いていなかった。

「知り合いって、誰だ？」

「ええ、知ってるか分からないですけど、氷ひ榊さかきって人です。氷榊玲れい司じ」

「氷榊だと？」

　その名前には聞き覚えがあった。当たり前だ。

　なにせ、俺が立葵にたどり着くきっかけを作ったのは彼なのだから。

「知り合いなのか？」

「んー、まぁ、家同士の付き合いと言いますか、昔から細い繋つながりがある感じですかね」

　それはまた意外だった。氷ひ榊さかきが名家の生まれだとは。

「……そういや、情報を貰もらったのに、礼の一つも言って無かったな」

「お礼ですか？」

「いや、お前には……まぁ、関係ない」

「なんですかその間!?　なんか気になります！」

　立たち葵あおいは、説明して欲しそうにキラキラと俺を見つめていたが、

「ちょっと出てくる。せっかく居るんだし留守番しといてくれ」

「えー？」

　俺はそれを振り切るように、その場を去った。




　氷榊は、まだ教室に居るだろうか？

　とりあえず一度覗のぞいてみようと扉に手をかけたところで、

「え？」

「あっ」

　タイミング良く出てきた莉り子こと鉢合わせた。

「どうしたの犬いぬ蓼たでさ……あ」

　後ろから続くように来ていた女子達たちは、俺と莉子とを見比べて頷うなずき合う。

「犬蓼さん！　私達、用事思い出したからごゆっくりー」

「あ、ちょっと！」

「いいからいいから」

　そして、俺と莉子を残して、スタスタと去って行ってしまった。

「あの、灰かい斗と君？」

「ああ、悪かったな、邪魔して」

　莉子は困ったような顔をして、俺はそれに罪悪感を覚える。

　しかたなく、少しだけ廊下に出て俺達は顔を見合わせた。

「あのさ、今更聞いて良い？」

「なんだ？」

　莉子が尋ねる。俺はそれに答える。

「事故の日、そう、あの日。やっぱり、蓮れん華げちゃんが言ってたことって、正しかった？」

　蓮華が言っていたこと。俺が立葵と遊んでいたか否か。

「……正しかった」

「そう、なんだ」

　俺はそこで嘘うそは吐つかなかった。

　莉子は、深呼吸するように、その言葉を奥深くまで飲み込む。

「あの日言ってた事って、まだ、そう思ってる？　人の事なんてどうでも良いって」

　あの日言ったこと、俺が直接言った一言。莉り子こはまだ、ずっとそこにいたんだ。

「今は違うよ」

「……そっか」

　莉子は、それまであった緊張を吐き出した。

「それだけ聞けたら、今はちょっと満足かな。うん」

　まだほんのりと対応がギクシャクしている感じはあるが、莉子はうっすらと笑みを浮かべていた。自然と、口が動いた。

「なぁ、莉子」

「ん？」

　言うべきか、言わないべきか。いや、今迷うことじゃない。

　口を動かす前に、その答えはしっかりと出しておかなければいけなかった。

　だから、口に出した以上は言うしか無い。

「あの時、お前を傷付けるようなことを言って悪かった」

「え？」

　莉子の戸惑いの表情が、目に焼き付く。

　なぜ、俺がそういう事を言うのか、まるで分からないという顔だった。

「俺はお前に嫌われるようなこと、確かに言った。そして、あの時はそれで良かったとか思ってた。でも、そんなわけないよな。だから、ずっと謝りたかったんだ」

　もしかしたら、俺はただ自分の為ためだけにこんな事を言っているのかもしれない。でも、しっかりと言わないといけないことだ。

「莉子が俺のことを迷惑に思うなら、俺はもう関かかわったりしない」

「……あぇ？　どういうこと？」

　莉子は、ただ呆ぼう然ぜんと俺を見つめていた。そこに宿る感情は、読み取れない。

「お前が居なくても、俺はなんとかやっていけるかもしれない。だから、俺が迷惑なら、もう関わらないで欲しいなら、言ってくれ」

「そんなことあるわけない！」

　莉子は、はっきりと否定した。今度は俺が面食らう番だった。

「違うの、私が灰かい斗と君と話せないのは、そうじゃなくて──」

　莉子の暗く淀よどんだ声が、似合わない声が耳を震わせる。

　その後に続く言葉を待つ。莉子が、その続きを必死に口に出そうとしていた時、

「私が──」

　ガラッ。

「あれ？　ごめんなさい、お邪魔しちゃったね」

　教室から、タイミング悪く探していた人物が現れた。

「……あ」

　莉り子こはそこで黙り込んでしまう。

　俺は、莉子の続きを待つかどうか迷い、氷ひ榊さかきに話しかけることにした。

「氷榊、丁度良い、今時間あるか？」

「ん？　大丈夫だけど？」

　そんなにかかる話ではない。少し礼を言うだけなんだから。

　ただ、

「…………？」

　できれば、立たち葵あおいの呪のろいの件は、莉子の居ない所で話がしたかった。

「ちょっと場所を変えても良いか？」

「うん、いいよ」

　提案を氷榊は即座に受け入れる。

　俺は莉子に目を向ける。言い足りないと顔に書いてあった。

「悪い莉子、続きは、また後で」

「…………うん」

　莉子がしぶしぶ頷うなずいたので、俺は氷榊と並んで廊下を歩いた。

「それで、どこで話そうか？」

　氷榊が、やたらと弾んだ声で尋ねてくる。

「そうだな、なるべく人目に付かない所がお前の為ためか？」

「うーん、気にしなくていいと思うけど、そうだね、裏の森の辺りとか？」

「やたらと辺へん鄙ぴな所を指定するな」

「たまには、密談って雰囲気を楽しみたいからね」

　氷榊の言っていることはあんまり理解できないが、密談というならそれも良いのかもしれない。




　裏の森は、学校の敷地からは外れたところにある。

　グラウンドの脇を通り抜けると、少し木が密集した地帯があり、そこをなんとなく裏の森と読んでいるだけだ。今の時期はセミの声がやかましい。

「うーん、こんなにうるさいと、やっぱり話には適さないかもね」

「もともと、そんなに重要な話でもないんだ。どうでもいいだろ」

　俺は氷榊と会話を楽しむつもりはないので、さっさと本題に入る。

「この前は、引きこもりの生徒のこと教えてくれてありがとな」

「うーん？　そんなの本当に良いのに」

　俺が改まって礼を言うと、氷榊は大げさだなぁと笑った。

「あれから僕もちょっと調べてみたんだけど、結局『癒いやす人』なんて都市伝説だと思ったけどね」

「まあ、な。俺もそう思ったけど、実際に会う事には成功したぞ」

「本当かい？」

　俺がそう言うと、氷ひ榊さかきは興味深そうに目を細めた。

「彼女、どんな人だった？」

「そうだな、実は、お前も知っている人間だった」

「というと？」

「立たち葵あおい鏡きよう子こ。知ってるだろ？」

「ああ、彼女か」

　氷榊は、なるほどとしきりに首を縦に振った。

「彼女とは結構古い付き合いだけど、そんなことをしていたなんて知らなかった」

「へぇ、やっぱりお前も結構名家の生まれなんだな」

　立葵の家を思い出す。やはり氷榊の家もあれくらい立派なものなんだろうか。

「いやいや、家なんてただ古いだけだよ。値打ちものなんて何もないし」

「そうか？　古い物を大事にしているのは結構素晴らしいことだと思うぞ」

「大事にっていうのも無いよ。最近は結構処分しちゃったしね」

　古い家というのは、いろいろと大変なものらしい。

「そういえば、その立葵に月げつ光こう団だんを紹介してくれたのって、お前なんだってな」

「ん？　ああ、そうだね。失なくしものをしたってすごく困ってたみたいだからさ」

「まぁ、そのおかげで会えたみたいな所もあるから、感謝してる」

「いえいえ、あらためてどう致しましてだよ」

　こう話していると、相変わらずつかみ所の無い男だと思う。

　そこに居るのに、確かに会話をしているのに、どこか違う所に居るような不思議な感じがするのだ。

「ところで」

「ん？」

「お前、どうして『癒いやす人』が女性だって知ってるんだ？」

「…………どうしてとは？」

「『癒す人』が女だって情報は、どこにもなかったと思うぞ」

　そして、そのつかみ所の無い男が、さっき確かにその尻尾しつぽを出した。

「……ああ、それは『癒す人』と関かかわったっていう人がみんな男性だったから、なら女性なのかとね」

「ああ、確かにな」

　それを言われれば、納得できないことも無い。

　俺も、その情報を統合して出会う前から勝手に『彼女』と呼んでいたのだから。

「じゃあ、なんで関わった人間がみんな男だって知ってるんだ？」

　ただし、それは、その情報を集めていた人間にしか分からないことだ。

「…………なんで」

「いったい誰からどんな情報を集めれば『癒いやす人』と関かかわった人間が男性だと気付く？　『癒す人』から辿たどったんじゃ、決してそこに関わった人には辿り着かないんだぞ？　無気力になった人間を辿って『癒す人』を見つけ出すんじゃ無い限りな」

　氷ひ榊さかきは、その顔から笑みを消して俺をじっと見つめていた。

「それができるのは、無気力になった人間を精力的に探していた人間か、最初から『癒す人』の正体も、目的も知っていた人間だけのはずだよな？」

　氷榊に尋ねる。

「なぁ、お前は何を知っている？　お前は何者だ？」

　俺はここに何をしに来たんだったか？

　確か、氷榊にもろもろの感謝を伝えるだけのつもりだった。

　それがどうして、こんな尋問みたいなことをしているのか。

　名家の生まれというのは、今思うと怪しい。

　それはつまり、こいつの家にも呪じゆ具ぐの類たぐいが集まっていてもおかしくはない事になる。

　そして、たった今、こいつはそれを処分したと言った。

　色々な疑問が渦巻いている。興奮を感じてもいる。

　目の前の氷榊が、なんと答えるのかを、ただひたすら待ち望んでいた。

「まったく、僕としたことがだね」

　真顔になっていた氷榊は、その相そう貌ぼうを崩し、能面を張り付けたような笑顔になった。

「そう、僕としたことがだ、うっかり、鬼灯ほおずき君と会話するのが楽しくて、少し我を忘れてしまっていたようだ」

「気色の悪い事を言うな」

「ああ、すまない。そうだね、本当にうっかりだ」

　くふふと不気味に氷榊は笑う。

「質問に答える気はないのか？」

「うん？　ああ、それも良いけど、ここじゃやっぱり場所が悪い」

　氷榊は、そう言うと、何か合図をするように指を鳴らした。

「だから、一緒に来てもらうよ」

「なにを──」

　言っている。

　そう言葉を繋つなげようとした。そこまでは、覚えている。

　ただし、その後のことは、背後からの衝撃以外、何も覚えていない。
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「はぁ、なんか、タイミング悪いなぁ」

　莉り子こは、灰かい斗とと別れた後、とぼとぼと廊下を歩いていた。

　言いたい事はたくさんあったが、結局のところ、肝心なことは言えなかった。

「あのとき傷付けてごめんなさいって、ずっと謝りたいのになぁ」

　それが、彼女の中でずっと渦巻いている気持ちだった。

　灰斗からのメールはずっと読んでいた。会って話したいと言うのも聞いていた。

　だが、莉子はどうしても、灰斗に直接会うのが怖かった。

　あの日、言ってしまった一言が、灰斗を傷付けたから。

　そんな自分が、ただ謝っただけでまたのうのうと灰斗の側そばに居てもいいものか。

　そういう思いが、彼女を灰斗から遠ざけていた。

「しけた面つらをしていますね」

　急に浴びせられた声に、莉子は顔を上げる。

「こんな顔をしている女には、張り合う気も起きません」

　そこに居たのは、花はな坂さか蓮れん華げ。鬼灯ほおずき灰斗の妹だった。

「蓮華ちゃん。こんにちは」

　莉子は反射的に笑顔で挨あい拶さつをした。

　だが、蓮華にはそれが少し気に食わなかった。

「こんにちは。ちょっと付き合って貰もらってもいいですか？」

「え？」

　蓮華の誘いに莉子は戸惑う。今まで蓮華が莉子に対して何かを誘うことは無かった。

「いいですかと聞いているので、はい、か、いいえで答えてください」

「は、はい」

「分かりました。では付いてきてください」

　蓮華はさっと踵きびすを返し、スタスタと歩き始める。

　莉子は状況が分からないながら、急いでその後を追った。




　たどり着いたのは、学校からほど近い公園だった。

「ここらで良いですか」

　蓮華は莉子を見る。全く腑ふ抜ぬけた顔だと思う。

　どうしてこんな女のことで、最愛の兄が頭を悩ませなければならないのか。

「単刀直入に言いますが、さっさと兄さんと仲直りをしてください。あなたが避けているせいで兄さんが苦しんでいるのは我慢できません」

　ストレートな言葉は、うじうじと悩んでいた莉子の心にグサリと突き刺さる。

「で、でも私は……」

「仲直りをする気がないならさっさと絶交してください。そして二度と兄さんには関かかわらないでください」

　次に放ほうり込まれた言葉に、莉り子こは思わず反応した。

「そ、そんなのは絶対にイヤ！」

　突然の大声に蓮れん華げは少し面食らう。だが、その表情は決して崩さずに淡々と答える。

「それでしたら、何な故ぜいつまで経たっても仲直りをしないのですか？　兄さんが何度それを試みたと思っているのですか」

　続く言葉に莉子はまた何も言えなくなる。

　灰かい斗とが今まで何度となく自分と接しようとしてくれていたことは知っている。

　そして、それを自分の都合で断り続けた。

　そんな自分が、今更どうこう言う資格がないことは分かり切っていた。

「私は別に、敵に塩を送る気はありません。ですが、兄さんの為ためなら、どんな事でもしてみせます。だから、あなたにはさっさと問題を解決してもらいたいのです」

　蓮華の言葉は決して優しくなかった。

　だが、それくらいの方が莉子の身には心地よかった。

「だけど、もう、どうしたら」

　しかし、今まで動けなかった莉子には、どうしても状況の動かし方が分からない。

　そしてそれがやはり、蓮華の気に入らなかった。

「どうしたらもこうしたらもありません。思っていることを言いに行けば良いのです」

「思っていることって……」

「謝りたいなら謝れば良いし、怒りたいなら怒れば良い。何を迷うことがあるのですか」

　蓮華の言葉を受け、その通りだと莉子は思う。

　だが、やはり一歩を踏み出せない自分が居た。

「まさか、今更になって兄さんに嫌われたらだの、考えているのですか？」

「う……うん」

「あなたは兄さんに負けず劣らずの馬鹿ですね」

　年上に対する遠慮が全く無い蓮華の言葉に、莉子は何も言い返せない。

「兄さんは基本的に他人に対して否定的ですが、人を嫌うようにはできていません。鬱うつ陶とうしいと思っても、うざいと思っても、それで人を嫌ったりはしません」

「鬱陶しいとか、うざいって……」

「もちろんあなたの事です」

　思い当たる所があって莉子は凹へこむ。

　だが、蓮華は自じ嘲ちよう気味に笑って付けたした。

「そして、私のことでもあります」

「蓮華ちゃん……？」

　蓮華は昔を懐かしむように笑った。そして、目線をはっきりと莉子に合わせる。

「兄さんには私が居ればそれでいいと、今でも思います。ですが、あなたには兄さんに近づいた責任があります。もっと近づくなり、きっぱり離れるなりはっきりして下さい」

　蓮れん華げに問われて、莉り子こは考える。

　だが、考えるまでもないと心は知っている。

「私は、灰かい斗と君にしっかり謝る。そして、また灰斗君の側そばに行くよ」

「……そうですか」

　莉子は自分の決意を口に出す。

　蓮華は、それをただ受け止めた。




「ただいま」

　莉子はいつものように帰宅の挨あい拶さつをしたが、返事はなかった。

「お姉ちゃん？」

　いつもはカウンターに座っている姉の姿が見えない。

　まぁいいか、と莉子は思い、荷物を置く為ために奥に入ろうとする。

　その瞬間、カランと大きな音を立てて姉が店に戻ってきた。

「あ、お姉ちゃん、おかえり。どこに行ってたの？」

　莉子は姉に声をかける。

　だが、姉はいつもの余裕のある態度をどこかにやって、焦った表情で莉子を見た。













「莉り子こ、今日少年を、鬼灯ほおずき灰かい斗とを見たか？」

「え、灰斗君を？　見た、というかちょっとだけ喋しやべったけど」

「いつだ!?」

　常に無い姉の剣けん幕まくに、莉子は緊張する。

「いつって、放課後、ちょっとしたくらいの時間に……」

「何を話した？」

「何って、最近のギクシャクについて、ちょっとというか」

　莉子はその時のことを思い返す。あの時、はっきりと言えていれば明日言おうなんて思わなくて済んだのに。こんなに、ドキドキすることもなかったのに。

　だが、率りつはその莉子の気持ちを慮おもんぱかる余裕もなく、再度詰め寄った。

「どうやって別れた？」

「どうやってって、灰斗君が氷ひ榊さかき君に用があるみたいで」

「……氷榊。そうか、そういうことか」

　氷榊という名前を聞いて、率ははっきりと頷うなずく。

「莉子。少年と仲直りはできたのかい？」

「え、それは、えっと、明日の予定というか」

　率に突然尋ねられて、莉子はしどろもどろに返事をする。

　だが、率は尚なおも真剣に、莉子に言った。

「なら、後悔しない為ためにも少し手伝って欲しい。莉子の協力が欲しい」

「お姉ちゃん？」

　率は額に汗を浮かべ、その一言を述べた。

「もしかしたら、もう二度と少年には会えなくなるかもしれない」
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　目が覚めた。

　同時に気付く。体が動かない。

　口を拘束されてはいないが、手と足は縛られていてまともに動かない。

　この様子だと、持ち物も取り上げられていることだろう。

　目を周囲に向けると見知らぬ空間だった。

　どこかのオフィスのように、白い壁、デスク、ソファーなどがあるが、人の姿はない。

　また、見える所に窓がない。地下か、あるいは隠し部屋か。

　頭には僅わずかに鈍痛があるが、気を失った直接の原因はもっと別にあった気がする。

　そして、それ以上の事が何も分からない。

　ただちに命の危険はなさそうだが、それもいつまで保もつのか。

　考えていると気が滅め入いりそうだ。

　目が覚めてさほどの時間も経たたず、部屋のドアが開いた。

「やぁ、手荒な真ま似ねをしてすまない。まずは謝るよ」

　続いて、口だけで言って謝るつもりは無さそうな氷ひ榊さかきが現れた。

「そう思うなら、これを解いて、ついでに俺を帰して欲しいんだが」

　状況が分からないなりに、せめて余裕のある態度で返す。

「まぁ、そう言わず、少し話を聞いてはくれないかな？」

　氷榊は言いながらソファーに腰をかける。客を縛りつけておいていい身分だ。

「単刀直入に言おう。鬼灯ほおずき君、僕達たちに協力してくれないかな？」

「……どういう意味だ？」

「そのままの意味さ。僕は、君の呪のろい『否運』を知っている。そして、その力は唯一無二のものだ。だから、その力を僕達の為ために使って欲しい」

　氷榊は口調こそ丁寧だが、誠実さというものを欠片かけらも感じない。

「見返りは？」

「そうだね、僕達の仲間になってくれたら、今君が知りたいと思っていることを全すべて教えてあげられるよ。僕達たちが何者なのか、とかね」













　仲間になったら、そりゃ身内なんだから情報の一つや二つ、わけないだろう。

「断ると言ったら？」

「うーん、そしたらそうだね、ちょっとしたゲームをして貰もらうことになるかな」

　こういう場所で聞かされるゲームという単語に、良いイメージが一切湧わかない。

「言うなればこれは、コネを使った面接みたいなものなんだ。君はここで断っても良いけれど、その場合、より困難な道で試されるだけだよ」

　氷ひ榊さかきは困り顔を浮かべて、脅しのような説得を再びしかける。

「……どっちにしても、得体の知れない組織にいきなり協力しろと言われて、はいそうですかとは言えないだろ」

「まぁそれもそうだよね。だったら、ゲームに挑戦するのかな？」

　仕方ないという表情で、氷榊は尋ねる。

「そのゲーム、勝ったらどうなる？」

「そうだね、その場合でも、君の欲している情報は与えよう」

「負けたら？」

「うーん、その場合残念だけど、命を失うことになるかな」

　氷榊の声に、冗談の色は微み塵じんも感じられなかった。

「さて、どうする？　仲間になるか、ゲームをするか。拒否という選択肢は無いよ」

　どっちも嫌な場合、どの選択を選ぶのが最良だろうか。

「ゲームだ」

　決まっている。絶対に選びたくないほうとは、逆の選択肢だ。




　ゲームを選択すると、氷榊はやれやれと仕草で返し、人を呼んだ。

　外で待機していたらしい、数人の男達が俺の拘束を解いてゆく。

　そして、持ち物の一つ『愚者のダイス』だけが、返された。

「じゃあ、ご武運を」

　氷榊からの嬉うれしくもない声がかかり、俺は長い廊下を歩かされる。

　一歩、二歩。現実離れした空間を歩くときは、妙に浮き足立った気分になる。

　そのまま、体育館の縦くらいの距離を歩いたかと思うと、左に続くドア。

　開ける。途端に、興奮した人間達のざわめきが聞こえてくる。

　後ろから押されて、更に前に進む。

　そこはステージだった。

　中央には椅い子す、机、そして机の上に見慣れない物体が一つ。

　椅子の前まで来ると、座れとの指示。仕方なく座る。そして前を見る。

　明らかに興奮した多種多様の人間がごった返していた。

　違法クラブ、という言葉が真っ先に浮かんだ。

　さっとステージの様子を窺うかがうと、いかにも、という言葉が似合う黒服の姿。

　どうやら、逃げられる様子ではない。

　ようやく目の前の物体に目をやった。

　そこには、ドラマでしか見たことのない、拳けん銃じゆう。リボルバーが置いてあった。

『さぁ、お集りの皆さん、いよいよ本日のメインイベントだ！』

　会場の熱気に負けない程のアナウンスが入り、観客の歓声が聞こえた。

『今日の対決はこの一番！　今まで百発百中で挑戦者達たちを葬ってきた魔のリボルバーVSどんな不幸も必ず引き起こしちまう『呪のろい』の持ち主！　っておいおい、これもう結果分かっちゃったんじゃないか!?』

　観客達から、笑いが零こぼれていた。

『さぁ、始まるぞ！　本場のロシアンルーレット、一発勝負だ！』

　うぉおおおおおおおおおおおおおお。

　勝負、の声が響き、人々の興奮の波が俺の体を飲み込んだ。

　ここまで聞けば分かる。俺が何をやれば良いのか。

　つまりゲームとは、ロシアンルーレットで生き残れという事か。

「ははっ」

　意識せずに乾いた笑いが漏れた。冗談にも程がある。

　最も低確率な事象を引き寄せる俺に、ロシアンルーレットをやれって？

　最初から、死ねと言えばいいのに。

　普通の人間だったら、六分の五にかけるのもありかもしれない。

　でも俺の場合は話が別だ。この状態でどう頑張っても銃弾は俺の命を貫く。

　目の前にあるリボルバーを手に取る。ずしりと重く、暗く、危うい。

『おおっと、ついにチャレンジャー、リボルバーを手に取った！　さぁ、引き金を引くまでに何分かかるかな!?』

　再び、ふざけたアナウンスが場を盛り上げた。

　観客の顔を見る。ドブ川に絵の具を溶かしたような目をしている。

　誰も彼もが何を望んでいるのかが手に取るように分かる。

　このイカれた連中は、俺がそのまま薔ば薇らを咲かせるのをずっと期待しているのだろう。

　……………………。

　……………………。

『どうした？　やっぱり固まってしまったぞ!?　おいみんな！　チャレンジャーを励ましてやってくれ！』

　俺が動きを止めたのを見て、アナウンスが再び場を煽あおる。

　そして、観客達は、最初は静かに、そして徐々に大きく、声を上げる。

「撃て」

「「撃て！」」

「「「「「「撃て!!」」」」」」

　あまりにも、俺が生きてきた状況とは違っている。

　非現実的すぎる世界は、俺の記憶の奥に押し込まれた思いを引っぱりだしてくる。




　暗い、ここはあまりに暗い。

　光はない。頭が痛い。




　ああ、そうだ、この感覚、ずっと忘れていた、ずっと閉じ込めていた。

　暗い、痛い、怖い、もう嫌だ。

　でも、こんなものか？

　あそこに比べたら、ここはなんて快適なんだ。

　熱もない。臭においも無い。うっすら照明はあるし、人も多い。

　こんな場所で、どうやって死ねばいいんだ？

　どこに危険があるんだ？

　そうか、それはこの手の中にしかないのか。

　ならば、そうしよう。この鉄の塊に全すべてを委ゆだねよう。

　頼むから、俺を……。




『んん？　なんということだ！　チャレンジャー、笑っているぞ!?』

　アナウンスの声が響くが、そんなものはもはや雑音でしかない。

　リボルバーのシリンダーをスウィングアウトする。銃弾は、一発。

　俺は、ポケットに入れたままだったサイコロを、銃を持たない左手に持ち替える。

　初めて、左手でサイコロを握った。







　事象『ロシアンルーレット』。

　目的『発砲』。

　──定義開始。




　頭の中がどんどんクリアになっていくのを感じる。

　心の中で目的を裏返す。

　この鉄の塊が、俺の命を奪うに足ることを、切に願う。




　確率を仮定。

　条件一、『リボルバーが発砲する確率』＝一／六。

　条件二、『リボルバーが不発になる確率』＝五／六。

　事象の発生条件より、複合条件無し。

　以上二つを起こりうる事象と想定。




　こころの回転数がどんどん上がっていく。

　からだはどんどんと冷めていく。

　ああ、あたまがいたい。




　条件より『一／六』が最も低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




　左腕に熱が灯ともる。生命の熱さ。そしてそれが、命を貫く弾丸に火を付ける。

　その熱を感じながらシリンダーに手をかける。

　さぁ、答えを示せ。

　俺がシリンダーを回すと、頭を氷の塊で撃ち抜いたような、鋭い痛みが抜けていった。

　ああ、ああ、頭が痛い。

『……！　…………！』

　アナウンスなど、もう耳には届かない。

　俺は躊躇ためらうことなくシリンダーを戻し、

　リボルバーを額に押しあて、

　引き金を引いた。




　カッ。




『何な故ぜだ!?　何故弾が出ない!?』

　アナウンスが再び脳裏に滑り込んできた。

　観客のどよめきも、少し遅れて響いてくる。

　ああ、俺はまた、死に損なったのか。

　その事実が胸を撃つ。

　そのまま、カチ、カチ、カチ、と三回引き金を引いた、何も出ない。

『なんだこいつは!?　やらなくても良いのにまだ引き金を引いているぞ!?　狂ってる！　最高に狂ってるぜ!!』

　黙れと心の中で念じながら、四回目を引こうとして、脳がそれを拒む。

　これ以上はいけないという信号が、指先を支配する。

　ため息を吐ついて、俺は銃口を上に向けた。

　引き金を引くと、ドンッと耳障りな轟ごう音おんが天井に抜けた。

『パーフェクト！　こいつはパーフェクトだ!?　なんとチャレンジャー、ロシアンルーレットで生き残るどころか、銃弾の位置まで当てやがった！　こんなクールな奴やつは見た事ねえ!?　お前ら！　盛大な声援を送ってやれ!!』

　そして、聞くに耐えない歓声が辺りに響いていた。

「今まで失礼致しました。こちらへどうぞ」

　俺の側そばに、周囲を固めていた黒服が寄り、耳元で声をかける。

　俺は再びなされるがまま立ち上がり、そして付いて行った。







　ああ、思い出してしまった。

　いや、本当は知っていたんだ。

　ただ、考えたくなかったんだ。

　なんで俺が、人に近づくのを恐れるのか。

　どうして俺が、人と関かかわるのを怖がるのか。

　簡単なことだ、考えないようにしていただけだ。

　何が『否運』だ。『何が確率を裏切る』だ。

　そんなものは、この呪のろいの半分でしかない。

　運命の運。流れを否定するもの。

　定められた結末を否定するもの。

　そうなることが必然であるならば、それを否定する。

　それが、皆の思いであるならば、それを否定する。

『否運』は『確率を裏切る呪い』じゃない。

『否運』は『確率と期待を裏切る呪い』だったんだ。

　その場に居る多数の人間が望むのならば、それを否定する。

　その否定は、傘のバウンドをねじ曲げる。

　あの場にいた人間はみな笹ささ岡おかに操られていた。そして、笹岡の利になることを望んだ。

　ならば否運は、その逆になる現象を引き起こす。

　その否定は、トラックドライバーの視野をねじ曲げる。

　あの日、熱中症の少年を皆が見ていた。彼らは何も起きなければ良いと望んでいた。

　ならば否運は、その逆になる現象を引き起こす。

　その否定は、リボルバーの銃弾をねじ曲げる。

　観客達たちは俺の死を望んでいた。俺が華々しく命を咲かせるのを望んでいた。

　そして俺も、それを望んだ。

　ならば否運は、その逆になる現象を引き起こす。

　その否定は、生きる希望を、ねじ曲げる。

　あの日。あの瞬間。

　俺は生きたいと、思ってしまったんだ。







　再び事務所に案内された俺を待っていたのは、恭しい態度の黒服達たちと、それでもなお、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという言葉が似合う氷ひ榊さかきだった。

　俺はソファーに座らされ、奪われていた物品を返却される。

「うん、まさかあんなことまでやってのけるとは」

「……御託はいい、まずは話せ」

「うん、良く聞いていてよ」

　氷榊は、前置きもそこそこに語り出した。

「僕達は、呪のろい、特に神しん呪じゆを信仰する組織だ。最近の呪じゆ具ぐによる事件も、僕達が引き起こしたと言えばその通りだね」

「なんの為ために？」

「呪具を使いこなせる人間を探していたんだ。感情が合えば呪具は使える、でも使いこなすにはその呪具に乗っ取られない強い力が必要だからね。そうじゃないと、仲間にする意味が無い」

　笹ささ岡おかに呪具を送ったのも、立たち葵あおいをそそのかしたのも、こいつらで間違いはないようだ。

「でも、その活動の途中で、鬼灯ほおずき君が見つかった。まさかの神呪が見つかったんだ」

　そして、俺が笹岡と対たい峙じしたこと、あるいは、呪い集めを始めたことが、こいつらに発見の機会を与えてしまったのか。

「ただ、神呪というのは本当に珍しいからね、鬼灯君が真に神呪を受けたものなのか否か、それの確認が必要だった。入念な調査の末、ほぼ確定は決まっていたから、今日はここに来てもらったんだ」

　今までそんな素振りは欠片かけらも見られなかったが、こそこそと動き回っていたらしいと知って気が滅め入いる。

「それで君は、先程の余興を終えて分かった。いや、思い出したんだろう？　否運が果たしてどんな力を持っているのかを」

　氷榊の冷ややかな声に反論できない自分に腹が立った。

　だが、思い出してしまった。否運の持つ力を。

『確率を裏切る呪い』は、人々に幸運も不幸も運んでくる。

　であるならば、疎まれることもあるだろう。感謝されることもあるだろう。

　だが『期待を裏切る呪い』は何を運んでくる？

　純然たる、純粋たる、最悪の結末をだ。

　周りの願いは届かず、期待は裏切られ、希望は潰ついえる。

　人と関かかわれば関わるほど、味方が多ければ多いほど、マイナスに働く力だ。

　大事な人が増える程、その人を不幸にする力だ。

「僕達を得体の知れない連中だと思っているのは分かる。だが、逆にこうは考えられないかな？　嫌いな僕達たちと一緒にいることで、君の大切な人達から遠ざかることができるって」

　氷ひ榊さかきの張り付けたような笑みに腹が立った。

　そして、そんな氷榊のどうしようもない提案に、少し心が揺らされた自分に、より一層腹が立った。

「まぁ、君にも考える時間は必要だと思うけど、なるべく早く決めて欲しい。僕達の実験は、もうほとんど終わりを迎えているからね」

「実験？」

「そうだよ、君も先程集まっていた観客達を見たでしょう？」

　あの、一切の光を失ったような瞳ひとみをしていた人間達を思い出す。

「あれらは、別に薬をやったわけでも、宗教にはまっているわけでもないんだ。ただ、呪のろいへの耐性が弱かっただけの連中だよ」

「なに？」

「夏バテが流は行やってるって話、聞いた事があると思う」

　今年の夏の初めから、方々で言われ始めていた言葉だ。

　ことあるごとに、夏バテだのなんだの。そのせいで、色々と面倒なこともあった。

「おかしいと思わないかい？　病気でもなんでもないのに、一つの街で夏バテが流行るなんて」

「……確かにな」

　周りがそういう雰囲気だから、流されていた。今年は暑いから、そういうこともあるんだと深く考えずにいた。

「あれはこの街全体を巻き込んだ実験の結果だよ」

「……ふざけた真ま似ねを。じゃあ様子がおかしくなった連中は」

「そんな彼らは、ここに集まっている。そう仕向けられた。超大規模な呪いによってね」

　率りつさんの言葉が脳裏に蘇よみがえった。

　この街の呪じゆ的てきな力が強まっている。夏バテに気をつけろ。

　率さんは、きっと何かに気付いていた。そして、俺に自衛をしろと警告していたんだ。

「ただ、その大規模な実験を見つからずにやる為ためには、色々と手間がかかったんだけど」

「手間だと？」

「どの街にも、呪いのエキスパートの一人や二人はいるもんだ。そんな彼らに見つからないように、かなりの呪じゆ具ぐをバラまいた。目くらましにね」

　目くらまし、放ほうっておけば人の命すら奪いかねない所業を、単なる目くらましで済ますのかこいつは。

「でも、この街を選んだのは半分失敗だったかな。君が見つかったのは収穫だったけど、かなりの呪具を失ってしまった。どうやら、この街の担当は相当の凄すご腕うでらしい」

　聞いても、俺の頭に浮かんだ率さんと、そのエキスパートがどうにも結びつかない。

　それでも、彼女が色々と動いていたことは腑ふに落ちた。

「だが、それもおしまいだ。実験の首尾は上々、神しん呪じゆも見つかった。これ以上無い成果を上げたと言っても良いだろう」

　散々人を巻き込んで、成果を上げたと喜んでいる姿は、とても醜悪に見えた。

「……お前らの目的はなんだ？」

「目的？」

「なぜ呪じゆ具ぐを集める？　なぜ神呪を探す？　なぜ人々を巻き込んでまで実験を行う？　お前らは、いたずらに呪のろいをふりまいて、何がしたいんだ？」

「そうだね」

　俺は、ゆっくりと氷ひ榊さかきの唇が動くのをただ、待ち続けた。

　そこから紡ぎ出される言葉が、どれだけ理解できないかを覚悟して。

「目的は、僕達たちが新しい世界の秩序になること。そう、新しい神になること、かな？」

　その目的は、いかにも悪の組織らしくて、鼻で笑ってしまいそうになった。

「……新しい神、ね」

「そう、新しい秩序を作る。呪いによって世界を作り替える。そのための力が神呪にはあるはずなんだ。例えば、人々の希望をねじ曲げる、圧倒的な強制力とかがね」

　氷榊は、話は終わりと俺の目を見て再度尋ねた。

「さぁどうだい？　僕達は最低な組織だろう？　そんな中に君が居れば、その存在だけで僕達を潰つぶせるかもしれないよ？　大切な人達を巻き込まずにも済む。君にとって悪い選択ではないだろう？」

　相変わらず、最低な誘いだった。

　だけど、今の俺にはそれが魅力的にすら聞こえた。

　期待を裏切る力の恐ろしさを思い出してしまった。

　それが引き起こした結末を思い出してしまった。

　俺が、命を奪った人達を、思い出してしまった。

「……そう、だな」

　色々と問題は山積みだ。蓮れん華げにも、両親にも、詩し穂ほにも立たち葵あおいにも、率りつさんにも、莉り子こにも、散々な心配をかけるだろう。

　もしかしたら、恨まれるかもしれない。

　だけど、俺のせいで彼らを不幸にしないというのならば、それも、




　ピピ、ピピ、ピピ。




　静寂の中で、着信があった。

「……お好きにどうぞ」

　氷榊が携帯を指す。俺の携帯だ。発信者を見る。

　莉子。

　反射的に、通話を押していた。

『……灰かい斗と君？』

　莉り子この恐る恐る、といった声がした。

『ごめん、私本当は、灰斗君にずっと謝りたかったの。本当にごめん』

　すぐに、莉子の謝罪が始まった。

　一体、何を謝るというのか。俺が、何に対して謝罪を要求したのか。

『本当は色々言いたいんだけど、でもこれだけは伝えたいの』

　続きを待つ、その時間が、とても長く感じた。

『私、まだ、灰斗君と一緒に居たい。もっと、灰斗君と一緒に居たいから』

　関かかわらないで欲しいなら、そう言えと言ったのに。

　莉子が伝えてきたのは、真逆の答えだった。

　どうして、そんなことになるのか。

『それでね、もし、まだ灰斗君が、私と一緒に居てくれるなら。一緒に居たいと思ってくれるなら』

　莉子の誘う声が、俺の天てん秤びんに重りを乗せた。

　先程、ぐらぐらと揺れていた心が、ストンと落としどころを見つけた。

『十秒間、目を閉じていて』

「わかった」

　俺は素直に答え、祈るように目を閉じた。九、八、七……。

「話は終わったのかな？」

　氷ひ榊さかきの声が聞こえるが、どうでもいい。六、五、四……。

「鬼灯ほおずき君？」

　三、二、一……。




　ゼロ。




「なんだ!?」

　俺が心で数え終えた瞬間、瞼まぶたの裏側で照明の明かりが落ちた。

　ざわめきが広がり、部屋を混乱が包む。

　そして、凄すさまじい勢いで扉を開けた何者かが飛び込んできた。

　目を開ける、少しだけ暗順応していた瞳ひとみが、ぼんやりとその姿を捉とらえた。

　莉子。

「行くよ」

　莉子は俺の手を掴つかむと、俺の体を引きずるほどのスピードで走る。

　追え！　という怒声が背後に聞こえるが、動きが鈍い。

　この少女を捕まえることは、できはしないだろう。

　莉り子この手は、温かくて、ほんの少し汗ばんでいた。

　それが、どことなく懐かしかった。




　途中、何度か階段を上り下りして（道中、数人が転がっていたのは気のせいではあるまい）外にたどり着く。

　すでに夜は空を覆っていた。蓮れん華げに心配されるな、なんて思考が頭の隅に浮かんだ。

「よしおかえり、さぁ、乗りたまえ」

　そして、その出口には、車をつけた率りつさんが待ち構えていた。

　俺達たちは滑り込むように車に乗り込む。率さんが吹かしていたアクセルを踏み込もうとしたとき、

「待て！」

　追いついてきたらしい氷ひ榊さかきが、声を張り上げた。

「やぁやぁ、良く頑張ったね。だが、待てと言われて待つ者はいないさ」

　氷榊は率さんの顔を見ると、驚きよう愕がくとそして納得の表情を見せた。

「この街に居たのは、あなたでしたか。そんな報告は上がっていなかった」

「隠いん蔽ぺいや詐称は、基礎中の基礎だからね。そしてこれからも、この街に私が居る事を知る者は居ないのさ」

　率さんは、常と変わらぬニンマリ顔であるのに、氷榊の方には焦りが垣かい間ま見みえていた。

「ま、というわけで、この少年は私のものだ。悪いが諦あきらめてくれ」

「……いいでしょう。今は手を引きます。ですが、僕達が完全に諦めることはありません。鬼灯ほおずき君も、そしてあなたもです」

　会話が終わり、今度こそ率さんはその場を後にする。

　入れ替わるように、数台のパトカーが先程の施設に向かって行くのが見えた。

「灰かい斗と君、ごめん、ごめんね」

　落ち着いたと思った瞬間。莉子はいきなり、謝罪の続きを始めた。

「灰斗君は悪くないって、分かってたのに。あんなに思い詰めさせちゃってごめん。こんな危険な目に遭わせてごめん。本当にごめん」

「……悪いのは俺だ。謝る必要なんて無い」

「ううん、本当に、本当にごめん」

　莉子はする必要のない謝罪をしつづけ、俺はそれに応こたえることしかできない。

　率さんは何も言わずに、ただ前を向いていた。







「兄さん！　どこをほっつき歩いていたんですか!?」

　詳しい話は、準備ができたら日を改めて。

　そういう処理をされて、俺はそのあとすぐに家に帰された。

　あいつらが再び現れる可能性を危き惧ぐしたが、率りつさんは平気だと笑みを浮かべていた。

　その言葉を信じて玄関をくぐると、心配で今にもはち切れそうな蓮れん華げが、飛びかかってきた。なす術すべも無く抱きしめられる。

「……すまん、ちょっと色々あってな」

「だから、色々って何なんですか!?」

　蓮華は、俺の胸に顔を押し付けたまま、涙を必死に堪こらえている。

「どうしたんだ蓮華、少し落ち着け」

「私が！　私が余計なことをしたせいで……」

　宥なだめるように声をかけると、蓮華は途切れ途切れに、不安を吐き出した。

「……蓮華」

「兄さんは、変なところで馬鹿だから、勝手に居なくなってしまうんじゃないかって、本当に帰って来ないんじゃないかって。連絡しても繋つながらないし、兄さんが、見つからなくなるんじゃないかって……」

　今日の俺は、蓮華に心配しすぎだと言う資格はないだろう。

　蓮華が言うようなことを、やりかけた。俺がいなくなった後の、蓮華の姿をしっかりと想像してはいなかった。

「ごめん、でも、大丈夫だから」

　それなので、言葉の代わりに彼女を抱きしめ、頭を撫なでた。

「……兄さん」

「俺は、もう、無断でどこかに消えたりしないから」

　そこで、ほんの少しだけ昔を思い出した。

　子供の頃、蓮華はいつも俺の後ろをちょこまかと付いてきていた。

　俺が勝手に居なくなる度に、目に涙を浮かべて俺を必死に探し続けた。

　こんな性格になる前の、まだ、俺が普通だった頃の一幕だった。

　その頃、俺は蓮華に、なんて言っていた？　確か、

「……馬鹿蓮れんが泣くから、居なくなったりしないよ」

　俺の声を聞いて、蓮華はハッと目を見開く。そして、涙を溜ためて言葉を返した。

「……約束だからね、灰かい君」

「ああ」

　そこでとうとう堪えきれなくなったのか、蓮華は俺を抱きしめたまま、泣き出した。

　蓮華との会話が一段落したところで。

「灰君、蓮華が落ち着いたらお説教だからね？」

　俺と蓮華の気恥ずかしいやり取りをニヤニヤと眺めていた両親から声がかかった。俺は素直に、受け入れる他なかった。






　６　否運









　事件の翌日、残り数少ない登校日を消化してみれば、氷ひ榊さかきの姿はなかった。担任に尋ねてみると、夏休みを機に急な転校が決まったらしいとだけ教えられた。

　夏休み前、久しぶりに莉り子こと二人で月げつ光こう団だんに向かった。

　少し経たつと、昨日なんで先に帰っちゃったんですか！　と声を荒げる立たち葵あおいが現れ、そして莉子の顔を見る。何かを得心したような、それが気に入らないような、複雑な心境を表現した後に相当ぶーたれていた。

　朽くち名なも顔を見せたが、莉子の姿を見ると、ああ、そう。とだけ言って、いつも通りの下らない話をして帰った。

　結局、莉子が戻っても、何か変わるわけでもない。

　そして、夏休みになった。







「やぁ、いらっしゃい少年」

　夏真っ盛り、休日の店内に足を踏み入れる。からっと冷房の効いた室温が心地よかった。

「早く閉めるんだ。暑くなるだろう」

「はいはい」

　俺は率りつさんに言われるまでもなく、速やかにドアを閉める。

「莉子はどこに？」

「買い物に行ったよ、飲み物がどうのとか言っていたね」

　今日は、莉子に用があって来た。

　正確には莉子の勉強を見るという義務を果たす為ために来た。

　だが肝心の莉子が居ないとなると、途端にやることが無くなる。

「では、莉子を待つ間、この新しく入った爪つめ切きりの伝説でも聞いているかい？」

「それは面白いんですか？」

　そんなわけでしばらくは率さんと雑談をする運びになった。




「ところで少年に、一つ聞きたいことがあったんだ」

　ひとしきりの雑談が済んだところで、率さんは世間話の続きのように今まで触れて来なかった話題を口にした。

「どうして、君と妹さん、いや、君と家族は名字が違うんだい？」

「……ストレートに聞きますね。普通はなかなか聞けないと思いますよ？」

「これもお姉さんの話術だよ、少年」

　どっちかと言うと、その話術は子供の領分だと思うが。

　だが、色々とお世話になった。恩だってある。

　俺は、今まで誰かに語ることの無かった昔話をすることにした。

「簡単ですよ。俺はあの家族と血が繋つながってないからです」

　軽くジャブを放って見る。

「君は橋の下から貰もらわれて来たのか」

　こちらが何でもない事のように話すと、相手はなんと冗談を返してきやがった。

「……そしたら名字も一緒でしょうよ」

「確かにそうだね、これは一本取られたよ」

　テヘっとはにかむ女性を殴りたい気持ちになったのは、生まれて初めてだ。

「……多分面白い話じゃないですけど、良いですか？」

「…………」

　率りつさんは無言だった。無言は肯定と捉とらえた。

「俺は小学校に入るまでくらいは、結構明るい子供でした。否運の影響でまぁ不幸もそれなりにありましたが、そんな事なんてこれっぽっちも気にしてませんでしたから。一応言っておくと、俺はその頃はここからちょっと離れた所に住んでました」

　この辺りに昔から住んでいたら、もっと住み難にくい世界だっただろう。

「今お世話になっている花はな坂さかさんとはその頃同じ団地の隣同士で、蓮れん華げのことは妹みたいに可愛かわいがってました。あの頃は子供同士、上下関係なんて無く喋しやべってた気がします」

　前提条件として、ここは言っておく必要を感じた。

　どうして彼らの家族になったのかという話なのだから。

「家には、優しい父と母が居て、これ以上ないってくらい幸せだと思ってました。そんなある日、家族で旅行に行く事になって、俺達たちはツアーのバスに乗ったんです」

　忘れる筈はずも無い。少しだけ肌寒くなっていた季節の出来事だ。

「俺はもう浮かれてて、バスの中ですごいはしゃいでた記憶があります。そのバスが、トンネルの崩落に巻き込まれるまでは、ですけど」

　俺達家族が乗っていたバスを含む、多くの車が崩落したトンネルの下敷きになった。

「トンネルの中は地獄絵図って言うんですか？　さっきまでバスの隣に座っていた人が、気付いたら居ない。瓦が礫れきの下で。そこら中から煙とか炎とかが上がっていて、もう、何がなんだか分からない状態でした。一緒のバスに乗っていた人も、ほとんどが死んでました」

　その時ほど、自分が浮かれていた罰でこんなことになったんだと思った日は無い。

「その時点では、俺達家族は運良く生き延びていました。そして、生き延びた人で集まって話し合うんです。『とどまって救助を待つ』か『ここは危険だと判断して離れる』か。それで、結局分かれるわけです。残る人間と進む人間に。俺達家族は進む人間でした。結果、それは正解で、俺達が離れた直後に、集まっていた地点の天井が崩落しました」

　目の前で、大勢の人が嘘うそみたいに命を散らした。そして、それは一度では無かった。

「それからも、選択は何度も訪れました。瓦礫に埋もれている場所で、上って進むかどかして進むか。損傷の少なそうな車を見つけたら近づいてみるかどうか。うめき声が聞こえたのなら助けるかどうか。答えは簡単です。俺が選んだ方が正解で、選ばなかった方が不正解でした」

　そして、その度に俺は自分を責めた。

「でもおかしいんです。俺は別に何かの信念を持っていたわけじゃない。単純に『人が少ない方』を選んでいただけなんです。何かの『確率』が分からないとき『期待』が少ない方を選んでいたんです」

　その結果、消えていくのは決まって数が多い方だった。

「俺は自分を責め続けました。正直言えば、俺はその時ほど『死にたい』と思ったことはありません。トンネルの崩落も、選択の結果も、全すべて俺が招いたことだと信じて疑わなかった。というよりも、それ以外の答えがありませんでしたから」

　そして、俺と両親は長い道のりを歩いていった。

「でも、俺はずっと『死にたい』と思っていれば良かった。それだけが、唯一の正解だったはずです。歩き疲れて、時間の感覚もなくなったころ、外から光が見えました。その時、生き残りは既に俺と両親、合わせて三人になっていました」

　その時こそが、俺の人生最大の過ちであり、人生最大の悔いであり、人生最大の幸福でもあった。

「救助の人が見えて、その声が聞こえたとき、『助かる』って思った。思ってしまったんです。その瞬間、嘘うそみたいな最後の崩落が起こりました。そして、俺だけ生き残りました。両親が咄とつ嗟さに庇かばったので、死ぬ筈はずだった俺だけが、助かりました」

　以上が、昔にあったとある崩落事件の結末である。

「それから、周りに心を開かず、何も期待しない人間になった俺は、親しん戚せきの間をたらい回しにされて、気付いたら花はな坂さかさんの家の子供になっていました。逃げるように住んでいた街を離れて、気付いたらここで暮らしていました」

　彼らが引っ越した理由はきっと、俺の為ためだったに違いない。それに気付いても言わないだけの分別は、俺にもある。

「人を極端に避けるようになった俺に熱心に話しかけてきたのが蓮れん華げでした。あいつが事務的な話し方をするようになったのも、近過ぎると俺が怖がるからだと思います。まぁ、今はそんなの関係ないくらいに接してきますけど」

　ただ、それだけ、蓮華は諦あきらめずに俺に接してくれていた。

「これが、俺が家族と名字が違う理由です」

　率りつさんは、ただ黙ってそれを聞いていた。

「最近はどこかに忘れてしまっていたんですけどね。本当に、つい先日思い出すまでは」

　いつの間にか、あれほど心に刻み込んだことを俺は忘れていた。

　そして、確率に拠よらない部分を、分からないで済ませていた。

　だが、思い出してしまった以上、もうそれだけで済ませることはできない。

「君は、これからどうするつもりだい？」

　率りつさんの問いかけ、これから、人とどう接していくのか。

「多分、変わりません」

「というと」

「今まで通り、そんなに人と進んで関かかわらないし、そんなに人と親しくしすぎない」

　それが、俺が一番心地の良い距離だ。どれだけ時を経ても、それは変わらないだろう。

「でも、自分にごまかしをいれるのも、止やめる事にします。関わりたいと思ったら、関わるし、助けたいと思ったら助ける」

「それで大丈夫かい？　君は否運の本当を、期待を裏切ることを知ってしまったんだろう？」

　専門家でさえすぐには知り得なかった事実、氷ひ榊さかきに教えられてしまった、事実。

「だから、それを解消する為ために頑張るんですよね？」

　その事実から目を背けることはできない。向き合うことしかできない。

　俺が決意を新たにした瞳ひとみを向けると、率さんはふっと笑う。

「では、これからも精進したまえよ少年」

「はい、よろしくお願いします」

　俺の目的はあくまでも変わらない。

　この呪のろいといつか別れ、普通の生活を送るという目的は。




「それで、俺も率さんに一つ聞きたいんですけど良いですか？」

「付き合った人数はゼロだよ」

「そんなこと聞いてねえよ」

　思わず敬語を忘れてしまった。

「少年、恋人居ない暦＝年齢の辛つらさはな、二十歳を越えた辺りから急に来るんだぞ」

「そうですか。胸にしまって、忘れた頃に粗大ゴミに出しときます」

　率さんがやけに必死な形相で言ってくるので、粗大という最大限の敬意を表した。

　だが、こんなやり取りで逃げられたくはない。

「率さん」

「む？　告白された回数なら──」

「率さんは、どんな風に呪われてるんですか？」

「…………」

　尚なおも逃げようとする言葉を強引に遮って、俺はその言葉を発した。

「……どうして私が呪われてると思うんだい？　ミステリアスだから？」

「やけに訳知り顔だったり、こんな店やってたり、怪しい所は山ほどありますけど、別にそういうことじゃありません」

　率さんが呪われていると断定できる単純な証拠。

　今まで一度だけ聞いたことのある、音。

「率りつさんがドアを開けたとき、付けられた鐘が鳴ってましたから」

「……いつ？」

「ずっと昔、イチャイチャしてるカップルを邪魔しに来た時」

「……なるほど」

　率さんは昔を思い出すように目を細めて、その後にやれやれと手を挙げた。

「まったく、ミステリアス美人の秘密を許可無く暴くのは重罪だぞ」

「率さんはミステリアスじゃなくて、変な人だから大丈夫ですね」

　目の前の変な美人は、むっとした表情になる。

「美人に暴言を吐くのはそれを越える重罪だ」

「……大人おとなげねぇ」

「私は大変腹を立てた。だから、君に教えてあげるのはやめた。あーあ、せっかく教えてあげようと思ったのに」

　そして負け惜しみのようなセリフを吐くのだった。

「……そうですか」

　だが、情報を引き出す努力をせずに怒らせたのは完全に俺の責任だったので、俺は素直に引き下がる。

　しばらく押し黙っていると、率さんは少しプルプルと震え出した。寒いのか？

「少年。そこでもう一歩踏み込んでくるのが、いい男の嗜たしなみというものだぞ」

「…………」

　いや、自分の思惑通りに事が運ばなくて、イライラしているだけのようだ。

　俺は仕方なく、少しだけ芝居がかった口調で提案に乗っかることにする。

「美人のお姉さん。そう言わずにこの愚かな男に僅わずかばかりのご慈悲をお恵み下さい」

「よかろう」

　俺の言葉に満足したように頷うなずき、酷ひどく上から目線の許可の言葉を垂れる率さん。

　彼女は、自身の首もとの髪を掻かき揚あげる。そこに存在している何かを掴つかむ。

　そして彼女の首もとから現れたそれは、とても見覚えのあるものだった。

「……封ふう神しん珠じゆ？」

「そう。そしてこれが、私が呪のろいに関かかわっている理由だ」

　率さんの真剣な目に、俺は吸い込まれる。

「神しん呪じゆをかけた犯人を、私は神と言ったね。だが、果たして本当にそうなのか。そんな言葉で済ませてしまっていいのか。私は、ずっとそこに疑問を持っている」

　神。俺にこんな運命を押し付けた、何者か。

「だから私は、神呪を持つに至ったその本当の理由をずっと探している」

　その声には、どこか熱を感じるほどの決意が込められていた。

「おっと、情報はここまでだ」

　率りつさんは見せていた封ふう神しん珠じゆを、すぐにまた胸元にしまってしまった。

「これ以上知りたければ、お姉さんポイントを今の倍以上集めるんだね」

　小悪魔みたいな表情で笑う率さん。

　お姉さんポイントってなんだろうか。




「ただいま！」

「おかえり莉り子こ、少年がお待ちかねだったぞ」

　率さんとの会話が一段落付いた丁度くらいのタイミングで莉子が姿を現した。

　相変わらず、額に大量の汗をかいている。健康的な奴やつだ。

「いったいどれだけ飲み物を買ってきたんだ？」

「たくさんっすよ、たくさん」

　莉子は手に持ったパンパンの買い物袋を持ち上げる。

「……いったいどれだけ勉強するつもりだよ」

「ふっふっふ、灰かい斗と君。私の出来の悪さを舐なめてもらっちゃ困るね」

「そうか、悪かったなバカ」

「久々にストレートっすなぁ」

　けなせという意味かと思ったら違ったのか。

「とりあえず、このカウンター使っていいんだよね、お姉ちゃん？」

「うむ、どうせ誰も来ないしね」

　相変わらず、店としてはどうかと思うが、まぁ、他にも仕事があるようだし良いのか。

「じゃあ、ちょっとコップとか取ってくるね」

　莉子は奥に引っ込み、コップと勉強道具などを持って戻ってくる。

　そして、当たり前のように俺の隣に座る。

「…………」

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　俺が固まったのを見て莉子が尋ねてくるが、咄とつ嗟さにそう答えた。

　頭の中には、違う答えが出ていたのに。

　いつの間にか、莉子が隣に座るのに違和感を覚えない自分に驚いた。

　そんな言葉を恥ずかしくて出す事ができなかった。




　おしまい









　あとがき






　こんにちは、草木野鎖といいます。ひらがなで書くと『くさきのくさり』と言います。二回言いましたが特に意味はありません。本当です。一巻のあとがきに書いてある『草木野鎖』のルビとか、全くなんにもこれっぽっちも関係ありません。確認しないで下さい。

　あとがきを書くのも二回目ですが、一向に慣れる気配は無く、相変わらず何を書いたら良いのか分かりません。それなので、適当なことでも書こうかと思います。




　最近、僕は巷ちまたで有名な『艦これ』というゲームの影響でよくカレーを食べます。

　カレーは良い物です。基本的に誰が作っても美味しいです。野菜や肉など栄養のバランスも良いです。値段に比べて量も多くて、僕という名の貧乏人の心強い味方です。

　一時期は本当に生活に困るほどお金がなく、三食カレーを一週間連続で行ったこともありました。その時は大根の葉っぱとか、もやしとか、とにかく具材になりそうな物を片っ端からぶち込み、ルーで誤ご摩ま化かしながら食べていました。さすがにカレーのことを考えるだけで嫌になり『カレーを食って生きるくらいなら、その辺のタンポポとか食って生きようかな』まで考えました。しかし、カレーの真に恐ろしいところは、そんな気分になっても三日くらい開けてカレーを食べると『カレーウマー』ってなる所です。

　と、カレーの恐怖はさておき、最近は『艦これ』を作業や読書の片手間にプレイ（というか遠征出して放置）していることが多いのですが、このゲームには時報というシステムがあります。時報とは登場するキャラの一部に実装されている、一時間ごとの時間を知らせてくれるシステムで、時間を知らせると共にキャラの愛らしい一言が入っています。

　そのセリフの中で、昼食や夕食時にはカレーを食べる、あるいは作る描写が多いので、僕はそれに影響されてカレーを食べているわけです。カレーを作りながら時報を聞き『ああ、自分は今この子の為ために食事を作っているのだ。出来上がったら一緒に同じ物を食べるのだ』と妄想したりしているわけです。

　その妄想の最中に、僕の最愛の嫁が「今日は肉じゃが」と言って気分が高揚していたりするのですが問題はありません。作っていた鍋にカレールーではなく、しょうゆ、みりん、砂糖をぶち込めば良いだけです。そして出来上がったカレーを最近はよく食べています。

　今気付いたのですが、僕が食べていたのはカレーではなく肉じゃがでした。




　くだらない話が長くなりましたので謝しや辞じを。

　相変わらず美しい絵を書いて下さったふしみ彩さい香か先生、ありがとうございます。迷惑しかかけた覚えの無い編集の横よこ山やまさん、本当に申し訳ありません。ありがとうございます。

　最後に、この本を買って下さった皆さんに心からの感謝を。


草木野鎖



















　著者

　草木野鎖（くさきの・くさり）

　　こんにちは、草木野鎖と言います。お酒が好きです。

　　それなので、今日もカクテルを紹介します。

　　『サイドカー』

　　材料は、ブランデー、ホワイト・キュラソー、レモン。

　　柑橘の甘めの味わいと、高い度数を持った一品です。

　　レディーキラーの名を持つカクテルの一つでもあります。

　　悪用禁止で、ぜひご賞味あれ。です。




　イラスト

　ふしみ彩香（ふしみ・さいか）

　　アンパンマンが好きです。

　　彼みたいにがんばります。

　　よろしくお願いします。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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